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調査の実施概要  

 

 

１．調査の目的 
 

 寝屋川市は、“１＋１を３に！ 私たちのつながりでひろげる「元気都市」の福祉”をス

ローガンとした「寝屋川市地域福祉計画」を平成17年３月に策定し、市民や関係者の方々

と連携して推進してきました。この取り組みをふりかえり、十分には取り組めなかった課

題や新たな状況に対応する新しい地域福祉計画を策定します。 

 この計画は、保健福祉に関する活動・事業を行っている方々や、地域で暮らしている市

民の方々と協力して地域福祉をすすめるよう、計画づくりにもできるだけ多くの方に参加

していただき、いっしょにつくっていくことを重視して策定します。 

 そのため、計画づくりへの参加の場のひとつとして、地域での暮らしや地域福祉につい

てのご意見、地域福祉活動への参加の意向などを広くお聞きするために、市民や地域福祉

活動に参加しておられる方々を対象としたアンケート調査を実施しました。 

 

 

 

２．調査の実施概要 

 

（１）市民アンケート調査 

 

１）調査の内容 

 市民に、暮らしや福祉についてのご意見を広くお聞きするために、下記の項目について

調査を実施しました。 

①回答者の属性と暮らしの状況 

②地域福祉に関する評価やニーズ 

③地域福祉への参加やしくみづくりに関する意向 

２）調査の対象者 

 次世代を担う若者の意見も把握するよう、16歳以上の市民を対象として、平成22年２月

25日現在の住民基本台帳から3,000人を無作為に抽出しました。 

３）調査の方法 

 郵送で調査票の配付・回収を行う、自記式の質問紙法で実施しました。 

 調査票は平成22年２月26日に発送し、３月14日を返信のしめきりとしましたが、できる

だけ多くの方のご意見を反映するよう、３月29日までに到着したものを有効としました。

また、その後に到着したものについても、記述回答については計画の検討に反映していく

ものとします。 
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４）調査の回収状況 

 宛先不明等で返送されたものを除いた有効配付数2,976通に対して、1,186通が返送され

ました。有効回収率は39.9％です。 

 

（２）校区福祉委員アンケート調査 

 

１）調査の内容 

 現在、地域で福祉活動をしておられる校区福祉委員の方々に、活動の状況や今後のご意

向、地域福祉に関する課題などをお聞きするため、寝屋川市校区福祉委員長協議会のご協

力を得て、下記の項目について調査を実施しました。 

①回答者の属性と暮らしの状況 

②現在参加している地域福祉活動 

③地域福祉活動を推進していくための課題など 

④地域福祉に関する評価や課題など 

２）調査の対象者 

 概ね小学校区単位に設置されている23校区福祉委員会の平成21年度の委員名簿に記載さ

れた1,349人全員を対象としました。 

３）調査の方法 

 郵送で調査票の配付・回収を行う、自記式の質問紙法で実施しました。 

 調査票は平成22年３月１日に発送し、３月17日を返信のしめきりとしましたが、できる

だけ多くの方のご意見を反映するよう、３月29日までに到着したものを有効としました。

また、その後に到着したものについても、記述回答については計画の検討に反映していく

ものとします。 

４）調査の回収状況 

 宛先不明等で返送されたものを除いた有効配付数1,332通に対して、871通が返送されま

した。有効回収率は65.4％です。 

 

 

 

３．この報告書について 
 

・この報告書は、選択肢での回答を求めた設問についての集計結果を中心に記載していま

す。本調査では、多くの方が記述式の設問にも回答してくださっていますので、それら

のご意見は計画策定の過程のなかで検討し、計画に反映していきます。 

・この報告書では、各設問の回答の構成比（パーセント）は小数点以下第２位を四捨五入

しているため、すべての項目の合計が100％にならない場合があります。また、複数回答

の問いでは、合計が100％を超える場合があります。 
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市民アンケート調査の結果  

 

 

１．回答者の属性と暮らしの状況について 

 

問１ あなたの年齢は。 

 

 回答者の年齢を概ね10歳ごとに区分すると、「65～74歳」が24.6％、「55～64歳」が20.6％

と大きめの割合です。 

 平成15年調査では「55～64歳」が最も多かったことから、今回の調査の結果は、本市で

も高齢化がいっそうすすんでいることを反映しているものといえます。［表４－１］ 

 調査の実施時期である平成22年３月１日の本市の人口統計と比較すると、この調査の回

答者は55歳以上の人の割合が大きく、回答者全体での集計結果にはこの年代の人の意見が

大きめに反映されていることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの性別は。 

 

 回答者の性別は「男」が41.9％、「女」が57.7％です。 

 平成22年３月１日の人口統計と比較すると、この調査の回答者は女性の割合が大きく、

回答者全体の集計には女性の意見が大きめに反映されていることになります。 

 

 

 

 

 

 

(％)

回答者 市民全体

4.6
10.2

9.2
14.6

14.7
18.7

12.5
13.1

20.6
17.9

24.6
16.2

12.6
9.3

1.3

0 10 20 30

16～24歳

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

(％)

41.9
48.6

57.7
51.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70

男

女

無回答

回答者 市民全体
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問３ 同居されている家族の構成は。 

 

 「親と子ども（二世代世帯）」(49.4％)が約半数です。「夫婦のみ」(28.1％)が約３割、「ひ

とり暮らし」(12.2％)が約１割で、「親と子どもと孫（三世代世帯）」は6.4％です。 

 

 平成15年調査と比較すると、「ひとり暮らし」が7.8％ → 12.2％に増加し、「三世代世帯」

は11.8％ → 6.4％に減少しており、世帯規模が小さくなっていることが反映されています。 

［表４－２］ 

 年齢別にみると、【54歳まで】の各区分では「二世代世帯」が約７～８割を占めています

が、【55歳以上】の区分では「夫婦のみ」や「ひとり暮らし」が増加し、【65～74歳】では

「夫婦のみ」が50.0％となり、さらに、【75歳以上】では「ひとり暮らし」が26.8％と割合

が大きくなっています。［表１－３］ 

 

 

問４ あなたのお仕事は。 

 

 「無職」が31.7％、「会社員・公務員」が21.2％、「専業主婦・主夫」が18.0％、「パート・

アルバイト・契約社員・派遣社員」が15.3％などとなっています。 

 

 平成15年調査とは選択肢が異なりますので正確な比較はできませんが、「無職（平成15

年調査では「有給の仕事には就いていない」という選択肢でした）」の人が20.5％から31.7％

に増加しています。これは、問１（回答者年齢）でみたように、高齢化がすすんだことが

関係しています。［表４－３］ 

 

(％)

12.2

28.1

49.4

6.4

2.6

1.3

0 10 20 30 40 50 60

ひとり暮らし

夫婦のみ

親と子ども（二世代世帯）

親と子どもと孫（三世代世帯）

その他

無回答

(％)

21.2

6.8

0.2

0.5

3.0

18.0

15.3

31.7

2.3

1.1

0 10 20 30 40

会社員・公務員

自営業

農業

自由業

学生

専業主婦・主夫

パート・アルバイト・契約社員・派遣社員

無職

その他

無回答
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問５ あなたの世帯の現在の暮らし向き（経済的な状況）は。 

 

 「ふつう」(45.3％)と答えた人が半数弱です。「どちらかといえば苦しい」(28.4％)また

は「かなり苦しい」(14.5％)と答えた人があわせて４割強、「どちらかといえば豊か」(7.6％)

または、「豊か」(1.6％)と答えた人があわせて約１割です。 

 

 平成15年調査とは選択肢が若干異なりますが、「ふつう」と答えた人が50.5％から45.3％

へとやや減少し、「かなり苦しい」が11.8％ → 14.5％、「どちらかといえば豊か」が5.5％ 

→ 7.6％へと、いずれもやや増加しています。［表４－４］ 

 

 

問６ あなたの現在の健康状態は。 

 

 「ふつう」(43.7％)と答えた人が最も多く、「健康」(22.8％)と答えた人の２倍近い割合

でした。「持病や障害などがあるが、日常生活には問題はない」(25.5％)と答えた人を含め

て、９割強の人は生活には支障のない健康状態ですが、「からだが弱く、病気がち」の人が

4.6％、「ねたきり（ほとんどねたきり）」の人が0.4％です。また、「その他」(1.9％)では、

健康上で何らかの問題を感じていることが多く記載されています。 

 

 年齢別にみると、【16～24歳】は「健康」が63.0％ですが、【25歳以上】では「ふつう」

と答えた人が多くなり、【45歳以上】では「持病や障害などがあるが、日常生活には問題は

ない」と答えた人が増えています。また、【75歳以上】では「からだが弱く、病気がち」(9.4％)

または「ねたきり（ほとんどねたきり）」(2.0％)の人が約１割で、健康や介護の問題が大

きくなることが示されています。［表１－６］ 

 

(％)

1.6

7.6

45.3

28.4

14.5

1.4

0.3

0.9

0 10 20 30 40 50

豊か

どちらかといえば豊か

ふつう

どちらかといえば苦しい

かなり苦しい

わからない

その他

無回答

(％)

22.8

43.7

25.5

4.6

0.4

1.9

1.0

0 10 20 30 40 50

健康

ふつう

日常生活には問題はない

からだが弱く病気がち

ねたきり・ほとんどねたきり

その他

無回答
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(％)

4.0

3.8

3.4

5.1

8.8

3.4

3.0

4.6

3.6

4.3

4.3

4.2

3.8

3.7

3.3

5.0

2.9

4.5

4.3

4.3

1.5

2.7

2.4

2.2

5.1

2.1

0 5 10

東小学校区

西小学校区

南小学校区

北小学校区

第五小学校区

成美小学校区

明和小学校区

池田小学校区

中央小学校区

啓明小学校区

三井小学校区

木屋小学校区

木田小学校区

神田小学校区

堀溝小学校区

田井小学校区

桜小学校区

点野小学校区

和光小学校区

国松緑丘小学校区

楠根小学校区

梅が丘小学校区

宇谷小学校区

石津小学校区

どの小学校区か知らない

無回答

問７ あなたご自身を含め、ご家族のなかに介護が必要な人はいますか。（複数回答） 

 

 ご自身または家族に「介護が必要な高齢者がいる」人が12.1％、「介護が必要な障害者（児）

がいる」人が4.5％です。また、これらのうちの0.6％は「介護が必要な高齢者と障害者（児）

がいる」と答えています。 

 なお、「その他」(1.9％)では、現在は家族に介護が必要な人はいないものの、介護に関

して何らかの気がかりなことなどを感じていることが多く記載されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 介護が必要な人がいると答えた人の年齢別の分布をみると、【55歳以上】の割合が大きく

なっています。［表２－１］ 

 

 

問８ あなたが現在お住まいの小学校区は。 

 

 小学校ごとの回答者の割合は下のグラフのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

79.5

12.1

4.5

1.9

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

介護が必要な人はいない

介護が必要な高齢者がいる

介護が必要な障害者(児)がいる

その他

無回答
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問９ あなたやご家族は、近所の人とどの程度の交流がありますか。（複数回答） 

 

 「困ったときには相談したり助け合う人がいる」（25.5％）、「家を行き来するほど親しい

人がいる」(20.2％)、「道などで会えば親しく話をする人がいる」(45.3％)のいずれか１つ

以上に該当する“近所の人と親しい交流がある人”が約６割(58.8％)です。 

 一方、「あいさつをする程度」の交流の人が34.7％、「ほとんど（全く）つきあいはない」

人が5.3％です。 

 

 年齢別にみると、【65歳以上】では、相談したり、家を行き来するなどの親しい交流があ

る人の割合がそれ以下の年齢層よりも大きく、地域とのつながりが増えていることが示さ

れていますが、あいさつ程度やつきあいがない人も約３割です。また、【34歳以下】で交流

が少ない人の割合が大きい傾向がみられます。 

 また、性別にみると、親しい交流がある人の割合は【女性】の方が大きく、【男性】は「あ

いさつをする程度」または「ほとんど（全く）つきあいはない」人が約半数です。 

［表１－９］ 

 【介護が必要な高齢者または障害者(児)がいる】人（問７）は、生活のなかでさまざまな

支援が必要になる場合が多いと考えられますが、近所の人との交流については全体と大き

な差はなく、交流が少ない人が少なくありません。［表２－２］ 

(％)

25.5

20.2

45.3

34.7

5.3

0.5

0.7

0 10 20 30 40 50

相談したり助け合う人がいる

家を行き来するほど親しい人がいる

道で会えば親しく話をする人がいる

あいさつをする程度

ほとんど(全く)つきあいはない

その他

無回答
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２．地域福祉に関する評価やニーズについて 

 

問10 あなたは現在お住まいの地域での暮らしに関するつぎのことについてどのように感じ

ていますか。 

 

 暮らしに関わる15の事柄をあげて、現在住んでいる地域での状況をどのように感じてい

るかをたずねました。 

 望ましい状況としてあげた15の事柄に対して、「そう思う」と肯定的に答えた人の割合が

比較的大きかったのは、《⑫生活のいろいろな面で便利である》(16.1％)、《⑪道路や交通

の便がよくだれもが外出しやすい》(14.5％)、《⑩住まいや地域の生活環境がよい》(9.9％)

という、いずれも都市環境的な面に関することでした。これらは「どちらかというとそう

思う」と答えた人を加えると、半数程度(順に54.5％、52.5％、48.9％)の人が肯定的に評

価しています。 

 これらに次いで、《⑥住民どうしのあたたかいふれあいがある》(34.3％)、《⑮災害など

に対して安全である》(31.9％)、《④子どもが健やかに育つ環境がある》(30.5％)、《⑭す

べての人の人権がまもられている》(29.4％)についても、“どちらかといえば”も含めて肯

定的に評価している人の割合が比較的大きめです。 

 都市環境的な面に関すること（《⑫生活のいろいろな面で便利である》、《⑪道路や交通の

(％)

そう思う

どちらかといえばそう思う

わからない

無回答

どちらかといえばそうは思わない

そうは思わない

6.9 20.7 17.1 6.1 24.3 25.0

4.6 11.2 26.7 6.6 22.1 28.8

6.3 16.4 18.7 9.4 22.8 26.3

6.0 24.5 13.5 8.8 24.6 22.7

5.3 18.6 20.8 8.5 24.6 22.1

6.2 28.1 11.6 7.6 25.8 20.7

4.8 17.5 14.2 7.6 26.4 29.5

6.7 21.0 12.6 7.3 21.3 31.2

5.5 20.0 14.7 7.8 23.0 29.1

9.9 39.0 5.6 6.8 19.3 19.3

14.5 38.0 3.3 6.3 18.7 19.1

16.1 38.4 3.7 5.9 20.5 15.3

5.7 19.6 16.9 6.8 24.9 26.1

6.4 23.0 27.0 5.9 19.2 18.5

6.4 25.5 23.2 6.2 20.1 18.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①高齢者が安心して暮らせる

②障害者が安心して暮らせる

③安心して子育てができる

④子どもが健やかに育つ

⑤生涯学習や活動ができる

⑥住民のふれあいがある

⑦世代が違う人の交流がある

⑧困ったときに相談できる

⑨誰かが支えてくれる

⑩住まいや生活環境がよい

⑪道路や交通の便がよい

⑫生活が便利である

⑬活動できる場が身近にある

⑭人権がまもられている

⑮災害に対して安全である
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便がよくだれもが外出しやすい》、《⑩住まいや地域の生活環境がよい》）以外は、否定的な

評価をした人の割合の方が大きくなっています。また、肯定的に評価している人が比較的

多い事柄についても「どちらかというとそうは思わない」、「そうは思わない」という否定

的な評価の人は多く、さまざまな感じ方があることが示されています。 

 なお、《⑭すべての人の人権がまもられている》(27.0％)、《②障害者が社会に参加し、

安心して暮らせる》(26.7％)をはじめ、「わからない」と答えた人の割合が大きい事柄もあ

りました。 

 

 回答者の属性等と関係が大きいと思われる項目についてクロス集計をしてみました。 

 《①高齢者が生きがいをもち、安心して暮らせる》について、【65歳以上】の人では「そ

う思う」または「どちらかというとそう思う」と肯定的に答えた人の割合がそれ以下の年

齢層よりも大きめですが、【65～74歳】と【75歳以上】では意識に違いがあり、【65～74歳】

では否定的な評価の人の割合の方が大きくなっています。［表１－10－１］ 

 《③ゆとりをもって安心して子育てができる》については、【25～34歳】では「そう思う」

と答えた人の割合が他の年齢層よりも大きい一方で、「そうは思わない」と答えた人の割合

も大きく、評価が分かれています。また、【35～54歳】の年齢層でも「そうは思わない」と

答えた人の割合が大きくなっています。《④子どもが健やかに育つ環境がある》も同様の傾

向で、【16～34歳】で「そう思う」と答えた人の割合が大きめですが、【25～54歳】の年齢

層で「そうは思わない」と答えた人の割合が大きくなっています。［表１－10－３・４］ 

 《②障害者が社会に参加し、安心して暮らせる》について、【介護が必要な障害者(児)が

いる】人（問７）では、「そう思う」と答えた人の割合が9.4％と全体よりも大きい一方で、

「そうは思わない」と答えた人が39.6％にのぼっています。また、【介護が必要な障害者(児)

がいる】人では、《⑪道路や交通の便がよくだれもが外出しやすい》、《⑫生活のいろいろな

面で便利である》、《⑭すべての人の人権がまもられている》、《⑮災害などに対して安全で

ある》についても、「そうは思わない」と答えた人の割合が大きくさまざまな面で問題を感

じていることが示されています。［表２－３－１～５］ 

 《⑥住民どうしのあたたかいふれあいがある》、《⑧困ったときにもすぐに相談できる》、

《⑨困ったことがあっても誰かが支えてくれる》については、近所の人との交流（問９）

で【近所の人と親しい交流がある】と答えた人では肯定的な評価、【交流が少ない】人では

否定的な評価の割合が大きくなっています。［表２－４－１～３］ 

 

 平成15年調査と比較すると、「そう思う」と答えた人の割合はすべての項目で小さくなっ

ています。「どちらかというとそう思う」と答えた人を含めた肯定的な評価でみると、割合

が大きくなったのは《⑪道路や交通の便がよくだれもが外出しやすい》と《④子どもが健

やかに育つ環境がある》の２項目で、他の項目は、肯定的評価をした人の割合が小さくな

っています。［表４－５－１～15］ 
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問11 生活全般を通じて、あなたは現在お住まいの地域での暮らしに満足していますか。 

 

 「どちらかといえば満足している」(57.4％)と答えた人が６割弱で、「満足している」

(10.5％)と答えた人をあわせると、７割弱の人は生活全般を通してみれば、現在住んでい

る地域での暮らしに一定の満足感を感じています。 

 一方、「どちらかといえば満足していない」(18.4％)、「満足していない」(8.6％)と答え

た人は、あわせて３割弱です。 

 

 年齢別にみると、すべての年齢層で「どちらかといえば満足している」が６割程度です

が、【16～24歳】と【65歳以上】では「満足している」と答えた人の割合が大きめで、その

間の【25～64歳】の年齢層では、「満足していない」と答えた人の割合がやや大きめです。 

［表１－11］ 

 暮らしの満足度は、回答者の属性とも大きく関わりがあり、暮らし向きの状況（問５）

について【豊か】や【どちらかといえば豊か】、健康状態（問６）について【健康】、近所

の人との交流（問９）で【親しい交流がある人】と答えた人は、そうでない人よりも満足

度の高い人の割合が大きくなっています。［表２－５］ 

 また、地域の状況についての評価（問10）のとクロスすると、各々の事柄について【そ

う思う】と肯定的に評価している人は、「満足している」と答えた人の割合が大きいですが、

特に関連性が大きいと思われる項目は《⑩住まいや地域の生活環境がよい》、《⑥住民どう

しのあたたかいふれあいがある》、《⑬いろいろな活動ができる場が身近にある》、《④子ど

もが健やかに育つ環境がある》、《⑨困ったことがあっても誰かが支えてくれる》でした。 

［表２－６］ 

 平成15年調査と比較すると、「満足している」は15.5％ → 10.5％と割合が小さくなって

おり、「どちらかといえば満足している」とあわせると71.4％ → 67.9％となっています。

一方、「どちらかといえば満足していない」と「満足していない」をあわせると26.2％ → 

27.0％と、やや満足度が下がっています。［表４－６］ 

 

 

問12 あなたは生活のなかで困ったときに、だれ（どこ）に相談しますか。（複数回答） 

 

 「家族や親族」を77.7％と多くの人があげています。次いで、「友人や知人」を39.0％、

「近所の人」を12.5％と、身近な人が多くあげられています。 

 専門的な機関等については、「市などの公的な相談窓口」は12.0％、「医療機関や薬局」

は9.5％、「福祉の施設や事業所」は5.4％の人があげています。また、地域で活動している

(％)

10.5

57.4

18.4

8.6

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70

満足している

どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない

満足していない

無回答
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(％)

77.7

12.5

39.0

4.3

12.0

5.4

9.5

0.8

3.2

3.0

4.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家族や親族

近所の人

友人や知人

民生委員や福祉委員

市などの公的な相談窓口

福祉の施設や事業所

医療機関や薬局

その他

相談できるところはない

特に相談したいと思うことはない

無回答

(％)

18.5

42.9

19.1

13.5

1.0

5.1

0 10 20 30 40 50

困ったときには支えてほしいと思う

支えてほしいが難しいと思う

支えてほしいとは思わない

わからない

その他

無回答

「民生委員や福祉委員」をあげた人は4.3％でした。 

 「相談できるところはない」と答えた人は3.2％で、ほとんどの人は相談できる相手はい

ますが、「生活のなかで困ったとき」という問いに対して、専門的な機関への相談をイメー

ジする人は、あまり多くはないようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 年齢別にみると、「家族や親族」は【55歳以上】でやや割合が小さくなっています。また、

「友人や知人」も【65歳以上】では割合が小さめです。一方で専門的な機関等は【65歳以

上】で割合がそれ以下の年齢層よりは大きくなっています。［表１－12］ 

 【介護が必要な高齢者または障害者(児)がいる】人（問７）では、専門的な機関をあげた

人の割合が全体よりは大きいですが、それぞれ１～２割程度にとどまっています。 

 また、【福祉活動に参加している】人（問16）も、専門的な機関をあげた人の割合が全体

よりは大きめで、活動を通じてある程度のつながりが生まれていることがうかがえます。

［表２－７］ 

 

 

問13 あなたは生活のなかで困ったときに、近所の人に支えてほしいと思いますか。 

 

 「困ったときには、近所の人に支えてほしいと思う」人は18.5％ですが、「支えてほしい

が、難しいと思う」と答えた人が42.9％と最も多いという結果です。「近所の人に支えてほ

しいとは思わない」と答えた人は19.1％で、多くの人は近所の人の支えを期待しつつも、

難しそうだと感じていることが示されています。 

 

 

 

 

 

 
 

 【介護が必要な高齢者または障害者(児)がいる】人（問７）では、「困ったときには、近

所の人に支えてほしいと思う」人の割合が全体の平均よりも大きめです。 
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 また、【近所の人と親しい交流がある】人（問９）も、「困ったときには、近所の人に支

えてほしいと思う」人の割合が全体よりも大きめです。一方、【交流が少ない】人では「近

所の人に支えてほしいとは思わない」と答えた人の割合が大きめですが、「支えてほしいが、

難しいと思う」と答えた人の割合は全体と同じくらいで、期待する気持ちもうかがえます。 

 【地域の福祉活動やボランティア活動に参加している】人（問16）では、「支えてほしい

が、難しいと思う」と答えた人の割合が大きくなっています。これは、活動を通じて難し

さを実感される場面があるということかもしれません。［表２－８］ 

 

 

 

 

３．地域福祉への参加やしくみづくりに関する意向について 

 

問14 あなたは、市民も参加して「地域で支えあう福祉」を推進していくことについて、ど

のように思いますか。 

 

 「市民一人ひとりが、自分ができることをしていけばよい」(30.9％)と答えた人が約３割

です。一方、「個人では難しいので、地域の団体などが中心になって取り組めばよい」

(33.6％)や「協力できる人が取り組めばよい」(10.5％)と、市民が福祉活動に参加するこ

とを是としながらも、参加の難しさを感じている人が多いようです。 

 一方、「福祉は行政の仕事なので、行政がやればよい」と答えた人は7.2％でした。 

 

 年齢別にみると、【若い年齢層】の人の方が「市民一人ひとりが、自分ができることをし

ていけばよい」と答えた人の割合が大きめです。［表１－14］ 

 また、【福祉活動に参加している】人（問16）も、「市民一人ひとりが、自分ができるこ

とをしていけばよい」と答えた人の割合が大きめです。［表２－９］ 

 

 

問15 あなたは、日常生活で、近所の人に助けてほしいと思うことがありますか。（複数回答）

 

 現時点では「特に助けてほしいと思うことはない」(58.5％)と答えた人が約６割ですが、

３割あまりの人は、何らかの近所の人に助けてほしいことがあると答えています。 

(％)

30.9

10.5

33.6

7.2

9.4

2.1

6.3

0 10 20 30 40

市民一人ひとりができることをする

協力できる人が取り組めばよい

地域の団体が中心になって取り組む

福祉は行政がやればよい

わからない

その他

無回答
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 助けてほしいことの内容については、「安否確認や見守りをしてほしい」(15.3％)と「自

分や家族の話し相手や相談相手になってほしい」(13.6％)が比較的多くあげられています。

また、「用事のときなど一時的に子どもを預かってほしい」(4.1％)、「家事や買物などを手

伝ってほしい」(1.6％)、「出かける時に付き添いや送迎をしてほしい」(1.4％)、「介護を

手伝ってほしい」(1.4％)など、さまざまなニーズが示されています。 

 

 年齢別にみると、「自分や家族の話し相手や相談相手になってほしい」や「安否確認や見

守りをしてほしい」という、どちらかといえば高齢者を対象とした活動が行われているこ

とを、【16～44歳】などの若い年齢層の人が比較的多くあげています。また、「用事のとき

など一時的に子どもを預かってほしい」も【25～34歳】では18.3％の人が希望しています。

［表１－15］ 

 また、【介護が必要な高齢者または障害者(児)がいる】人（問７）では、さまざまな支援

を希望する人の割合が大きめです。［表２－10］ 

 

 

問16 あなたは、福祉に関するつぎのような活動に参加していますか。（複数回答） 

 

 現在は「特に福祉に関する活動には参加していない」人が76.1％、無回答も8.7％で、何

らかの活動に参加している人は約15％です。 

 参加している活動としては「自治会や校区福祉委員会などの地域の福祉活動」(10.1％)

が最も多く、「福祉に関するボランティアやＮＰＯの活動」に3.7％、「福祉ニーズのある人

どうしの当事者活動」と「その他」の活動に1.9％の人が参加しています。 

 

 年齢別では、【65～74歳】では21.2％の人が何らかの福祉活動に参加しており、他の年齢

層よりも割合が大きくなっています。［表１－16］ 

(％)

13.6

15.3

4.1

1.6

1.4

1.4

3.3

58.5

9.0

0 10 20 30 40 50 60 70

話し相手や相談相手になってほしい

安否確認や見守りをしてほしい

一時的に子どもを預かってほしい

家事や買物などを手伝ってほしい

付き添いや送迎をしてほしい

介護を手伝ってほしい

その他

特に助けてほしいと思うことはない

無回答

(％)

10.1

3.7

1.9

1.9

76.1

8.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

地域の福祉活動

ボランティアやＮＰＯの活動

ニーズのある人どうしの当事者活動

その他

特に参加していない

無回答
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問17 あなたは今後、福祉に関する活動をしたい（または続けたい）と思いますか。 

 

 「現在している活動を続けたい」が7.1％、「現在の活動とは違う活動をしたい（現在の活

動に加えてしたい）」が1.3％で、回答者全体で8.4％の人が、活動を継続したいと答えてい

ます。 

 特に、現在【ボランティアやＮＰＯの活動、当事者活動】をしている人（問16）では、

８割程度の人が活動を継続していく意向を示しています。［表２－11］ 

 さらに、「現在は活動していないが、今後は活動してみたい」と答えた人が30.6％と、多

くの人が活動への参加の意向を示しています。約１割の人が「その他」(9.8％)ですが、そ

のなかには活動したいができない状況などが記載されているものもあります。 

 

 年齢別にみると、【25～34歳】と【55～64歳】で、「現在は活動していないが、今後は活

動してみたい」と答えた人の割合が大きめです。一方、【16～24歳】では、「特に活動をす

るつもりなはい」と答えた人の割合が大きめでした。［表１－17］ 

 【困ったときには、近所の人に支えてほしいと思う】人（問13）では、「現在は活動して

いないが、今後は活動してみたい」と答えた人の割合が大きめであり、“おたがいさま”の

意識での活動をイメージされているものと考えられます。［表２－11］ 

 

 

問18 今後、福祉に関する活動をしたい（または続けたい）とお考えの方は、どのような活

動をしたいと思いますか。（複数回答） 

 

 「ひとり暮らしの人などの安否確認や見守り、話し相手」(22.7％)を最も多くの人があげ

ています。また、「高齢者・障害者等のサロン（地域での交流の場）などの手伝い」を12.5％、

「子育ての手伝いや相談相手」を11.6％、「高齢者・障害者等の介護や家事の手伝い」を4.5％、

「その他」の活動を5.8％の人があげています。 

 

(％)

7.1

1.3

30.6

39.8

9.8

11.4

0 10 20 30 40 50

現在している活動を続けたい

現在の活動とは違う活動をしたい

今後は活動してみたい

特に活動をするつもりはない

その他

無回答

(％)

22.7

4.5

11.6

12.5

5.8

55.4

0 10 20 30 40 50 60 70

安否確認や見守り・話し相手

高齢者・障害者等の介護や家事

子育ての手伝いや相談相手

高齢者・障害者等のサロン

その他

無回答
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 年齢別にみると、「ひとり暮らしの人などの安否確認や見守り、話し相手」は【55～74

歳】、「高齢者・障害者等の介護や家事の手伝い」は【65～74歳】、「子育ての手伝いや相談

相手」は【16～44歳】など、同年代の人を対象とした活動に、比較的多くの参加意向が示

されています。また、「高齢者・障害者等のサロンなどの手伝い」は、すべての年齢層で比

較的高い参加意向が示されています。 

 性別にみると、【男性】は「ひとり暮らしの人などの安否確認や見守り、話し相手」、【女

性】は「子育ての手伝いや相談相手」をあげた人の割合が大きめです。［表１－18］ 

 

 

問19 市民が福祉に関する活動に参加しやすくするために、どのような条件づくりが必要だ

と思いますか。（複数回答） 

 

 「活動に関するさまざまな情報提供」(47.1％)と「気軽に相談できる窓口」(40.0％)とい

う活動につながる情報提供や相談を多くの人があげています。また、これらと並んで「身

近に活動ができる場（施設）」(37.2％)も多くの人があげています。 

 

 現在、【福祉活動に参加している】人（問16）は、活動していない人よりこれらの条件づ

くりが必要だとした人の割合が大きいですが、特に【福祉ニーズのある人どうしの当事者

活動をしている】人では、すべての項目について全体を大きく上回る割合となっており、

条件づくりの必要性が強く感じられているものと推測されます。［表２－12］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

47.1

40.0

22.3

9.5

26.7

37.2

24.2

1.5

16.4

8.2

0 10 20 30 40 50 60

活動に関するさまざまな情報提供

気軽に相談できる窓口

知識や技術を身につけるための研修

活動に関するアドバイザーの派遣

活動のための仲間やグループづくり

身近に活動ができる場（施設）

活動に必要な費用の援助

その他

特にない・わからない

無回答
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問20 地震や風水害等の災害時に、だれもが安全に避難などができるようにしていくうえで、

あなたが気になることがありますか。（複数回答） 

 

 「自分や家族が安全に避難できるか心配である」を61.2％の人があげており、災害時の避

難は多くの人にとって無関心ではいられない課題であることが示されています。また、「近

所に自分では安全に避難できないと思う人がいる」(18.1％)と、近所の人のことを気にか

けいる人も少なくありません。「避難場所やそこまでの経路がわからない」（16.9％)、「介

護や生活支援が必要なので、避難所で生活できるかどうか心配である」(10.7％)などの具

体的な問題点もあげられています。 

 

 年齢別にみると、「自分や家族が安全に避難できるか心配である」については高齢の方よ

りも、むしろ【16～44歳】の年齢層で割合が大きくなっています。また、この年齢層では

「避難場所やそこまでの経路がわからない」ことをあげた人の割合も大きめです。一方、

【65～74歳】で「近所に自分では安全に避難できないと思う人がいる」をあげた人の割合

が大きめで、同年代の高齢者を気にかけているものと考えられます。また、【75歳以上】で

「介護や生活支援が必要なので、避難所で生活できるかどうか心配である」をあげた人の

割合が大きめです。［表１－20］ 

 【介護が必要な高齢者または障害者(児)がいる】人（問７）では、「介護や生活支援が必

要なので、避難所で生活できるかどうか心配である」を非常に多くの人があげています。

また、「自分や家族が安全に避難できるか心配である」についても割合がさらに大きめです。 

 また、【福祉活動に参加している】人（問16）は、「近所に自分では安全に避難できない

と思う人がいる」をあげた人の割合が大きく、活動を通じて状況を把握していることがう

かがえます。［表２－13］ 

 

 

問21 災害時にだれもが安全に避難などができるよう地域で支えあうために、支援が必要な

人の情報などを地域で共有することについて、どのように思いますか。 

 

 「情報が適切に管理されプライバシーが守られるのならば、個人の情報を提供してもよい

と思う」と答えた人が62.2％であり、適切に管理することを前提として、情報共有の必要

性を多くの人が感じていることが示されています。 

 一方で、「どのような場合であっても、個人の情報は提供したくないと思う」(10.0％)

(％)

61.2

18.1

16.9

10.7

3.8

17.9

4.0

0 10 20 30 40 50 60 70

自分や家族の避難が心配である

近所に避難できないと思う人がいる

避難場所や経路がわからない

避難所で生活できるかどうか心配

その他

特に気になることはない

無回答
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や「わからない」(21.7％）と答えた人も３割あまりで、個人の意思を尊重しながらすすめ

ていくことの必要性も示されています。 

 

 年齢別にみると、「情報が適切に管理されプライバシーが守られるのならば、個人の情報

を提供してもよいと思う」と答えた人の割合は【65歳以上】の年齢層ではやや小さくなっ

ており、【75歳以上】では「どのような場合であっても、個人の情報は提供したくないと思

う」と答えた人の割合が大きめです。［表１－21］ 

 一方、【介護が必要な障害者(児)がいる】人（問７）では、「情報が適切に管理されプラ

イバシーが守られるのならば、個人の情報を提供してもよいと思う」と答えた人の割合が

非常に大きくなっています。また、災害時に【自分や家族が安全に避難できるか心配であ

る】と答えた人（問20）や、【困ったときには、近所の人に支えてほしい】という意識の人

（問13）も、「情報が適切に管理されプライバシーが守られるのならば、個人の情報を提供

してもよいと思う」と答えた人の割合が大きめで、支援の必要性を切実に感じていること

が反映されているものと考えられます。 

 近所との交流（問９）についても、【親しい交流がある人】の方が情報提供を容認する人

の割合が大きいですが、【交流が少ない人】でも半数以上は「情報が適切に管理されプライ

バシーが守られるのならば、個人の情報を提供してもよいと思う」と答えており、災害時

に備えるためのつながりの必要性を感じているようです。［表２－14］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

62.2

10.0

21.7

1.8

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70

適切に管理されれば提供してもよい

個人の情報は提供したくない

わからない

その他

無回答
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(％)

3.8

13.8

17.9

28.9

20.9

10.9

2.9

0.9

0 10 20 30 40

30～40歳代

50歳代

60歳代前半

60歳代後半

70歳代前半

70歳代後半

80歳代

無回答

(％)

39.6

59.9

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

男

女

無回答

(％)

8.5

45.1

35.1

8.6

1.6

1.0

0 10 20 30 40 50

ひとり暮らし

夫婦のみ

親と子ども（二世代世帯）

親と子どもと孫（三世代世帯）

その他

無回答

校区福祉委員アンケート調査の結果  

 

 

１．回答者の属性と暮らしの状況について 

 

問１ あなたの年齢は。 

 

 回答者の年齢は、「60歳代後半」(28.9％)と「70歳代前半」(20.9％)をあわせた65～74

歳の人が約半数です。60歳以上の人が81.5％を占めており、福祉委員会の活動がシニア世

代の方々によって支えられていることが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの性別は。 

 

 回答者の性別は、「男」が39.6％、「女」が59.9％です。 

 

 

 

 

 

 

問３ 同居されている家族の構成は。 

 

 「夫婦のみ」が45.1％と最も多く、「親と子ども（二世代世帯）」が35.1％、「親と子ども

と孫（三世代世帯）」が8.6％、「ひとり暮らし」が8.5％です。 
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問４ あなたのお仕事は。 

 

 「無職」が38.0％、「専業主婦・主夫」が30.2％です。 

 有給の仕事に就いている人では、「パート・アルバイト・契約社員・派遣社員」が11.5％、

「自営業」9.0％が比較的多く、「会社員・公務員」は6.4％です。 

 

 

問５ あなたの世帯の現在の暮らし向き（経済的な状況）は。 

 

 「ふつう」が64.8％で、「どちらかといえば苦しい」が17.9％、「どちらかといえば豊か」

が10.1％、「かなり苦しい」が4.1％、「豊か」が2.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

2.1

10.1

64.8

17.9

4.1

0.7

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70

豊か

どちらかといえば豊か

ふつう

どちらかといえば苦しい

かなり苦しい

わからない

その他

無回答

0.0

(％)

6.4

9.0

1.1

1.0

30.2

11.5

38.0

2.1

0.7

0 10 20 30 40 50

会社員・公務員

自営業

農業

自由業

学生

専業主婦・主夫

パート・アルバイト・契約社員・派遣社員

無職

その他

無回答

0.0
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問６ あなたの現在の健康状態は。 

 

 「ふつう」が52.2％、「健康」が23.8％、「持病や障害などがあるが、日常生活には問題は

ない」が20.8％です。 

 市民アンケート調査の年齢別集計と比較すると、「健康」と答えた人の割合は65～74歳で

市民調査の14.4％に対して校区福祉委員調査では24.7％、75歳以上では市民調査の9.4％に

対して校区福祉委員調査では15.8％であるなど、この調査の回答者の方が健康度の高い人

の割合が大きいようです。［表３－１］ 

 

 

問７ あなたご自身を含め、ご家族のなかに介護が必要な人はいますか。（複数回答） 

 

 「介護が必要な高齢者がいる」人が9.3％、「介護が必要な障害者（児）がいる」人が1.4％

です。 

 このうち0.3％の人は、介護が必要な高齢者と障害者（児）の両方がいると答えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

23.8

52.2

20.8

1.7

1.3

0.2

0 10 20 30 40 50 60

健康

ふつう

日常生活には問題はない

からだが弱く病気がち

その他

無回答

(％)

84.6

9.3

1.4

2.5

2.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

介護が必要な人はいない

介護が必要な高齢者がいる

介護が必要な障害者（児）がいる

その他

無回答
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問８ あなたが活動されている福祉委員会の校区は。 

 

 回答者の所属している福祉委員会ごとの割合は下のグラフのとおりです。 

 

 

問９ あなたは近所の人とどの程度の交流がありますか。（複数回答） 

 

 福祉委員として活動されている方だけに、「困ったときには相談したり助け合う人がい

る」(62.2％)、「家を行き来するほど親しい人がいる」(50.5％)、「道などで会えば親しく

話をする人がいる」(76.2％)など、ほとんどの人は近所の人と一定以上の親しい交流をし

ています。 

 

(％)

3.7

2.4

4.7

6.3

6.1

2.8

3.7

2.2

6.1

5.1

10.1

3.3

6.7

5.1

3.4

7.0

2.3

3.3

1.5

5.2

3.0

2.1

3.2

0.9

0 5 10 15

池田校区

梅が丘校区

神田校区

北校区

木田校区

楠根校区

国松緑丘校区

啓明校区

木屋校区

桜校区

点野校区

成美校区

田井石津校区

第五校区

中央校区

西校区

東校区

堀溝校区

三井校区

南校区

明徳宇谷校区

明和校区

和光校区

無回答

(％)

62.2

50.5

76.2

5.1

1.1

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

相談したり助け合う人がいる

家を行き来するほど親しい人がいる

道で会えば親しく話をする人がいる

あいさつをする程度

ほとんど(全く)つきあいはない

その他

無回答

0.0
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２．現在参加している地域福祉活動について 

 

問10 あなたは、校区福祉委員会活動以外に、福祉に関する活動をされていますか。 

（複数回答） 

 

 本市では校区福祉委員会が自治会との密接な連携のもとで組織されていることから、「自

治会、老人会、子ども会、婦人会等の地域組織での福祉に関する活動」(69.5％)を約７割

の人が行っています。また、「校区福祉委員会活動・民生委員活動以外の、地域や施設等で

のボランティア活動」(50.1％)も約５割の人があげていますが、これらは重複してあげら

れている場合もあると考えられます。 

 「民生委員活動」をしている人は28.2％です。また、「ＮＰＯなどでの福祉活動」(4.0％)

や「その他」(3.4％)の活動をしている人もおり、ほとんどの人は他の活動とともに校区福

祉委員会活動を行っています。 

 

 

問11 あなたは、校区福祉委員会の役員をされていますか。 

 

 「現在、役員をしている」人が45.6％、「以前に役員をしていた」人が10.7％です。 

 ただし、このなかには“自治会等の役員をしている”ことと混同して回答されている人

もいると推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

28.2

50.1

69.5

4.0

3.4

7.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

民生委員活動

地域や施設等でのボランティア活動

地域組織での福祉に関する活動

ＮＰＯなどでの福祉活動

その他

無回答

(％)

45.6

10.7

37.8

1.1

4.8

0 10 20 30 40 50

現在役員をしている

以前に役員をしていた

役員をしたことはない

その他

無回答



－23－ 

(％)

31.6

63.7

2.1

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70

していた

特にしていなかった

その他

無回答

問12 現在、福祉の活動（校区福祉委員会以外の活動も含めて）をされている頻度は。 

 

 「月に１～数回」が38.6％で最も多く、「週に１～数回」が30.3％です。また、「ほぼ毎日」

の人も8.6％います。 

 

 

 【民生委員活動をしている】人（問10）では、「ほぼ毎日」が11.8％、「週に１～数回」は

52.0％です。また、【現在、役員をしている】人（問11）も、「ほぼ毎日」が13.4％である

など、役員や民生委員の活動の頻度が高い状況が示されています。［表３－２］ 

 

 

問13 あなたは、校区福祉委員になる前から、福祉の活動をしていましたか。 

 

 校区福祉委員になる前から福祉の活動を「していた」(31.6％)人は約３割で、多くの人

は校区福祉委員になったことが福祉活動のきっかけになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

8.6

30.3

38.6

13.8

4.8

0.6

3.3

0 10 20 30 40 50

ほぼ毎日

週に１～数回

月に１～数回

年に１～数回

ほとんどしていない

その他

無回答
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(％)

6.5

30.3

23.2

23.3

14.4

0.2

2.1

0 10 20 30 40

１年未満

１年～５年未満

５年～10年未満

10年～20年未満

20年以上

その他

無回答

問14 あなたが福祉の活動を始められてからの期間は。 

 

 選択肢の区分では「１年～５年未満」(30.3％)が最も多いですが、５年以上活動してい

る人が約６割(60.9％)と、多くの人が継続して活動していることが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校区福祉委員になる前の活動経験別（問13）にみると、以前から活動を【していた】人

は約６割(61.0％)が10年以上活動しています。一方、【特にしていなかった】人は５年未満

が約半数(49.5％)です。［表３－３］ 

 

 

問15 あなたが福祉の活動に参加したきっかけは。 

 

 活動に参加した直接のきっかけとしては、「友人や知人、地域の人などに頼まれて、しか

たなく参加した」(37.0％)が最も多いですが、誘われた人のなかでも「友人や知人、地域

の人などに誘われて、活動に興味をもって参加した」人が34.6％で、「自分から活動したい

と思って参加した」(11.8％)人とあわせると、半数近い人(46.4％)は、主体的な意識で参

加しています。 

 なお、「その他」(13.4％)では、自治会役員になったことで、同時に参加したことが多く

あげられています。 

 

 校区福祉委員になる前の活動経験別（問13）にみると、以前から活動を【していた】人

は「自分から活動したいと思って参加した」または「友人や知人、地域の人などに誘われ

て、活動に興味をもって参加した」人が約３分の２(65.8％)です。一方、【特にしていなか

った】人は「友人や知人、地域の人などに頼まれて、しかたなく参加した」と「その他」

が約６割(60.2％)です。［表３－４］ 

 

 

(％)

11.8

34.6

37.0

13.4

3.2

0 10 20 30 40 50

自分からしたいと思って参加した

誘われて興味をもって参加した

頼まれてしかたなく参加した

その他

無回答
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問16 あなたが福祉の活動を始めたときの気持ちや動機は。（複数回答） 

 

 参加のきっかけにかかわらず、活動を始めたときの気持ちとしては、「自分の住んでいる

地域をより良くしたい」(54.0％)と、「他人や社会のために役に立ちたい」(45.9％)という

意識があったと、いずれも半数程度の人が回答しています。また、「将来、自分自身がボラ

ンティアのお世話になるかもしれないと思った」(27.4％)という“おたがいさま”の気持

ちも、多くの人がもって参加しています。 

 あわせて、「自分の生きがいや健康を高めたい」(28.0％)、「福祉の活動に興味があった」

(17.5％)、「新たな友人を得たい」(13.2％)、「自分の技能や能力、経験を活かしたい」

(12.5％)など、自分自身にとっても意味のある活動をしたいという気持ちをもって参加し

た人も少なくありません。 

 「特に明確な気持ちや動機はなかった」(12.4％)と答えた人は約１割で、ほとんどの人は

何らかの意識をもって活動に参加していることが示されています。 

 

 活動に参加したきっかけ別（問15）にみると、【しかたなく参加した】人でも「特に明確

な気持ちや動機はなかった」人は22.0％であり、相対的にみると「将来、自分自身がボラ

ンティアのお世話になるかもしれないと思った」という“おたがいさま”の気持ちをもっ

て参加した人が多いといえます。このことから、高齢化が進展するなかで、支援や介護を

自らの問題と感じる意識が普遍的に広がってきていることがうかがえます。［表３－５］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

45.9

54.0

12.5

28.0

13.2

4.5

17.5

1.6

27.4

4.2

12.4

2.9

0 10 20 30 40 50 60

他人や社会のために役に立ちたい

住んでいる地域をより良くしたい

技能や能力、経験を活かしたい

生きがいや健康を高めたい

新たな友人を得たい

技術や技能を習得したい

福祉の活動に興味があった

ボランティアのお世話になった

将来世話になると思った

その他

特に明確な気持ちや動機はなかった

無回答
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問17 福祉の活動をされていて、つぎのようなことを感じますか。（複数回答） 

 

 「他人への思いやりの気持ちが深まった」(52.1％)を最も多くの人があげています。 

 この問いは問16とも対比させて選択肢を設定していますが、「新たな友人を得ることがで

きた」(51.7％)は、活動を始めたときにはそれほど多くは意識されていませんでしたが、

参加した成果として多くの人があげています。また、問16で多くの人があげた「他人や社

会のために役に立っている」(43.1％)は成果としても多くの人が感じていますが、「地域が

良くなっている」(28.7％)は相対的にみると少なめで、成果としてはまだ十分ではないと

感じている人が多いようです。 

 さらに、「福祉の課題がより見えるようになった」(42.5％)や「福祉への関心が高まった」

(38.6％)を多くの人があげていることは、地域福祉活動に参加することが、具体的な活動

を担うことだけでなく、地域福祉を推進していくために不可欠な市民の理解や意識を高め

ていくうえで、大きな役割を担っていることを示しているといえます。 

 あわせて、「自分の生きがいや健康が高まっている」(23.5％)や「自分の技能や能力、経

験を活かせている」(14.6％)など、活動者自身の生活を高めることにもつながっています。 

 一方、「社会で評価されるようになった」(9.3％)をあげた人は少なく、活動を普及して

いくうえでのひとつの課題であると考えられます。 

 

 活動を始めたときの気持ち（問16）とクロス集計をしてみると、例えば、【自分の技能や

能力、経験を活かしたい】と考えていた人では、「自分の技能や能力、経験を活かせている」

人が全体を大きく上回るなど、活動を始めたときの気持ちが、活動を通じて得られるもの

につながっていることが示されています。しかし、【特に明確な気持ちや動機はなかった】

人でも、ほとんどの人は何らかの成果を感じています。 

 また、活動に参加したきっかけ別（問15）にみても、【しかたなく参加した】人も、「新

たな友人を得ることができた」、「他人への思いやりの気持ちが深まった」、「福祉の課題が

より見えるようになった」などを比較的多くの人があげており、地域福祉をすすめるうえ

でのつながりや意識づくりの面で、“しかたなく”であっても実際に活動に参加してみるこ

とが大きな意味をもつことが示されています。［表３－６］ 

(％)

43.1

28.7

14.6

23.5

51.7

6.5

38.6

52.1

9.3

42.5

3.3

3.2

0 10 20 30 40 50 60

他人や社会のために役に立っている

地域が良くなっている

技能や能力、経験を活かせている

生きがいや健康が高まっている

新たな友人を得ることができた

技術や技能を習得できた

福祉への関心が高まった

思いやりの気持ちが深まった

社会で評価されるようになった

福祉の課題が見えるようになった

このようなことは特に感じない

無回答
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問18 福祉の活動をするうえで困っていることがありますか。（複数回答） 

 

 「活動のメンバーが高齢化している」(59.8％)を非常に多くの人があげていることは、回

答者の年齢構成を反映したものであり、多様な世代の参加をすすめていくことが校区福祉

委員会活動を含めた地域福祉活動の大きな課題だということが示されています。「活動の時

間的な負担が大きい」(28.2％)、「いっしょに活動するメンバーが少ない」(26.3％)を多く

の人があげていることも、担い手を広げていくことの必要性を示しています。 

 これらとあわせて「活動がマンネリ化している」(27.7％)や「新しい活動を始めること

が難しい」(11.9％)ことも、多くの人があげています。 

 「活動の時間的な負担が大きい」は【民生委員活動をしている】人（問10）や【現在、役

員をしている人】人（問11）は全体よりも割合が大きく、活動の頻度の高さが負担につな

がっている状況が示されています。［表３－７］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

28.2

13.7

4.2

2.9

26.3

59.8

4.5

5.5

5.7

9.5

27.7

11.9

3.0

5.5

9.6

5.2

0 10 20 30 40 50 60 70

活動の時間的な負担が大きい

活動の体力的な負担が大きい

活動の経済的な負担が大きい

家族が活動を理解してくれない

一緒に活動するメンバーが少ない

活動のメンバーが高齢化している

活動するグループの運営が難しい

他の団体等との関係づくりが難しい

活動するための場所の確保が難しい

活動のための財源の確保が難しい

活動がマンネリ化している

新しい活動を始めることが難しい

相談や支援をしてくれる人がいない

その他

特にない・わからない

無回答



－28－ 

問19 今後の活動について、どのようにお考えですか。 

 

 「現在の活動を続けていきたい」(53.0％)と答えた人が約半数で、「現在の活動に加えて、

新たな活動もしていきたい」(10.2％)や「現在の活動に代えて、新たな活動をしていきた

い」(2.4％)といった新たな展開を考えている人もいます。 

 一方、「活動を縮小したい、または、やめたい」(21.9％)と答えた人も２割あまりいます。 

 

 活動で困っていること（問18）として、【活動の時間的な負担が大きい】、【活動の体力的

な負担が大きい】をあげた人は、「活動を縮小したい・やめたい」と考える人の割合が大き

く、無理なくできる活動にしていくことも重要であることが示されています。また、【家族

が活動を理解してくれない】人も「活動を縮小したい・やめたい」の割合が大きく、ひと

つの課題だと考えられます。 

 また、活動で感じていること（問17）とクロス集計すると、【何も感じない】人は多くが

「活動を縮小したい・やめたい」と答えており、単に活動に参加するだけでなく、その意

味を理解してもらうことの大切さが示されています。一方、【自分のためになる技術や技能

を習得できた】、【社会で評価されるようになった】、【自分の生きがいや健康が高まってい

る】と感じている人は「現在の活動に加えて、新たな活動もしていきたい」と答えた割合

が大きく、活動を広げていくうえでのひとつのポイントなるものと考えられます。 

［表３－８］ 

(％)

53.0

10.2

2.4

21.9

5.3

7.1

0 10 20 30 40 50 60

現在の活動を続けていきたい

現在に加えて新たな活動もしたい

現在に代えて新たな活動をしたい

活動を縮小したい・やめたい

その他

無回答
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３．地域福祉活動を推進していくための課題などについて 

 

問20 福祉の活動をする人を増やすために、あなたが取り組んでいることがありますか｡ 

（複数回答） 

 

 「友人や知人、近所の人などに声をかけて、参加を呼びかけている」(41.9％)ことについ

ては多くの人が心がけて取り組んでいます。さらに、「関わりのある団体等を通じて参加を

呼びかけている」(11.9％)や「チラシや機関紙、ポスターなどで、広く参加を呼びかけて

いる」(10.1％)、「活動の参加につながる講座やイベントなどを開催している」(5.5％)と

いった取り組みも行われています。 

 一方、「福祉の活動に参加する人を増やすことは必要だと思うが、特に取り組みはしてい

ない」(41.2％)も約４割です。 

 

 【現在、役員をしている】人（問11）は、活動者を増やすための取り組みをしている人の

割合が大きいですが、【役員をしたことがない】人は「必要だと思うが、特に取り組みはし

ていない」人が半数以上で、役員以外も含めて、できるだけ多くの委員が担い手を広げる

取り組みをすすめられるようにしていくことが求められます。［表３－９］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

41.9

10.1

11.9

5.5

1.6

41.2

2.1

6.0

0 10 20 30 40 50

声をかけて参加を呼びかけている

チラシなどで参加を呼びかけている

団体を通じて参加を呼びかけている

講座やイベントなどを開催している

その他

必要だと思うが取り組んでいない

増やす必要があるとは思わない

無回答
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問21 今後、特にどのような人に、福祉の活動に参加してほしいと思いますか。 

（複数回答・２つまで） 

 

 「定年退職者や子育ての手が離れた世代の人」(65.3％)が最も多くあげられており、まず

は現在、校区福祉委員会で中心的に活動している人と同じか、少し若い世代に期待してい

ることが示されています。しかし、「若い世代の人」(43.1％)への期待も大きく、多様な人

の参加が求められています。 

 一方、「地域にある企業の従業員など」については(2.0％)、今の段階では地域の福祉活

動の担い手として、あまり意識されていません。 

 

 年齢別にみると、【70歳代以上】の人では「元気な高齢者」を比較的多くの人があげてお

り、シニア世代の仲間の参加が期待されています。一方、【30～40歳代】では同じ年齢層で

ある「若い世代の人」をあげた人の割合は特に大きくはなく、むしろ「小学生・中学生な

どの子どもたち」への期待が大きいようです。これは、仕事や子育て等で忙しい世代とし

て、活動のしにくさや負担を感じているということかもしれません。［表３－10］ 

 

 

問22 市民が福祉の活動に参加しやすくするために、どのような条件づくりが必要だと思い

ますか。（複数回答） 

 

 「活動に関するさまざなま情報提供」(56.5％)が特に多くあげられています。次いで、「気

軽に相談できる窓口の充実」(34.1％)、「活動のための仲間やグループづくり」(33.9％)、

「身近に活動できる場（施設）の充実」、「活動に必要な費用の援助」(ともに27.1％)など、

多様な条件づくりが求められています。 

 市民アンケート調査の回答と比較すると、「活動に関するさまざなま情報提供」と「気軽

に相談できる窓口の充実」は、市民調査、校区福祉委員調査ともに多くの人があげていま

す。一方、「活動のための仲間やグループづくり」や「活動に関するアドバイザーの派遣」

をあげた人の割合が校区福祉委員調査の方が大きく、実際に活動を行うなかでの実践的な

ニーズとして感じられているものと考えられます。 

 

 

(％)

30.0

65.3

29.7

43.1

11.7

2.0

1.7

3.2

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70

元気な高齢者

定年退職者や子育ての手が離れた人

ＰＴＡや自治会などの活動の経験者

若い世代の人

小学生・中学生などの子どもたち

地域にある企業の従業員など

その他

特にない・わからない

無回答



－31－ 

 

 

問23 ＮＰＯやコミュニティビジネスなどの、より組織的なかたちで福祉の活動をすすめる

ことについて、あなたはどのように思いますか。 

 

 「活動を広げる手法としてよいことであり、自分でもやってみたいと思っている」

(13.7％)と「活動を広げる手法としてよいことだと思うが、自分ではやるつもりはない」

(46.7％)をあわせると、約６割（60.4％）の人が必要性を認めています。また、１割強の

人が“自分でもやってみたい”と考えており、実践に向けた支援も求められます。 

 一方、「福祉の活動の手法として、よいことだとは思わない」(9.6％)と答えた人も約１

割であり、福祉活動における“ビジネス”や“有償”などの手法についての共通認識づく

りがさらに必要なことが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

56.5

34.1

22.4

14.6

33.9

27.1

27.1

2.3

5.5

4.0

0 10 20 30 40 50 60

活動に関するさまざなま情報提供

気軽に相談できる窓口の充実

知識や技術を身につけるための研修

活動に関するアドバイザーの派遣

活動のための仲間やグループづくり

身近に活動ができる場（施設）

活動に必要な費用の援助

その他

特にない・わからない

無回答

(％)

13.7

46.7

9.6

19.2

2.4

8.4

0 10 20 30 40 50

よいことで自分でもやってみたい

よいことだがやるつもりはない

福祉活動の手法よいとは思わない

関心がない・わからない

その他

無回答
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問24 あなたは災害時の福祉活動について、どのように思いますか。 

 

 「災害時に支援が必要な人の役に立つよう、支援する活動に参加したい」(49.4％)と、約

半数の人が答えています。 

 

 年齢別にみると、【60歳代以上】の人では、「災害時に活動に参加するのは難しいと思う」

と答えた人の割合が大きくなります。また、【30～50歳代】では「わからない」と答えた人

の割合が大きめです。［表３－11］ 

 

 

問25 福祉の活動に関して、協働している団体や機関等がありますか。（複数回答） 

 

 「自治会等の地域組織」を77.7％、「社会福祉協議会」を50.1％があげています。これら

は校区福祉委員会の活動と密接に関連している団体・機関ですが、必ずしもすべての委員

に“協働”とは認識されていないのかもしれません。 

 これら以外では「ボランティア団体」(25.6％)、「学校・幼稚園等の教育機関」(21.1％)、

「寝屋川市の関係部局」(13.8％)、「福祉の施設や事業所」(13.7％)が、比較的多くあげら

れています。 

 また、「ＮＰＯ」(2.2％) 、「一般の企業や事業所」(0.6％)、「市以外の行政機関」(0.2％)

との協働も、少ないながら行われています。 
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49.4

30.7

13.8

2.4

3.8

0 10 20 30 40 50 60

支援する活動に参加したい

参加するのは難しいと思う

わからない

その他

無回答

(％)
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13.7
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0.6
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13.8
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自治会等の地域組織

ボランティア団体

ＮＰＯ

福祉の施設や事業所

学校・幼稚園等の教育機関

一般の企業や事業所

社会福祉協議会

寝屋川市の関係部局

市以外の行政機関

その他

特にしていない・わからない

無回答
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問26 他の団体や機関等との協働をよりすすめていくためには、特にどのような取り組みが

必要だと思いますか。（複数回答・２つまで） 

 

 「多様な団体・機関等の活動に関する情報をいっそう公開する」(32.1％)ことと「団体・

機関等が対等な立場で協議ができる場をつくる」(30.0％)ことが、多くあげられています。 

 

 

問27 市民の活動と行政の協働をよりすすめていくためには、特にどのような取り組みが必

要だと思いますか。（複数回答・２つまで） 

 

 「効果的に協働するために、事業の企画・立案段階から市民が参加できるようにする」

(32.7％)ことと「効果的に協働するために、財源の確保をはじめ、行政が担う役割を充実

する」(30.4％)ことが、多くあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

30.0

32.1

18.4

0.8

26.9

11.5

0 10 20 30 40

対等な立場で協議できる場をつくる

活動の情報をいっそう公開する

コーディネートを充実する

その他

特にない・わからない

無回答

(％)

10.0

32.7

30.4

15.7

24.9

1.6

17.5

8.3

0 10 20 30 40

協働で実施する事業の数を増やす

企画から参加できるようにする

行政が担う役割を充実する

行政職員の理解を深める

市民の理解を深める

その他

特にない・わからない

無回答
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問28 市民が福祉活動への寄付をしやすくするために、特にどのような取り組みが必要だと

思いますか。（複数回答・２つまで） 

 

 「寄付の使い道についていっそうの情報公開をすすめる」(64.1％)ことが、特に多くあげ

られています。 

 

 年齢別にみると、【30～50歳代】の人では「寄付の使い道についていっそうの情報公開を

すすめる」ことをあげた人の割合が特に大きく、情報公開の重要性への認識が高まってい

ることがうかがえます。［表３－12］ 

 

 

 

 

４．地域福祉に関する評価や課題などについて 

 

問29 あなたの地域の福祉に関する環境について、つぎのことは、おおむね５年前とくらべ

てどのように変わったと思いますか。 

 

 地域の福祉に関する環境がこの５年間にどのように変化したかを、15の事柄をあげて評

価していただきました。 

 「かなりよくなった」と評価した人が比較的多かった事柄は、《⑫生活のいろいろな面で

便利である》(7.7％)、《⑪道路や交通の便がよくだれもが外出しやすい》(7.0％)、《①高

齢者が生きがいをもち、安心して暮らせる》(6.5％)、《⑧困ったときにもすぐに相談でき

る》(6.3％)、《⑥住民どうしのあたたかいふれあいがある》（6.2％）などです。これらは

「多少はよくなった」と評価した人もあわせると、４割程度の人が向上していると評価し

ています。 

 一方、「むしろ悪くなった」と評価した人が多かったのは、《③ゆとりをもって安心して

子育てができる》(12.6％)、《④子どもが健やかに育つ環境がある》(11.3％)など、子育て、

子育ちに関する項目でした。 

 また、《②障害者が社会に参加し、安心して暮らせる》については「わからない」と答え

た人が21.2％と多く、校区福祉委員にも見えにくい課題であることがうかがえます。 

 

 

(％)

40.4

64.1

39.3

3.0

5.7

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70

共同募金や社協会費制をＰＲする

寄付の使い道の情報公開をすすめる

団体等の理解で呼びかけを充実する

その他

特にない・わからない

無回答
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 年齢別にみると、《③ゆとりをもって安心して子育てができる》と《④子どもが健やかに

育つ環境がある》は、【30～40歳代】の人で「むしろ悪くなった」と答えた人の割合が大き

く、子育てに関係が深い世代で、特に問題だと感じられているようです。 

［表３－13－１～２］ 

 市民アンケート調査では、同じ事柄について、５年間の変化ではなく現在の評価を質問

しました。その回答と比較してみると、校区福祉委員調査で向上したと評価した人が多い

事柄は、市民調査でも肯定的に評価した人の割合が大きいものが多いですが、《①高齢者が

生きがいをもち、安心して暮らせる》や《⑧困ったときにもすぐに相談できる》について

は、市民の評価は必ずしも高くはなく、多くの市民によりいっそうの充実が求められてい

るといえます。 

 一方、《④子どもが健やかに育つ環境がある》は、市民調査では比較的高めの評価であり、

校区福祉委員調査とは多少の感じ方の違いがみられます。 

 

 

 

 

 

 

(％)

かなりよくなった

多少はよくなった

わからない

無回答

あまり変わらない

むしろ悪くなった

6.5 33.6 10.9 6.7 36.3 6.0

1.7 20.6 21.2 8.3 42.5 5.7

2.1 18.9 14.7 8.5 43.2 12.6

2.9 21.8 10.0 8.6 45.5 11.3

3.9 25.6 15.6 9.0 42.9 3.0

6.2 32.1 7.1 7.9 39.4 7.2

2.9 21.9 11.4 8.2 45.9 9.8

6.3 31.5 9.6 8.2 40.6 3.8

4.4 28.6 12.4 9.1 40.5 5.1

5.2 29.7 4.5 7.6 44.0 9.1

7.0 31.7 5.2 7.2 41.7 7.2

7.7 32.5 4.5 7.2 42.0 6.1

5.6 27.4 7.6 8.2 47.8 3.4

4.4 19.7 15.7 7.5 48.2 4.5

3.7 23.7 14.6 7.0 47.2 3.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

①高齢者が安心して暮らせる

②障害者が安心して暮らせる

③安心して子育てができる

④子どもが健やかに育つ

⑤生涯学習や活動ができる

⑥住民のふれあいがある

⑦世代が違う人の交流がある

⑧困ったときに相談できる

⑨誰かが支えてくれる

⑩住まいや生活環境がよい

⑪道路や交通の便がよい

⑫生活が便利である

⑬活動できる場が身近にある

⑭人権がまもられている

⑮災害に対して安全である
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問30 寝屋川市において、今後おおむね５年間で、特に力を入れて取り組むべき福祉の課題

はなんだと思いますか。（複数回答・５つまで） 

 

 「高齢者の生きがいづくり」(55.8％)と「ねたきりや認知症などの高齢者の介護」(52.5％)

という高齢者分野の課題を、最も多くの人があげています。これらに次いで、「子どもの健

全育成や虐待問題への対応」(41.3％)を多くの人があげているのは、問29での評価を反映

しているものと考えられます。 

 また、「地域の人のつながりづくりや交流の場づくり」(36.7％)や「地域の生活環境を良

くするための取り組み」(33.0％)という校区福祉委員会が力を入れて取り組んでいる課題

とならんで、「災害時の高齢者・障害者等の支援体制づくり」(34.8％)を多くの人があげて

いるのは、新たな課題として、災害時の要援護者支援への関心が高まっていることを反映

していると考えられます。 

 これらに対して、「障害者（児）の介護や支援」(21.4％)をあげた人が少なめなのは、“特

に力を入れるべきものを５つまで”という条件にあてはまりにくかったこととともに、問

29でも示された“課題の見えにくさ”も影響しているものと考えられます。このことは、

「低所得などで生活に困っている人への支援」(14.0％)、「外国籍住民への支援」(1.8％)、

「福祉の支援が必要な人などの権利擁護」(7.3％)などについても同様だと推測されます。 

 

 年齢別にみると、「高齢者の生きがいづくり」と「ねたきりや認知症などの高齢者の介護」、

「災害時の高齢者・障害者等の支援体制づくり」は【60歳代後半以上】であげた人の割合

が特に大きくなっています。また、「子どもの健全育成や虐待問題への対応」と「子育てへ

の支援」は【30～50歳代】であげた人の割合が大きく、委員自身が所属する年齢層に関わ

りが大きな課題への関心の高さが示されています。そういう意味で、「地域の人のつながり

づくりや交流の場づくり」、「ボランティアなどの地域での活動の推進」をあげた人の割合

が【60歳代以上】で大きくなっていることは、高齢期になって地域とのつながりが大きく

(％)

52.5

55.8

21.4

30.9

41.3

14.0

1.8

33.0

26.5

36.7

25.1

34.8

7.3

27.7

3.0

1.8

2.5

0 10 20 30 40 50 60

ねたきりや認知症の高齢者の介護

高齢者の生きがいづくり

障害者（児）の介護や支援

子育てへの支援

子どもの健全育成や虐待への対応

低所得などで困っている人への支援

外国籍住民への支援

生活環境を良くするための取り組み

ボランティアなどの活動の推進

地域のつながりづくりや交流の場

日常のちょっとした支援を行う活動

災害時の高齢者・障害者等の支援

支援が必要な人などの権利擁護

福祉の相談が気軽にできるしくみ

その他

特にない・わからない

無回答
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なっていることを示していると考えられます。［表３－14］ 

 

 

問31 市民が福祉に関していっそう相談しやすくするために、特にどのような取り組みが必

要だと思いますか。（複数回答・２つまで） 

 

 「地域で相談にのっている民生委員・福祉委員等と専門機関等をつなぐ人やしくみを充実

する」(35.5％)を最も多くの人があげていることは、日常の活動を通じて必要性が感じら

れていることの現れだと考えられます。 

 この問いでは、いずれの選択肢も一定の割合で選択されており、それぞれの充実が求め

られているといえますが、どちらかといえば「福祉に関する市の相談窓口を充実する」

(34.4％)、「地域包括支援センターなどの相談機関を充実する」(30.9％)という公的な取り

組みの充実をあげた人の割合が大きく、まずは専門の相談機能を充実し、地域の取り組み

と効果的に連携していくことが求められているものと考えられます。 

 

 特に、【民生委員活動をしている】人（問10）では、「地域包括支援センターなどの相談

機関を充実する」をあげた人の割合が大きく、身近な相談の専門的な受け皿が地域にある

ことの必要性を、日常の相談活動のなかで感じていると考えられます。［表３－15］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(％)

34.4

30.9

23.0

27.7

35.5

2.6

5.3

4.6

0 10 20 30 40

市の相談窓口を充実する

地域の相談機関を充実する

身近な施設等でできるようにする

市民も参加する相談窓口を充実する

民生委員等と専門機関等をつなぐ

その他

特にない・わからない

無回答
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問32 あなたは「まちかど福祉相談所」に相談などをしたことがありますか。 

 

 「支援が必要なケースについて相談した」人が4.8％、ケース以外の「地域での活動につ

いて相談した」人が2.1％、「その他のことについて相談した」人が1.4％、「相談ではない

が、話を聞いてもらった」人が2.8％で、１割強(11.1％)の人が、まちかど福祉相談所を利

用したと答えています。また、「その他」(3.7％)と答えた人のなかには、「まちかど福祉相

談所の相談員をしている」という記載も多く含まれています。 

 一方で、「相談したり、話を聞いてもらったことはない」と答えた人は57.4％、「まちか

ど福祉相談所を知らない」と答えた人も15.4％でした。 

 これは、本市では校区福祉委員会が設置・運営主体となってまちかど福祉相談所を開設

してきたことから、開設していない校区での認知度や利用度が低いためですが、平成20年

度からはコミュニティセンターエリアごとに開設するかたちにして、実施箇所も増えてい

ることから、利用が広がっていくものと考えられます。［表３－16］ 

 

 

問33 日常的に見守りや生活支援が必要な人が安心して生活できるようにしていくために、

特にどのような取り組みが必要だと思いますか。（複数回答・２つまで） 

 

 「自治会等の身近な地域での見守りや支援の体制を充実する」(63.3％)ことを、特に多く

の人があげています。次いで、「見守りや生活支援が必要な人を把握するための調査を行う

(43.1％)」ことの必要性も多くの人が感じていることが示されています。 

 「希望する人には有償で生活支援を行うしくみをつくる」(19.3％)ことについても約２割

の人は必要性を感じており、新たな取り組みとして検討・推進すべき課題となっています。 

 

 

(％)

4.8

2.1

1.4

2.8

57.4

15.4

3.7

12.5

0 10 20 30 40 50 60 70

支援が必要なケースを相談した

地域での活動について相談した

その他のことについて相談した

話を聞いてもらった

相談したり話をしたことはない

まちかど福祉相談所を知らない

その他

無回答

(％)

43.1

63.3

31.1

19.3

1.7

3.4

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70

必要な人を把握する調査を行う

身近な地域での見守りを充実する

地域と専門機関との連携を充実する

有償で支援を行うしくみをつくる

その他

特にない・わからない

無回答
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問34 災害時に地域で支えあう活動をすすめるために、特にどのような条件づくりが必要だ

と思いますか。（複数回答・２つまで） 

 

 「災害時に支援が必要な人がどこにいるかなどの情報の共有」(68.8％)を非常に多くの人

があげており、特に重要な課題であることが認識されています。そのうえで、「平時からの

意識づくりや話しあい、訓練などの実施」(45.8％)や「地域での防災組織の確立」(30.9％)

という日常的な取り組みをすすめていくことの必要性を、多くの人があげています。 

 

 特に、【民生委員活動をしている】人（問10）では、「災害時に支援が必要な人がどこに

いるかなどの情報の共有」を約８割(80.5％)の人があげており、情報共有の重要性が強く

認識されています。［表３－17］ 

 

 

問35 あなたは、活動や日常生活のなかで、虐待や権利侵害を見聞きしたり、それについて

通報や相談などをしたことがありますか。 

 

 「虐待や権利侵害を見聞きし、行政や専門機関等に通報や相談を行った」(9.6％)人が約

１割です。また、「虐待や権利侵害を見聞きしたが、通報や相談をしたことはない」(7.1％)

と答えた人もおり、あわせて２割近い校区福祉委員が虐待を見聞きしています。 

 

 特に、【民生委員活動をしている】人（問10）では、「虐待や権利侵害を見聞きし、行政

や専門機関等に通報や相談を行った」人が18.3％であり、虐待の早期発見や通報等におい

て重要な役割を担っていることが、この調査でも示されています。［表３－18］ 

 これらは、身近な地域で活動している民生委員や校区福祉委員による発見が非常に重要

であり、より多くの人が意識するよう取り組んでいくとともに、早期に適切な対応につな

がるしくみづくりをすすめていくことの必要性を示しています。 

 

(％)

68.8

30.9

10.6

14.8

45.8

1.5

2.5

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

支援が必要な人の情報の共有

地域での防災組織の確立

災害ボランティアセンターの構築

災害時に活用できる資機材の整備

平時からの意識づくりや訓練の実施

その他

特にない・わからない

無回答

(％)

9.6

7.1

69.6

3.2

10.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

行政や専門機関等に通報や相談した

見聞きしたが通報したことはない

見聞きしたことはない

その他

無回答
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地域福祉計画の見直しに向けて  

 

 

 調査結果から、寝屋川市地域福祉計画の見直しのなかで検討すべきと考えられる課題を、

計画に基づく取り組みの３つの柱に沿って整理しました。 

 今後、記述回答の内容なども含めて、計画に反映していきます。 

 

 

１．「地域福祉活動」の取り組みに関すること 

 

①市民も参加した「地域で支えあう福祉」をすすめていくことを、多くの人が肯定していま

す。（市民アンケート：問14） 

 

 地域福祉は、地域のさまざまな力をあわせてすすめていくものであり、ひとりでも多く

の市民が担い手としても参加していくことが、“私たちのまちの福祉”を広げていくことに

なります。 

 市民も参加した「地域で支えあう福祉」をすすめていくことについては、約７割の市民

が肯定的に捉えており、平成15年の調査よりもさらに割合が大きくなっています。 

 ただし、参加の方法については「市民一人ひとりができることをする」という意見の人

よりも、一人ひとりの参加は難しいので「地域の団体や協力できる人が中心となって取り

組む」ことを期待する人の割合が大きくなっており、市民一人ひとりが、ちょっとしたこ

とからでも主体的に関わるという意識を広げていくことが必要だといえます。 

 

 

②現在、地域福祉活動に参加している人に加え、今後、活動したいと考えている人が少なく

ありません。（市民アンケート：問16・問17・問18） 

 

 現在、福祉に関する活動に参加している市民は約15％でした。参加している活動は、「地

域の福祉活動」が最も多く、「ボランティアやＮＰＯの活動」や「当事者活動」など多岐に

わたっています。 

 これらの人々の多くは、活動を継続したり、新たな活動を展開する意向をもっています。

さらに、現在は活動していない人で「今後は活動してみたい」という意向をもつ人が市民

の約３割にのぼっており、こうした意識を活動につないでいくとともに、さらに多くの人

が参加意識をもてるよう、呼びかけていく必要があります。 

 また、市民がやってみたいと考える活動は多岐にわたり、年齢や性別などによる志向性

などもみられることから、多様な人々が参加できる多彩な活動をつくっていくことも求め

られています。 
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③近所どうしで支えあえる地域づくりが求められており、市民の参加意識を活かして取り組

んでいく必要があります。（市民アンケート：問13・問15） 

 

 「困ったときには、近所の人に支えてほしい」という思いを約６割の市民がもっており、

この思いは、現在は近所の人との親しい交流がない人ももっていることが示されています。

しかし、支えてほしいとは思う人の約７割は、現実には「難しい」と感じており、多くの

人の思いを活かしていくことで、支えあえる地域を実現していくことが必要です。 

 特に、「現に、日常生活のなかで近所の人に支えてほしいことがある」人が市民の約３割

にのぼっており、支えてほしいことの内容も、見守りや話し相手、子どもの預かりや家事、

送迎、介護の支援など多様です。こうしたニーズをきちんと把握し、今回の調査でも示さ

れた市民の地域福祉活動への参加意識とつなぐしくみをつくっていくことで、お互いのニ

ーズを満たしていく必要があります。 

 

 

④“頼まれてしかたなく”地域福祉活動に参加した人も少なくありませんが、活動を通じて

多くのことが得られたと感じています。（福祉委員アンケート：問15・問16・問17） 

 

 現在、校区福祉委員として活動している人でも、地域福祉活動に参加したきっかけは「頼

まれてしかたなく」という人が少なくありません。「誘われて興味をもった」人も多く、口

コミで声をかけることが、活動に参加する人を増やしていくうえで非常に大きな効果があ

ることが示されています。「頼まれてしかたなく」参加した人も、そのときの気持ちとして

「地域を良くしたい」、「人の役に立ちたい」、「いずれお世話になる」といった“おたがい

さま”の気持ちや、「自分のためになる」という気持ちを感じて活動を始めており、そうし

た潜在的な気持ちを、声をかけることで活かすことができたといえます。 

 また、活動を通じて、「他人への思いやりの気持ちが高まった」り、「福祉の課題がより

見えるようになった」と多くの人が感じています。これは「頼まれてしかたなく」参加し

た人でも同じであり、まずは活動に参加してみることが、地域福祉への理解を広げていく

うえでも非常に重要だということが示されています。「新たな友人ができた」り、「役に立

っている」という気持ちを持てたり、「生きがいや健康が高まった」など、活動者自身の生

活にもよい影響が表れており、こうしたプラスの面をＰＲするとともに、「活動に対する社

会的な評価」などもすすめていくことで、参加の機運を高めていくことが重要です。 

 

 

⑤地域福祉活動への参加を増やしていくよう、幅広い視点をもってみんなで取り組んでいく

必要があります。 

（市民アンケート：問19 福祉委員アンケート：問18・問19・問20・問21・問22） 

 

 校区福祉委員の方々が活動するうえでいちばん困っていることは「メンバーが少なく、

高齢化していること」です。また、メンバーが少ないことが活動の「時間的な負担」にも
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つながっていると考えられ、みんなが活動を継続していくためにも、無理なく活動できる

よう、担い手を増やしていかなければなりません。 

 校区福祉委員の方々は、活動に参加する人を増やすためにさまざまな取り組みをしてい

ますが、役員以外の人では、必要だとは思いつつ具体的な取り組みはしていない人も多い

ことから、みんなで意識して取り組めるようにしていく必要があります。 

 市民が地域福祉活動に参加しやすくするための条件として、市民も校区福祉委員も「情

報提供と相談窓口の充実」を多くの人が求めており、これらが身近なところにあり、さら

に、そこから活動につながるしかけが必要です。 

 また、校区福祉委員の方々は、特に活動に参加してほしい人として、「定年退職者や子育

ての手が離れた世代の人」を最も多くあげており、シニア世代の人たちのいっそうの活躍

が期待されています。一方で、「若い世代」の参加にも期待を寄せていますが、若い世代の

市民は仕事などのため地域にいないことが多いため、例えば、「地域にある企業の従業員」

等にも地域の活動への参加を呼びかけるなど、幅広い視点で捉えていくことも必要だと考

えられます。 

 

 

⑥活動の活性化を図るための専門的な支援なども求められています。 

（福祉委員アンケート：問18・問19・問22） 

 

 校区福祉委員がメンバーが少ないこととともに感じている困難は、「活動がマンネリ化」

していて「新しい活動を始めることが難しい」ということです。そのために、「活動の仲間

やグループづくり」や「アドバイザーの派遣」などが必要だと感じている人もおり、「活動

できる場」や「費用の援助」などとあわせて、活動を専門的に支援してくれる人やしくみ

の重要性が感じられています。また、活動で「特に何も感じていない」人は活動を継続す

る意欲がもちにくいことも示されており、成果や課題を振り返りながら活動をすすめてい

けるような支援も重要であると考えられます。 

 市民が福祉に関する活動をしやすくする条件づくりに関して、福祉ニーズをもつ立場で

当事者活動を行っている方々から、特にさまざまな支援が求められています。市民のだれ

もが“支援の受け手であると同時に担い手にもなる”地域福祉をすすめていくうえで、支

援が必要な人どうしがお互いに理解しあう関係のなかで行うピア（仲間どうしの）活動は

重要であり、活動しやすい条件づくりをすすめていく必要があります。 

 

 

⑦多様な「協働」をすすめていくための条件整備やしくみづくりが必要です。 

（福祉委員アンケート：問25・問26・問27） 

 

 「協働」は、“地域のあらゆる力をあわせてすすめる”地域福祉の重要なキーワードです。

地域で活動している校区福祉委員の多くは「自治会等の地域組織」や「社会福祉協議会」

等との協働を意識して活動していますが、“各々の主体の特徴を活かして協力しあう”と協
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働の意義をいっそう効果的に活かした活動を展開していくよう、より多様な組織等との協

働を広げていくことが望まれます。 

 多様な“思い”をもつ主体が協働していくうえでは、相互に理解しあうための「情報公

開」や「対等な立場で協議ができる場」が求められています。 

 また、行政と市民の協働においては、「事業の企画・立案段階からの参加」や「協働にお

いて行政が担う役割の充実」が望まれています。本市では「みんなのまち基本条例」に基

づいて市民と行政の協働を推進しており、地域福祉を推進していくなかでも、具体的な取

り組みをすすめていく必要があります。 

 

 

⑧地域での取り組みについての情報公開をすすめ、地域の資源や力を活かす「寄付文化」を

醸成していくことが望まれます。（福祉委員アンケート：問28） 

 

 「寄付」は市民が地域福祉に参加するうえでのひとつの形態であり、“各々の特徴を活か

す”という協働の視点からも、積極的に推進していくことが望まれます。 

 市民が福祉活動に寄付をしやすくするために、今回の調査でも「使い道についての情報

公開をいっそうすすめていく」ことの重要性が指摘されています。これは寄付への理解を

得ると同時に、活動している人々自身が成果や課題を振り返りながら活動をすすめていく

うえでも、重要だと考えられます。 

 あわせて、金銭だけでなく、活動に活かせる場や物品など、地域の資源やさまざまな主

体の力を有効に活用することなども含めた「寄付文化」の醸成をすすめていくことが望ま

れます。 

 

 

 

２．「地域福祉サービス」の取り組みに関すること 

 

①だれもが安心して心豊かに暮らせるよう、地域福祉サービスの充実が求められています。

（市民アンケート：問10・問11 福祉委員アンケート：問29） 

 

 市民の暮らしに関わる地域の環境についての評価をみると、「生活の利便性」や「住まい

の環境」などの面では比較的高い評価がなされている一方で、高齢者、障害者の生活や子

育てなどの面では、平成15年の調査と比較しても厳しい評価となっています。生活全般を

通じてみると約７割の市民は「満足」または「どちらかといえば満足」と答えており、こ

れは平成15年の調査と大きな差はないことから、社会経済情勢がより厳しさを増している

という意識が地域の環境の評価にも反映されているとも考えられますが、「だれもが安心し

て心豊かに暮らせる」という地域福祉の目標を市民一人ひとりが実感できるよう、地域福

祉サービスを含めた取り組みのいっそうの充実が求められています。 

 なかでも、障害のある人やその家族は、暮らしの環境のさまざまな面について評価が低
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い傾向がみられ、多くの“生きづらさ”を感じていることが示されていることから、障害

などがあってもあたりまえに生活できるノーマライゼーションの実現に向けた取り組みを

いっそうすすめていくことが必要です。 

 また、生活全般を通じた満足度は、暮らし向き、健康状態、近所との交流などの状況と

も関連していることが今回の調査でも示されており、生活全体の質を高めていくという視

点で、市民一人ひとりが主体的に生活を考え、健康づくり、生活づくり、生きがいづくり

などに取り組んでいくとともに、生活上のニーズが生じた場合は生活全般を通じて総合的

に支援していくことが重要だといえます。そのために、制度などの枠を超えた、まさに地

域福祉の視点に立ったしくみづくりが求められます。 

 

 

②市民のニーズをふまえて、重点的な取り組みをすすめていく必要があります。 

（福祉委員アンケート：問30） 

 

 地域の環境に対する評価とも符合して、次期の地域福祉計画の計画期間にあたる今後の

５年間に特に力を入れて取り組むべき課題として、「高齢者の生きがいづくりや介護」、「子

どもの健全育成と虐待問題への対応」を多くの人があげています。 

 また、高齢化の進行を反映して「地域のつながりづくり」や「地域の生活環境の整備」

などに力を入れるべきという意見も多くなっており、地域福祉の視点で、地域にねざした

まちづくりをすすめていくことが求められています。 

 一方、「障害のある人の介護や支援」については、障害のある当事者からは多くの課題が

示されていますが、対象が少数であることなどから優先的な取り組みとしてあげた人は多

くないという結果となっています。これは、障害のある人の生活環境について「わからな

い」と答えた人の割合が、市民アンケートでも校区福祉委員アンケートでも他の課題とく

らべて大きかったことも要因であると考えられ、低所得などで困っている人や外国籍住民

などへの支援や権利擁護の取り組みなども含め、地域のさまざまな課題について、みんな

で理解していくことが必要です。 

 

 

③ＮＰＯやコミュニティビジネスなどによる有償の活動や、自治会等での身近な取り組みな

ど、多様な方法での支援のしくみづくりが求められています。 

（福祉委員アンケート：問23・問33） 

 

 ＮＰＯやコミュニティビジネスの活動について、校区福祉委員の約６割が「活動を広げ

る手法としてよいことだ」という評価をしており、そのうちの１割あまりの人は「自分で

もやってみたい」と考えています。 

 地域での日常的な見守りや生活支援の方法として「有償で生活支援を行うしくみ」をつ

くることも、校区福祉委員の約２割が必要だとしています。一方で、地域の活動を有償で

行うことについては反対だとする意見もみられ、お互いの意見について理解を深めていく
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必要がありますが、多様なニーズに対応していくために、さまざまな手法での取り組みを

すすめていくことの必要性については、理解が広がってきていると考えられます。 

 また、日常的な見守りや生活支援については、「自治会等の身近な地域での支援体制づく

り」を校区福祉委員の多くが必要だと答えており、ちょっとした困りごとなども含めた具

体的な生活支援をすすめるには、より身近なところでの活動が必要だということが指摘さ

れています。 

 

 

 

３．「地域福祉のしくみづくり」の取り組みに関すること 

 

①専門的な相談機関と地域での相談活動等が連携して、必要なときに適切な窓口につながる

しくみを充実していく必要があります。 

（市民アンケート：問12 福祉委員アンケート：問31・問32） 

 

 「生活のなかで困ったときの相談先」として、多くの市民は家族・親族、友人・知人、近

所の人などの身近な人をあげており、専門的な機関や地域の相談員などをあげた人は、そ

れほど多くありません。これは、具体的なニーズがない段階では、専門的な機関などに相

談することがイメージしにくいということだと考えられますが、それだけに、いざ必要に

なったときには適切な窓口に相談できるよう、情報が的確に得られるようにするとともに、

“どこかに相談すればきちんとつながる”しくみとして、相談のネットワークを充実して

いくことが重要だといえます。 

 市民が福祉に関する相談をしやすくするための取り組みについて、地域で相談活動をし

ている校区福祉委員や民生委員の方々からは「市の相談窓口」や「地域の相談機関」など

の公的な窓口の充実を求める意見が多く出されており、専門的な相談機能を充実したうえ

で、地域での身近な相談活動が専門機関等に的確につながることが期待されていると考え

られます。市民参加の身近な相談窓口である「まちかど福祉相談所」についてもいっそう

活用されるよう、地域ごとの拠点づくりを推進していくことが望まれます。 

 

 

②災害時にだれもが安全に避難できるようにするための、平時からの取り組みやしくみづく

りが求められています。 

（市民アンケート：問20・問21 福祉委員アンケート：問24・問34） 

 

 自然災害等による被害が全国で頻発するなか、災害時にだれもが安全に避難できるよう

地域ぐるみで取り組むことの必要性への関心が高まっています。今回の調査でも、約６割

の市民が自分や家族の避難について不安を感じており、この５年間で力を入れて取り組む

べき課題としても多くの人があげています。市民のなかには、避難所までの経路がわから

なかったり、介護などが必要なため避難所での生活に不安を感じている人もおり、地域福
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祉の視点からの災害時支援の取り組みを重点的な課題のひとつとして推進していく必要が

あります。 

 災害時の地域での支えあい活動をすすめるために、「支援が必要な人の把握」、「話しあい

や訓練の実施」などの日常的な取り組みの重要性が指摘されています。また、「避難に関し

て心配な人が近所にいる」と約２割の市民が答えており、だれもが無関心ではいられない

災害時の対応をテーマとすることで、地域での新たなつながりづくりをすすめていくこと

もできると考えられます。 

 地域での取り組みをすすめるうえで課題となっている個人情報についても、災害時の支

援などに活用するために「適切に管理されプライバシーが守られるのであれば、提供して

もよい」と約６割の市民が答えており、一定の理解は得られているものと考えられます。

校区福祉委員で災害時に「支援活動に参加したい」と答えた人は約５割であり、一部の活

動者だけで対応できる問題ではないことから、できるだけ多くの市民が協力しあえるしく

みを構築するよう、適切な管理のもとでの情報共有をすすめていくための取り組みが求め

られています。 

 

 

③虐待や権利侵害をなくすために、地域も協力して取り組んでいくことが求められています。

（福祉委員アンケート：問30・問35） 

 

 高齢者、障害者、子どもなど、弱い立場に置かれがちな人たちへの虐待が大きな問題と

なっています。今回の調査でも子どもの健全育成や虐待問題への対応を、力を入れて取り

組むべき課題として多くの人があげており、悲惨な事件を防ぐために地域も協力して、虐

待を引き起こさないよう養護する側の人の理解や虐待の要因となる負担軽減のための支援

などを充実するとともに、早期に発見し、適切な対応につなぐ取り組みをすすめていく必

要があります。 

 約２割の校区福祉委員は虐待や権利侵害を見聞きし、行政や専門機関に通報を行ってい

るケースもありますが、さらに多くの市民が気にかけ、必要なときには的確に相談などが

できるよう、啓発や学習などをすすめていく必要があります。 

 また、虐待につながる要因のひとつとして、養護する側の人の孤立があげられますが、

今回の調査でも、家族に介護が必要な高齢者や障害者がいる人で近所との交流が少ない人

もおり、災害時の支援のしくみづくりなどとも関連づけながら、つながりづくりをすすめ

ていく必要があります。また、34歳以下の市民で近所との交流が少ない傾向がみられるこ

とから、“孤立した子育て”にしないための取り組みも重要です。 

 すべての人の権利擁護をすすめることも、地域福祉の重要な視点です。今回の調査の設

問では、福祉の支援が必要な人への権利擁護を優先的に取り組むべき課題としてあげた人

は多くはありませんでしたが、地域福祉をすすめるためのすべての取り組みの基盤として、

権利擁護についての理解をすすめるとともに、問題を解決するための相談や支援などの具

体的な取り組みを充実していく必要があります。 
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集   計   表  

 
 
１．市民アンケート調査 単純集計表（年齢・性別集計） 

 

（％は縦軸の「全体(人)」に対する割合） 

 

[表１－１] 問１ 年齢 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

16～24歳             4.6%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     5.6%     3.8%

25～34歳             9.2%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     9.3%     9.2%

35～44歳            14.7%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%    12.3%    16.5%

45～54歳            12.5%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%    12.1%    12.9%

55～64歳            20.6%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%    19.9%    21.2%

65～74歳            24.6%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%    28.4%    22.1%

75歳以上            12.6%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%    11.7%    13.3%

無回答               1.3%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.8%     1.0%

 

[表１－２] 問２ 性別 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

男                  41.9%    51.9%    42.2%    35.1%    40.5%    40.6%    48.3%    38.9%   100.0%     0.0%

女                  57.7%    48.1%    57.8%    64.9%    59.5%    59.4%    51.7%    61.1%     0.0%   100.0%

無回答               0.4%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%

 

[表１－３] 問３ 同居している家族の構成 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

ひとり暮らし        12.2%     5.6%     4.6%     4.6%     8.8%    14.3%    14.0%    26.8%    10.1%    13.9%

夫婦のみ            28.1%     1.9%     9.2%    10.9%    11.5%    35.2%    50.0%    35.6%    32.4%    25.1%

親と子ども 

（二世代世帯） 
   49.4%    74.1%    78.9%    75.3%    70.3%    43.0%    27.4%    22.1%    49.9%    49.4%

親と子どもと孫 

（三世代世帯） 
    6.4%    16.7%     4.6%     6.3%     6.1%     4.1%     5.1%    10.7%     5.0%     7.5%

その他               2.6%     1.9%     1.8%     2.3%     3.4%     2.0%     2.7%     3.4%     2.2%     2.9%

無回答               1.3%     0.0%     0.9%     0.6%     0.0%     1.2%     0.7%     1.3%     0.4%     1.2%
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[表１－４] 問４ 就業状況 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

会社員・公務員      21.2%    16.7%    42.2%    40.2%    39.9%    22.5%     2.7%     0.7%    33.8%    12.0%

自営業               6.8%     0.0%     4.6%     5.2%    12.2%     8.2%     8.6%     2.7%     9.9%     4.7%

農業                 0.2%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.3%     0.7%     0.4%     0.0%

自由業               0.5%     0.0%     0.9%     0.0%     0.0%     0.8%     1.0%     0.0%     0.8%     0.3%

学生                 3.0%    63.0%     0.9%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     4.2%     2.2%

専業主婦・主夫      18.0%     1.9%    21.1%    21.3%    10.1%    25.8%    19.5%    10.1%     0.2%    31.0%

パート･アルバイト･
契約社員･派遣社員 

   15.3%    11.1%    20.2%    25.3%    26.4%    20.9%     6.2%     0.0%     7.6%    20.9%

無職                31.7%     1.9%     8.3%     6.3%     6.8%    19.3%    58.9%    82.6%    39.6%    26.2%

その他               2.3%     5.6%     1.8%     1.7%     4.1%     1.6%     1.4%     3.4%     2.4%     2.2%

無回答               1.1%     0.0%     0.0%     0.0%     0.7%     0.8%     1.4%     0.0%     1.0%     0.6%

 

[表１－５] 問５ 暮らし向きの状況 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

豊か                 1.6%    11.1%     2.8%     0.6%     2.7%     0.4%     0.3%     2.0%     2.0%     1.3%

どちらかといえば
豊か 

    7.6%    16.7%     5.5%     8.6%     9.5%     7.4%     7.2%     4.0%     8.0%     7.3%

ふつう              45.3%    35.2%    44.0%    38.5%    40.5%    51.6%    41.8%    61.1%    40.4%    49.0%

どちらかといえば
苦しい 

   28.4%    18.5%    26.6%    37.9%    29.7%    24.2%    31.5%    22.1%    32.4%    25.7%

かなり苦しい        14.5%    14.8%    19.3%    13.2%    16.9%    15.2%    15.8%     6.0%    15.5%    13.9%

わからない           1.4%     3.7%     0.9%     1.1%     0.7%     1.2%     1.7%     2.0%     1.4%     1.5%

その他               0.3%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.7%     0.7%     0.0%     0.4%

無回答               0.9%     0.0%     0.9%     0.0%     0.0%     0.0%     1.0%     2.0%     0.2%     0.9%

 

[表１－６] 問６ 健康状態 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

健康                22.8%    63.0%    40.4%    34.5%    23.6%    15.6%    14.4%     9.4%    21.9%    23.7%

ふつう              43.7%    33.3%    45.0%    50.6%    50.0%    48.0%    40.1%    34.9%    46.7%    41.8%

日常生活には問題
はない 

   25.5%     1.9%    12.8%     9.2%    23.0%    29.9%    35.6%    38.3%    24.7%    26.2%

からだが弱く病気
がち 

    4.6%     1.9%     1.8%     4.0%     2.7%     4.1%     5.1%     9.4%     4.4%     4.7%

ねたきり・ほとん
どねたきり 

    0.4%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.7%     2.0%     0.2%     0.6%

その他               1.9%     0.0%     0.0%     1.1%     0.0%     1.6%     3.1%     5.4%     1.4%     2.3%

無回答               1.0%     0.0%     0.0%     0.6%     0.7%     0.8%     1.0%     0.7%     0.6%     0.7%

 

[表１－７] 問７ 介護が必要な家族の有無 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

介護が必要な人は
いない 

   79.5%    79.6%    89.0%    81.6%    85.1%    75.8%    81.2%    69.8%    79.1%    80.3%

介護が必要な高齢
者がいる 

   12.1%    11.1%     6.4%     9.2%     9.5%    16.0%    10.6%    19.5%    13.1%    11.5%

介護が必要な障害
者（児）がいる 

    4.5%     7.4%     5.5%     4.0%     4.1%     4.1%     5.8%     2.0%     5.4%     3.8%

その他               1.9%     0.0%     0.0%     4.0%     1.4%     2.5%     0.7%     3.4%     1.0%     2.6%

無回答               2.5%     1.9%     0.0%     1.1%     0.7%     2.5%     2.7%     5.4%     2.0%     2.3%
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[表１－８] 問８ 居住している小学校区 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

東小学校区           4.0%     3.7%     5.5%     2.3%     3.4%     5.3%     2.7%     6.0%     3.4%     4.4%

西小学校区           3.8%     1.9%     3.7%     2.9%     3.4%     3.7%     4.5%     5.4%     4.6%     3.2%

南小学校区           3.4%     5.6%     1.8%     3.4%     3.4%     3.3%     5.1%     0.7%     3.6%     3.2%

北小学校区           5.1%     9.3%     7.3%     6.3%     4.1%     4.1%     4.1%     4.7%     5.2%     5.0%

第五小学校区         8.8%     5.6%     7.3%     6.3%    11.5%     9.0%     8.6%    12.1%     8.9%     8.8%

成美小学校区         3.4%     1.9%     3.7%     4.6%     6.1%     1.6%     2.7%     4.0%     3.4%     3.4%

明和小学校区         3.0%     1.9%     1.8%     2.9%     5.4%     3.3%     3.1%     1.3%     2.4%     3.4%

池田小学校区         4.6%     0.0%     2.8%     4.6%     4.1%     4.9%     6.8%     4.0%     4.6%     4.7%

中央小学校区         3.6%     5.6%     8.3%     5.2%     0.7%     2.9%     2.7%     3.4%     4.2%     3.2%

啓明小学校区         4.3%     7.4%     5.5%     4.0%     4.7%     1.6%     5.5%     4.7%     4.4%     4.2%

三井小学校区         4.3%     0.0%     7.3%     1.1%     2.7%     2.9%     7.9%     4.7%     4.0%     4.5%

木屋小学校区         4.2%     3.7%     2.8%     5.2%     2.7%     7.0%     3.4%     3.4%     3.8%     4.5%

木田小学校区         3.8%     7.4%     2.8%     1.7%     5.4%     4.5%     2.1%     5.4%     3.0%     4.4%

神田小学校区         3.7%     9.3%     5.5%     3.4%     4.7%     2.9%     3.4%     2.0%     4.2%     3.4%

堀溝小学校区         3.3%     3.7%     2.8%     4.6%     1.4%     3.3%     4.1%     2.7%     2.4%     3.9%

田井小学校区         5.0%     1.9%     2.8%     7.5%     6.1%     5.7%     4.1%     4.0%     5.0%     5.0%

桜小学校区           2.9%     5.6%     4.6%     2.9%     1.4%     1.6%     3.8%     2.7%     2.6%     3.1%

点野小学校区         4.5%     3.7%     2.8%     6.3%     4.1%     4.9%     4.8%     3.4%     3.8%     5.0%

和光小学校区         4.3%     0.0%     5.5%     5.7%     2.0%     5.3%     3.8%     5.4%     5.6%     3.4%

国松緑丘小学校区     4.3%     7.4%     1.8%     4.0%     4.1%     6.1%     3.1%     4.7%     4.6%     4.1%

楠根小学校区         1.5%     3.7%     0.0%     0.6%     1.4%     1.2%     2.1%     1.3%     1.8%     1.3%

梅が丘小学校区       2.7%     1.9%     2.8%     2.9%     2.7%     3.7%     3.1%     0.7%     2.4%     2.9%

宇谷小学校区         2.4%     1.9%     1.8%     1.7%     2.7%     3.3%     2.1%     2.0%     2.4%     2.3%

石津小学校区         2.2%     0.0%     0.9%     0.6%     2.0%     2.5%     3.1%     3.4%     2.6%     1.9%

どの小学校区か知
らない 

    5.1%     5.6%     8.3%     7.5%     8.8%     4.9%     1.0%     4.0%     5.0%     5.0%

無回答               2.1%     1.9%     0.0%     1.7%     1.4%     0.4%     2.4%     4.0%     1.6%     1.9%

 

[表１－９] 問９ 近所の人との交流 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

相談したり助け合
う人がいる 

   25.5%    24.1%    16.5%    26.4%    26.4%    19.7%    29.5%    34.9%    18.9%    30.6%

家を行き来するほ
ど親しい人がいる 

   20.2%    13.0%    18.3%    17.8%    17.6%    17.2%    23.6%    29.5%    15.1%    24.1%

道で会えば親しく
話をする人がいる 

   45.3%    29.6%    34.9%    46.0%    48.0%    45.5%    49.3%    46.3%    39.0%    50.1%

あいさつをする程
度 

   34.7%    59.3%    40.4%    36.2%    33.8%    38.1%    29.1%    27.5%    40.2%    30.8%

ほとんど（全く）
つきあいはない 

    5.3%     1.9%    11.0%     8.6%     5.4%     5.7%     2.7%     3.4%     7.4%     3.8%

その他               0.5%     0.0%     0.0%     0.0%     0.7%     0.4%     1.0%     0.7%     0.2%     0.7%

無回答               0.7%     0.0%     0.0%     0.0%     0.7%     0.4%     0.0%     0.7%     0.2%     0.3%
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問10 地域の暮らしの環境 

[表１－10－１] ①高齢者が安心して暮らせる 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.9%     5.6%    11.0%     3.4%     2.7%     4.9%     7.5%    14.8%     6.4%     7.3%

どちらかといえば
そう思う 

   20.7%    27.8%    14.7%    20.7%    23.0%    18.0%    19.9%    25.5%    21.9%    19.9%

どちらかといえば
そうは思わない 

   24.3%    20.4%    23.9%    25.3%    28.4%    25.0%    27.1%    15.4%    27.0%    22.4%

そうは思わない      25.0%    18.5%    25.7%    25.3%    23.6%    30.3%    26.0%    16.1%    22.7%    26.3%

わからない          17.1%    24.1%    22.9%    20.1%    17.6%    18.4%    12.7%    12.1%    15.5%    18.3%

無回答               6.1%     3.7%     1.8%     5.2%     4.7%     3.3%     6.8%    16.1%     6.4%     5.8%

 

[表１－10－２] ②障害者が安心して暮らせる 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             4.6%     3.7%     9.2%     2.3%     3.4%     3.3%     4.1%     8.1%     4.8%     4.4%

どちらかといえば
そう思う 

   11.2%    18.5%    12.8%    10.9%    12.2%    10.7%    10.3%    10.1%    11.9%    10.8%

どちらかといえば
そうは思わない 

   22.1%    29.6%    18.3%    25.9%    27.0%    20.9%    24.7%    11.4%    24.7%    20.3%

そうは思わない      28.8%    14.8%    25.7%    31.6%    31.1%    33.2%    30.8%    18.1%    27.4%    29.5%

わからない          26.7%    29.6%    32.1%    24.1%    21.6%    29.1%    22.3%    33.6%    24.5%    28.4%

無回答               6.6%     3.7%     1.8%     5.2%     4.7%     2.9%     7.9%    18.8%     6.6%     6.6%

 

[表１－10－３] ③安心して子育てができる 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.3%     3.7%    13.8%     4.0%     3.4%     4.9%     6.8%     8.1%     6.2%     6.3%

どちらかといえば
そう思う 

   16.4%    37.0%    11.9%    14.9%    15.5%    18.4%    14.0%    17.4%    17.5%    15.6%

どちらかといえば
そうは思わない 

   22.8%    14.8%    23.9%    26.4%    29.7%    25.0%    22.6%    10.1%    24.1%    21.8%

そうは思わない      26.3%    20.4%    36.7%    35.1%    36.5%    25.0%    22.9%     9.4%    24.7%    27.5%

わからない          18.7%    20.4%    11.9%    14.4%     9.5%    21.7%    19.5%    29.5%    17.3%    19.7%

無回答               9.4%     3.7%     1.8%     5.2%     5.4%     4.9%    14.0%    25.5%    10.1%     9.1%

 

[表１－10－４] ④子どもが健やかに育つ 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.0%    13.0%    11.9%     2.9%     3.4%     4.1%     5.8%     8.1%     6.2%     5.7%

どちらかといえば
そう思う 

   24.5%    37.0%    15.6%    22.4%    25.7%    29.9%    24.0%    19.5%    24.9%    24.0%

どちらかといえば
そうは思わない 

   24.6%    14.8%    27.5%    28.2%    29.1%    25.0%    25.3%    15.4%    26.2%    23.4%

そうは思わない      22.7%    20.4%    30.3%    32.2%    29.1%    21.7%    17.5%    12.1%    22.1%    23.2%

わからない          13.5%    11.1%    11.9%     9.8%     8.1%    14.8%    13.0%    24.2%    11.7%    14.9%

無回答               8.8%     3.7%     2.8%     4.6%     4.7%     4.5%    14.4%    20.8%     8.9%     8.8%
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[表１－10－５] ⑤生涯学習や活動ができる 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             5.3%     5.6%     5.5%     1.7%     2.7%     4.9%     6.5%     9.4%     5.4%     5.0%

どちらかといえば
そう思う 

   18.6%    22.2%    22.0%    18.4%    19.6%    18.9%    18.5%    14.8%    17.3%    19.7%

どちらかといえば
そうは思わない 

   24.6%    14.8%    25.7%    25.9%    33.1%    25.0%    23.6%    18.1%    27.4%    22.7%

そうは思わない      22.1%    24.1%    22.9%    30.5%    25.7%    24.6%    18.2%    12.1%    22.3%    21.9%

わからない          20.8%    29.6%    21.1%    17.8%    14.2%    21.7%    21.9%    23.5%    18.7%    22.4%

無回答               8.5%     3.7%     2.8%     5.7%     4.7%     4.9%    11.3%    22.1%     8.9%     8.3%

 

[表１－10－６] ⑥住民のふれあいがある 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.2%    11.1%     9.2%     2.9%     3.4%     4.1%     8.2%     8.1%     5.2%     6.9%

どちらかといえば
そう思う 

   28.1%    27.8%    25.7%    29.9%    31.8%    26.6%    26.7%    30.2%    26.0%    29.8%

どちらかといえば
そうは思わない 

   25.8%    27.8%    26.6%    28.2%    32.4%    28.7%    24.3%    13.4%    28.6%    23.7%

そうは思わない      20.7%    11.1%    22.0%    20.1%    19.6%    25.0%    22.6%    13.4%    21.7%    20.0%

わからない          11.6%    18.5%    14.7%    13.8%     8.1%    11.5%     9.6%    11.4%    11.3%    11.7%

無回答               7.6%     3.7%     1.8%     5.2%     4.7%     4.1%     8.6%    23.5%     7.2%     7.9%

 

[表１－10－７] ⑦世代が違う人の交流がある 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             4.8%    11.1%     3.7%     3.4%     2.7%     2.9%     5.8%     7.4%     4.8%     4.7%

どちらかといえば
そう思う 

   17.5%    14.8%    24.8%    23.0%    16.2%    19.3%    15.1%    10.1%    12.7%    21.1%

どちらかといえば
そうは思わない 

   26.4%    25.9%    23.9%    32.2%    33.8%    27.5%    22.3%    21.5%    30.4%    23.4%

そうは思わない      29.5%    29.6%    31.2%    23.6%    30.4%    35.2%    31.2%    21.5%    30.2%    29.1%

わからない          14.2%    14.8%    14.7%    13.2%    12.2%    11.9%    16.1%    16.8%    14.9%    13.7%

無回答               7.6%     3.7%     1.8%     4.6%     4.7%     3.3%     9.6%    22.8%     7.0%     8.0%

 

[表１－10－８] ⑧困ったときに相談できる 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.7%     7.4%     9.2%     3.4%     5.4%     4.5%     7.5%    11.4%     5.4%     7.6%

どちらかといえば
そう思う 

   21.0%    24.1%    12.8%    21.8%    20.9%    25.4%    21.9%    16.1%    17.5%    23.7%

どちらかといえば
そうは思わない 

   21.3%    20.4%    23.9%    23.0%    28.4%    20.1%    18.2%    18.8%    23.9%    19.3%

そうは思わない      31.2%    33.3%    35.8%    35.6%    28.4%    36.1%    30.8%    16.1%    34.2%    28.9%

わからない          12.6%    11.1%    15.6%    11.5%    12.8%    11.1%    11.6%    16.8%    11.5%    13.3%

無回答               7.3%     3.7%     2.8%     4.6%     4.1%     2.9%     9.9%    20.8%     7.4%     7.2%
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[表１－10－９] ⑨誰かが支えてくれる 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             5.5%     7.4%     7.3%     5.2%     4.1%     2.5%     5.1%    10.7%     5.4%     5.6%

どちらかといえば
そう思う 

   20.0%    24.1%    15.6%    22.4%    24.3%    19.3%    20.5%    14.8%    17.5%    21.9%

どちらかといえば
そうは思わない 

   23.0%    22.2%    24.8%    25.3%    29.7%    25.4%    19.2%    16.8%    25.6%    21.1%

そうは思わない      29.1%    25.9%    30.3%    33.3%    29.1%    32.4%    28.4%    19.5%    32.6%    26.6%

わからない          14.7%    14.8%    18.3%     7.5%     8.8%    16.4%    17.5%    17.4%    11.5%    16.8%

無回答               7.8%     5.6%     3.7%     6.3%     4.1%     4.1%     9.2%    20.8%     7.4%     8.0%

 

[表１－10－10] ⑩住まいや生活環境がよい 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             9.9%    22.2%    13.8%     6.3%     4.7%     9.0%     9.6%    13.4%     9.3%    10.4%

どちらかといえば
そう思う 

   39.0%    40.7%    33.9%    33.3%    45.3%    41.0%    38.7%    38.9%    39.8%    38.0%

どちらかといえば
そうは思わない 

   19.3%    16.7%    17.4%    23.0%    20.3%    20.9%    20.2%    12.8%    20.3%    18.7%

そうは思わない      19.3%    14.8%    22.9%    25.9%    20.9%    20.1%    17.8%    10.1%    19.1%    19.6%

わからない           5.6%     1.9%     9.2%     5.7%     4.1%     4.9%     4.5%    10.1%     4.8%     6.3%

無回答               6.8%     3.7%     2.8%     5.7%     4.7%     4.1%     9.2%    14.8%     6.6%     7.0%

 

[表１－10－11] ⑪道路や交通の便がよい 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う            14.5%    16.7%    14.7%    10.9%    12.2%    14.8%    14.0%    20.1%    12.7%    15.8%

どちらかといえば
そう思う 

   38.0%    53.7%    35.8%    37.4%    39.9%    37.3%    40.1%    29.5%    43.1%    34.6%

どちらかといえば
そうは思わない 

   18.7%     3.7%    17.4%    19.0%    26.4%    18.9%    19.2%    15.4%    17.9%    18.9%

そうは思わない      19.1%    16.7%    29.4%    27.6%    14.9%    20.5%    16.8%    10.1%    17.1%    20.8%

わからない           3.3%     5.6%     0.9%     0.6%     2.0%     4.1%     2.4%     9.4%     2.2%     4.1%

無回答               6.3%     3.7%     1.8%     4.6%     4.7%     4.5%     7.5%    15.4%     7.0%     5.8%

 

[表１－10－12] ⑫生活が便利である 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う            16.1%    13.0%    16.5%    11.5%    14.2%    17.2%    17.8%    17.4%    13.3%    18.1%

どちらかといえば
そう思う 

   38.4%    46.3%    39.4%    41.4%    39.9%    39.3%    40.1%    25.5%    44.7%    34.1%

どちらかといえば
そうは思わない 

   20.5%    22.2%    23.9%    23.6%    22.3%    19.3%    18.5%    18.8%    20.9%    20.0%

そうは思わない      15.3%    11.1%    15.6%    16.7%    16.2%    17.2%    14.7%    12.8%    11.7%    18.1%

わからない           3.7%     1.9%     2.8%     2.9%     2.7%     4.1%     2.1%     9.4%     3.0%     4.1%

無回答               5.9%     5.6%     1.8%     4.0%     4.7%     2.9%     6.8%    16.1%     6.4%     5.6%
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[表１－10－13] ⑬活動できる場が身近にある 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             5.7%     5.6%     7.3%     2.3%     3.4%     5.3%     7.9%     7.4%     4.8%     6.4%

どちらかといえば
そう思う 

   19.6%    20.4%    19.3%    15.5%    27.0%    17.2%    23.6%    15.4%    19.5%    19.9%

どちらかといえば
そうは思わない 

   24.9%    25.9%    21.1%    31.6%    21.6%    30.7%    22.9%    16.8%    28.0%    22.5%

そうは思わない      26.1%    22.2%    31.2%    29.9%    28.4%    27.0%    23.3%    20.1%    26.2%    26.2%

わからない          16.9%    22.2%    19.3%    14.4%    14.2%    17.2%    14.4%    21.5%    14.7%    18.3%

無回答               6.8%     3.7%     1.8%     6.3%     5.4%     2.5%     7.9%    18.8%     6.8%     6.7%

 

[表１－10－14] ⑭人権がまもられている 

年齢                                                          性別                  

 

全体     

 16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.4%     9.3%     7.3%     4.6%     4.7%     7.0%     4.5%    10.7%     5.8%     6.7%

どちらかといえば
そう思う 

   23.0%    31.5%    22.9%    17.8%    20.9%    22.5%    26.7%    21.5%    26.6%    20.3%

どちらかといえば
そうは思わない 

   19.2%    18.5%    17.4%    28.2%    22.3%    19.3%    17.8%    10.7%    20.1%    18.6%

そうは思わない      18.5%    16.7%    22.9%    19.0%    21.6%    18.4%    18.2%    12.8%    17.9%    19.0%

わからない          27.0%    20.4%    27.5%    25.3%    25.7%    30.3%    25.7%    28.9%    23.1%    29.8%

無回答               5.9%     3.7%     1.8%     5.2%     4.7%     2.5%     7.2%    15.4%     6.4%     5.6%

 

[表１－10－15] ⑮災害に対して安全である 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

そう思う             6.4%     3.7%     6.4%     3.4%     4.1%     8.2%     5.5%    10.7%     6.2%     6.4%

どちらかといえば
そう思う 

   25.5%    33.3%    23.9%    22.4%    23.0%    26.2%    26.4%    26.8%    26.8%    24.4%

どちらかといえば
そうは思わない 

   20.1%    25.9%    19.3%    23.6%    23.0%    20.5%    20.2%    12.1%    22.1%    18.7%

そうは思わない      18.7%    11.1%    19.3%    19.5%    19.6%    19.7%    20.9%    14.1%    18.9%    18.7%

わからない          23.2%    22.2%    29.4%    25.3%    25.7%    23.0%    18.8%    22.1%    19.5%    25.9%

無回答               6.2%     3.7%     1.8%     5.7%     4.7%     2.5%     8.2%    14.1%     6.4%     5.8%

 

[表１－11] 問11 地域での暮らしの満足度 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

満足している        10.5%    22.2%     8.3%     5.2%     8.1%     9.4%    12.3%    14.8%     9.1%    11.4%

どちらかといえば
満足している 

   57.4%    51.9%    58.7%    56.3%    60.8%    57.0%    57.9%    56.4%    60.0%    55.6%

どちらかといえば
満足していない 

   18.4%    16.7%    21.1%    20.7%    18.2%    19.7%    18.2%    12.8%    18.1%    18.6%

満足していない       8.6%     3.7%    11.0%    10.3%     8.1%    11.1%     5.8%     7.4%     8.0%     9.1%

無回答               5.1%     5.6%     0.9%     7.5%     4.7%     2.9%     5.8%     8.7%     4.8%     5.4%
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[表１－12] 問12 困ったときの相談先 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

家族や親族          77.7%    85.2%    87.2%    79.9%    83.1%    74.6%    73.6%    73.8%    74.0%    80.4%

近所の人            12.5%     1.9%     5.5%    17.8%    12.8%    11.1%    16.4%    10.1%     9.7%    14.6%

友人や知人          39.0%    63.0%    54.1%    51.7%    45.3%    44.7%    26.7%    14.8%    33.0%    43.4%

民生委員や福祉委員     4.3%     1.9%     0.9%     1.1%     1.4%     4.9%     9.2%     4.0%     4.4%     4.2%

市などの公的な相
談窓口 

   12.0%     0.0%     5.5%     9.8%    11.5%    11.5%    19.9%    10.1%    12.9%    11.4%

福祉の施設や事業所     5.4%     3.7%     0.9%     2.3%     4.7%     5.7%     8.2%     7.4%     4.8%     5.8%

医療機関や薬局       9.5%     1.9%     4.6%     5.2%     7.4%     9.4%    14.4%    13.4%    11.3%     8.2%

その他               0.8%     0.0%     0.9%     1.7%     0.0%     0.8%     0.3%     2.0%     0.6%     1.0%

相談できるところ
はない 

    3.2%     0.0%     4.6%     3.4%     4.1%     2.5%     2.7%     4.7%     4.0%     2.6%

特に相談したいと
思うことはない 

    3.0%     7.4%     2.8%     1.1%     2.7%     3.7%     2.7%     3.4%     4.0%     2.3%

無回答               4.6%     3.7%     0.9%     4.6%     4.1%     2.9%     5.8%     8.7%     4.8%     4.4%

 

[表１－13] 問13 近所の人の支えの要否 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

困ったときには支
えてほしいと思う 

   18.5%    27.8%    18.3%    21.3%    20.9%    15.2%    16.1%    21.5%    15.7%    20.6%

支えてほしいが難
しいと思う 

   42.9%    22.2%    45.0%    36.8%    41.2%    42.6%    50.3%    40.9%    45.5%    40.9%

支えてほしいとは
思わない 

   19.1%    29.6%    23.9%    15.5%    18.9%    23.8%    15.8%    14.1%    22.5%    16.5%

わからない          13.5%    16.7%    11.9%    18.4%    14.2%    13.9%    11.6%    10.7%    11.1%    15.2%

その他               1.0%     0.0%     0.0%     2.3%     0.7%     1.6%     0.3%     1.3%     0.4%     1.5%

無回答               5.1%     3.7%     0.9%     5.7%     4.1%     2.9%     5.8%    11.4%     4.8%     5.3%

 

[表１－14] 問14 地域で支えあう福祉の要否 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

市民一人ひとりが
できることをする 

   30.9%    37.0%    37.6%    36.2%    33.1%    32.8%    28.1%    20.1%    30.2%    31.7%

協力できる人が取
り組めばよい 

   10.5%    14.8%    14.7%     9.2%     8.1%    10.7%     9.6%     8.7%     9.5%    11.3%

地域の団体が中心
になって取り組む 

   33.6%    31.5%    33.9%    29.3%    33.1%    38.5%    33.9%    30.9%    36.8%    31.0%

福祉は行政がやれ
ばよい 

    7.2%     0.0%     3.7%     6.9%     6.1%     6.6%    10.3%     8.1%     8.7%     6.0%

わからない           9.4%     9.3%     7.3%     9.2%    11.5%     6.6%     8.6%    16.1%     7.0%    11.3%

その他               2.1%     1.9%     1.8%     3.4%     3.4%     1.6%     1.7%     0.7%     2.0%     2.0%

無回答               6.3%     5.6%     0.9%     5.7%     4.7%     3.3%     7.9%    15.4%     5.8%     6.7%
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[表１－15] 問15 近所の人に助けてほしいこと 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

話し相手や相談相
手になってほしい 

   13.6%    11.1%    19.3%    21.8%    10.8%    10.7%    12.0%    10.7%    14.1%    13.3%

安否確認や見守り
をしてほしい 

   15.3%    18.5%    21.1%    13.2%    16.2%    12.7%    14.7%    17.4%    14.7%    15.6%

一時的に子どもを
預かってほしい 

    4.1%     3.7%    18.3%    11.5%     0.7%     0.8%     0.7%     0.7%     3.4%     4.7%

家事や買物などを
手伝ってほしい 

    1.6%     5.6%     0.9%     1.1%     0.7%     1.2%     1.7%     2.7%     1.4%     1.8%

付き添いや送迎を
してほしい 

    1.4%     3.7%     0.9%     1.1%     0.7%     0.8%     1.7%     2.7%     0.8%     1.9%

介護を手伝ってほ
しい 

    1.4%     0.0%     0.9%     0.6%     0.7%     0.4%     2.7%     2.0%     1.2%     1.5%

その他               3.3%     0.0%     1.8%     4.0%     6.8%     1.2%     2.4%     6.7%     1.6%     4.5%

特に助けてほしい
と思うことはない 

   58.5%    64.8%    48.6%    51.1%    60.8%    69.3%    61.3%    47.0%    61.4%    56.4%

無回答               9.0%     5.6%     1.8%     7.5%     5.4%     6.1%    13.4%    18.1%     9.1%     9.1%

 

[表１－16] 問16 福祉活動への参加状況 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

地域の福祉活動      10.1%     3.7%     8.3%     9.8%    10.1%     9.0%    13.0%    10.1%     7.6%    12.0%

ボランティアやＮ
ＰＯの活動 

    3.7%     0.0%     3.7%     0.6%     1.4%     4.1%     6.5%     4.7%     4.0%     3.5%

ニーズのある人ど
うしの当事者活動 

    1.9%     1.9%     0.9%     1.7%     1.4%     1.6%     3.1%     2.0%     1.8%     2.0%

その他               1.9%     1.9%     0.0%     4.0%     2.0%     0.0%     2.7%     2.0%     1.4%     2.2%

特に参加していない    76.1%    85.2%    86.2%    79.3%    78.4%    84.0%    66.8%    63.8%    77.9%    74.7%

無回答               8.7%     7.4%     2.8%     5.2%     7.4%     4.1%    12.0%    20.8%     8.9%     8.6%

 

[表１－17] 問17 福祉活動への参加意向 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

現在している活動
を続けたい 

    7.1%     5.6%     2.8%     3.4%     2.0%     7.4%    12.3%    10.1%     6.2%     7.7%

現在の活動とは違
う活動をしたい 

    1.3%     1.9%     1.8%     0.6%     1.4%     0.8%     2.4%     0.7%     1.8%     1.0%

今後は活動してみ
たい 

   30.6%    29.6%    38.5%    29.3%    34.5%    41.0%    28.1%    11.4%    31.0%    30.1%

特に活動をするつ
もりはない 

   39.8%    55.6%    42.2%    44.8%    42.6%    38.9%    31.8%    38.9%    43.1%    37.6%

その他               9.8%     1.9%    11.0%    14.9%     8.1%     6.1%    10.3%    13.4%     8.0%    11.1%

無回答              11.4%     5.6%     3.7%     6.9%    11.5%     5.7%    15.1%    25.5%     9.9%    12.4%

 



－56－ 

[表１－18] 問18 今後参加したい活動 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

安否確認や見守り
・話し相手 

   22.7%    18.5%    22.9%    13.2%    19.6%    31.6%    26.0%    17.4%    24.3%    21.3%

高齢者・障害者等
の介護や家事 

    4.5%     7.4%     3.7%     5.2%     2.0%     3.7%     6.8%     2.7%     4.8%     4.2%

子育ての手伝いや
相談相手 

   11.6%    18.5%    24.8%    20.7%    14.2%     9.8%     4.8%     2.7%     7.6%    14.6%

高齢者・障害者等
のサロン 

   12.5%    13.0%    13.8%    12.6%    11.5%    14.3%    13.4%     8.1%    11.7%    13.0%

その他               5.8%     3.7%     4.6%     4.6%     4.7%     5.3%     7.5%     8.1%     6.4%     5.4%

無回答              55.4%    59.3%    48.6%    58.0%    59.5%    48.0%    53.4%    67.1%    56.3%    54.8%

 

[表１－19] 問19 福祉活動で必要な条件づくり 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

活動に関するさま
ざなま情報提供 

   47.1%    61.1%    61.5%    54.6%    58.8%    51.2%    37.0%    23.5%    47.5%    46.6%

気軽に相談できる
窓口 

   40.0%    40.7%    41.3%    43.7%    45.3%    40.6%    38.7%    30.9%    37.8%    41.7%

知識や技術を身に
つけるための研修 

   22.3%    20.4%    34.9%    29.3%    29.7%    24.2%    14.0%    12.1%    20.7%    23.4%

活動に関するアド
バイザーの派遣 

    9.5%    14.8%    13.8%     9.2%    13.5%     9.4%     7.9%     5.4%    10.3%     9.1%

活動のための仲間
やグループづくり 

   26.7%    33.3%    29.4%    31.6%    31.8%    27.5%    24.0%    15.4%    28.4%    25.3%

身近に活動ができ
る場（施設） 

   37.2%    59.3%    46.8%    51.7%    39.9%    38.9%    27.4%    18.8%    34.4%    39.2%

活動に必要な費用
の援助 

   24.2%    38.9%    39.4%    28.7%    29.1%    22.5%    17.8%    12.8%    27.0%    22.1%

その他               1.5%     0.0%     2.8%     1.7%     3.4%     0.8%     1.7%     0.0%     1.2%     1.8%

特にない・わから
ない 

   16.4%    11.1%     9.2%     9.2%    12.8%    15.2%    20.2%    29.5%    17.1%    15.9%

無回答               8.2%     5.6%     1.8%     5.7%     4.7%     4.1%    12.7%    18.8%     6.8%     9.2%

 

[表１－20] 問20 災害時に気になること 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

自分や家族の避難
が心配である 

   61.2%    70.4%    75.2%    75.3%    62.8%    57.0%    56.2%    47.0%    58.4%    63.3%

近所に避難できな
いと思う人がいる 

   18.1%    16.7%    16.5%    19.0%    17.6%    16.8%    23.3%    13.4%    19.3%    17.4%

避難場所や経路が
わからない 

   16.9%    22.2%    25.7%    21.8%    15.5%    13.1%    14.0%    16.1%    17.9%    16.2%

避難所で生活でき
るかどうか心配 

   10.7%    14.8%     8.3%     4.6%     6.8%    11.9%    11.3%    18.1%    11.7%     9.9%

その他               3.8%     5.6%     2.8%     5.2%     3.4%     3.7%     4.1%     2.7%     3.4%     4.1%

特に気になること
はない 

   17.9%    14.8%     9.2%     9.8%    22.3%    21.7%    20.9%    17.4%    18.7%    17.3%

無回答               4.0%     0.0%     0.0%     2.9%     2.0%     2.9%     5.5%    10.1%     4.2%     3.8%
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[表１－21] 問21 支援が必要な人の情報共有 

年齢                                                          性別                  

                 

全体     

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女 

全体（人）          1,186       54      109      174      148      244      292      149      497      684

適切に管理されれ
ば提供してもよい 

   62.2%    70.4%    67.9%    64.9%    77.7%    62.3%    57.5%    46.3%    64.4%    60.7%

個人の情報は提供
したくない 

   10.0%     9.3%    10.1%     9.2%     4.7%    11.1%     8.9%    15.4%    10.5%     9.5%

わからない          21.7%    16.7%    19.3%    21.3%    15.5%    22.5%    26.0%    22.1%    21.1%    22.2%

その他               1.8%     3.7%     2.8%     2.9%     2.0%     1.2%     1.4%     0.7%     0.8%     2.5%

無回答               4.3%     0.0%     0.0%     1.7%     0.0%     2.9%     6.2%    15.4%     3.2%     5.1%
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２．市民アンケート調査 クロス集計表 

 

（％は横軸の「全体(人)」に対する割合） 

 

[表２－１] 問７ 介護が必要な家族の有無 

年齢                           

                          

全体(人) 

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答 

全体                        1,186     4.6%     9.2%    14.7%    12.5%    20.6%    24.6%    12.6%     1.3%

介護が必要な人は
いない 

     943     4.6%    10.3%    15.1%    13.4%    19.6%    25.1%    11.0%     1.0%

介護が必要な高齢
者がいる 

     144     4.2%     4.9%    11.1%     9.7%    27.1%    21.5%    20.1%     1.4%

介護が必要な障害
者（児）がいる 

      53     7.5%    11.3%    13.2%    11.3%    18.9%    32.1%     5.7%     0.0%

介護が必

要な家族

の有無 

 

その他                 23     0.0%     0.0%    30.4%     8.7%    26.1%     8.7%    21.7%     4.3%

 

[表２－２] 問９ 近所の人との交流 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

相談した

り助け合

う人がい

る 

家を行き

来するほ

ど親しい

人がいる

道で会え

ば親しく

話をする

人がいる

あいさつ

をする程

度 

 

ほとんど

（全く）

つきあい

はない 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    25.5%    20.2%    45.3%    34.7%     5.3%     0.5%     0.7%

介護が必要な人はいない      943    25.7%    20.3%    46.4%    34.1%     5.5%     0.5%     0.2%

介護が必要な高齢者がいる      144    27.1%    21.5%    44.4%    38.2%     2.1%     0.0%     0.7%

介護が必要な障害者（児）
がいる 

      53    24.5%    17.0%    35.8%    34.0%     9.4%     0.0%     1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 
その他                 23    21.7%    26.1%    47.8%    30.4%     4.3%     4.3%     0.0%

 

問10 地域の暮らしの環境 

[表２－３－１] ②障害者が安心して暮らせる 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     4.6%    11.2%    22.1%    28.8%    26.7%     6.6%

介護が必要な人はいない      943     4.5%    11.7%    22.2%    27.8%    28.0%     5.9%

介護が必要な高齢者がいる      144     2.8%    11.1%    22.9%    30.6%    22.9%     9.7%

介護が必要な障害者（児）がいる       53     9.4%     5.7%    24.5%    39.6%    18.9%     1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23     0.0%     8.7%    17.4%    39.1%    17.4%    17.4%

 

[表２－３－２] ⑪道路や交通の便がよい 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    14.5%    38.0%    18.7%    19.1%     3.3%     6.3%

介護が必要な人はいない      943    15.1%    39.2%    17.2%    19.6%     3.2%     5.7%

介護が必要な高齢者がいる      144     8.3%    34.7%    28.5%    16.0%     3.5%     9.0%

介護が必要な障害者（児）がいる       53    11.3%    35.8%    20.8%    24.5%     3.8%     3.8%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23    17.4%    30.4%    13.0%    21.7%     0.0%    17.4%
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[表２－３－３] ⑫生活が便利である 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    16.1%    38.4%    20.5%    15.3%     3.7%     5.9%

介護が必要な人はいない      943    16.3%    39.6%    20.7%    14.6%     3.6%     5.2%

介護が必要な高齢者がいる      144    11.1%    38.9%    20.8%    16.7%     4.2%     8.3%

介護が必要な障害者（児）がいる       53    17.0%    32.1%    20.8%    22.6%     5.7%     1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23    17.4%    34.8%    13.0%    17.4%     0.0%    17.4%

 

[表２－３－４] ⑭人権がまもられている 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     6.4%    23.0%    19.2%    18.5%    27.0%     5.9%

介護が必要な人はいない      943     6.0%    22.9%    18.8%    18.6%    28.3%     5.4%

介護が必要な高齢者がいる      144     6.3%    27.8%    20.8%    14.6%    21.5%     9.0%

介護が必要な障害者（児）がいる       53     7.5%    18.9%    28.3%    30.2%    13.2%     1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23     0.0%    21.7%    17.4%     8.7%    34.8%    17.4%

 

[表２－３－５] ⑮災害に対して安全である 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     6.4%    25.5%    20.1%    18.7%    23.2%     6.2%

介護が必要な人はいない      943     6.3%    25.8%    20.1%    18.8%    23.5%     5.5%

介護が必要な高齢者がいる      144     6.9%    28.5%    22.9%    15.3%    18.8%     7.6%

介護が必要な障害者（児）がいる       53     3.8%    17.0%    22.6%    26.4%    26.4%     3.8%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23     4.3%    21.7%     8.7%    21.7%    21.7%    21.7%

 

[表２－４－１] ⑥住民のふれあいがある 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     6.2%    28.1%    25.8%    20.7%    11.6%     7.6%

相談したり助け合う人がいる      303    14.5%    42.2%    17.2%    10.6%     7.9%     7.6%

家を行き来するほど親しい人がいる      240    12.9%    42.5%    15.8%    10.4%     6.7%    11.7%

道で会えば親しく話をする人がいる      537     7.8%    36.1%    22.7%    14.3%    10.8%     8.2%

あいさつをする程度      411     3.2%    16.8%    32.8%    28.5%    14.1%     4.6%

ほとんど（全く）つきあいはない       63     3.2%     3.2%    22.2%    47.6%    11.1%    12.7%

近所の人

との交流 

 

 

 

 その他                  6     0.0%    33.3%     0.0%    33.3%     0.0%    33.3%
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[表２－４－２] ⑧困ったときに相談できる 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     6.7%    21.0%    21.3%    31.2%    12.6%     7.3%

相談したり助け合う人がいる      303    16.8%    45.5%    14.9%     7.3%     7.3%     8.3%

家を行き来するほど親しい人がいる      240    13.3%    41.3%    17.1%     8.8%     9.2%    10.4%

道で会えば親しく話をする人がいる      537     8.0%    27.2%    22.7%    21.4%    12.3%     8.4%

あいさつをする程度      411     2.7%     8.5%    21.7%    47.9%    14.8%     4.4%

ほとんど（全く）つきあいはない       63     1.6%     4.8%    14.3%    57.1%     9.5%    12.7%

近所の人

との交流 

 

 

 

 その他                  6     0.0%    16.7%    16.7%    16.7%    16.7%    33.3%

 

[表２－４－３] ⑨誰かが支えてくれる 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

そう思う

 

 

 

どちらか

といえば

そう思う

 

どちらか

といえば

そうは思

わない 

そうは思

わない 

 

 

わからな

い 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     5.5%    20.0%    23.0%    29.1%    14.7%     7.8%

相談したり助け合う人がいる      303    13.2%    39.3%    17.2%    10.9%    10.2%     9.2%

家を行き来するほど親しい人がいる      240    12.5%    35.0%    18.3%    11.3%    11.3%    11.7%

道で会えば親しく話をする人がいる      537     6.3%    25.3%    22.2%    22.5%    14.7%     8.9%

あいさつをする程度      411     2.9%    10.0%    24.8%    40.1%    17.5%     4.6%

ほとんど（全く）つきあいはない       63     0.0%     7.9%    14.3%    60.3%     4.8%    12.7%

近所の人

との交流 

 

 

 

 その他                  6     0.0%    16.7%    33.3%    16.7%     0.0%    33.3%

 

[表２－５] 問11 地域での暮らしの満足度 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

満足して

いる 

 

 

どちらか

といえば

満足して

いる 

どちらか

といえば

満足して

いない 

満足して

いない 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    10.5%    57.4%    18.4%     8.6%     5.1%

豊か                   19    36.8%    52.6%     0.0%     0.0%    10.5%

どちらかといえば豊か       90    30.0%    55.6%    10.0%     3.3%     1.1%

ふつう                537    11.9%    65.2%    13.8%     4.7%     4.5%

どちらかといえば苦しい      337     3.9%    55.5%    23.7%     9.8%     7.1%

かなり苦しい          172     5.8%    39.5%    26.7%    23.3%     4.7%

わからない             17     5.9%    52.9%    35.3%     0.0%     5.9%

暮らし向

きの状況 

 

 

 

 

 その他                  3     0.0%    66.7%    33.3%     0.0%     0.0%

健康      271    17.3%    59.8%    12.2%     5.2%     5.5%

ふつう      518     8.5%    59.8%    18.5%     8.3%     4.8%

日常生活には問題はない      303     9.2%    55.1%    22.1%     8.9%     4.6%

からだが弱く病気がち       54     5.6%    37.0%    29.6%    22.2%     5.6%

ねたきり・ほとんどねたきり        5     0.0%    60.0%     0.0%    20.0%    20.0%

健康状態 

 

 

 

 

 その他                 23     4.3%    56.5%    13.0%    17.4%     8.7%

相談したり助け合う人がいる      303    15.8%    61.4%    12.2%     5.0%     5.6%

家を行き来するほど親しい人がいる      240    14.2%    62.9%    11.7%     4.2%     7.1%

道で会えば親しく話をする人がいる      537    11.5%    62.4%    14.9%     5.2%     6.0%

あいさつをする程度      411     7.8%    53.0%    23.6%    11.9%     3.6%

ほとんど（全く）つきあいはない       63     6.3%    39.7%    27.0%    20.6%     6.3%

近所の人

との交流 

 

 

 

 その他                  6    16.7%    33.3%    33.3%    16.7%     0.0%
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[表２－６] 問11 地域での暮らしの満足度 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

満足して

いる 

 

 

どちらか

といえば

満足して

いる 

どちらか

といえば

満足して

いない 

満足して

いない 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    10.5%    57.4%    18.4%     8.6%     5.1%

そう思う              118    46.6%    44.9%     5.9%     0.8%     1.7%

どちらかといえばそう思う      462    10.8%    80.1%     6.3%     2.4%     0.4%

どちらかといえばそうは思わない      229     3.1%    55.9%    31.9%     7.9%     1.3%

そうは思わない        229     2.6%    32.3%    38.9%    25.8%     0.4%

⑩住まい

や生活環

境がよい 

 

 わからない             67     6.0%    52.2%    23.9%    14.9%     3.0%

そう思う               74    45.9%    40.5%    10.8%     1.4%     1.4%

どちらかといえばそう思う      333    11.7%    70.3%    11.4%     5.1%     1.5%

どちらかといえばそうは思わない      306     5.2%    64.4%    23.5%     6.2%     0.7%

そうは思わない        245     4.9%    44.9%    30.6%    18.8%     0.8%

⑥住民の

ふれあい

がある 

 

 わからない            138    13.0%    60.1%    13.8%    11.6%     1.4%

そう思う               68    42.6%    47.1%     4.4%     2.9%     2.9%

どちらかといえばそう思う      233    15.9%    69.1%    11.6%     3.4%     0.0%

どちらかといえばそうは思わない      295     4.7%    66.8%    22.0%     5.4%     1.0%

そうは思わない        309     4.5%    48.2%    27.8%    18.8%     0.6%

⑬活動で

きる場が

身近にあ

る 

 わからない            200    13.0%    60.5%    17.5%     7.5%     1.5%

そう思う               71    42.3%    46.5%     8.5%     1.4%     1.4%

どちらかといえばそう思う      290    12.4%    74.8%     9.3%     2.4%     1.0%

どちらかといえばそうは思わない      292     5.8%    61.6%    25.3%     6.5%     0.7%

そうは思わない        269     5.6%    45.4%    28.3%    19.7%     1.1%

④子ども

が健やか

に育つ 

 

 わからない            160    10.6%    63.8%    14.4%    10.0%     1.3%

そう思う               65    40.0%    47.7%     9.2%     0.0%     3.1%

どちらかといえばそう思う      237    13.1%    73.8%     9.3%     2.5%     1.3%

どちらかといえばそうは思わない      273     6.2%    64.1%    22.3%     6.6%     0.7%

そうは思わない        345     4.9%    50.1%    28.4%    15.7%     0.9%

⑨誰かが

支えてく

れる 

 

 わからない            174    15.5%    58.6%    14.9%    10.3%     0.6%

 

[表２－７] 問12 困ったときの相談先 

                      

  

 

 

 

全体 

(人) 

 

 

 

家族や

親族 

 

 

 

近所の

人 

 

 

 

友人や

知人 

 

 

 

民生委

員や福

祉委員

 

 

市など

の公的

な相談

窓口 

 

福祉の

施設や

事業所

 

 

医療機

関や薬

局 

 

 

その他 

 

 

 

 

相談で

きると

ころは

ない 

 

特に相

談した

いと思

うこと

はない

無回答

 

 

 

 

全体                  1,186  77.7%  12.5%  39.0%   4.3%  12.0%   5.4%   9.5%   0.8%   3.2%   3.0%   4.6%

介護が必要な人
はいない 

   943  79.4%  13.5%  39.3%   3.7%  12.4%   3.0%   8.8%   0.5%   3.6%   3.4%   4.1%

介護が必要な高
齢者がいる 

   144  72.2%   9.0%  40.3%   6.3%  10.4%  18.1%  15.3%   2.1%   2.1%   2.1%   4.9%

介護が必要な障害
者（児）がいる 

    53  83.0%   5.7%  30.2%   3.8%  18.9%  22.6%  15.1%   1.9%   0.0%   0.0%   1.9%

介護が

必要な

家族の

有無 

 

 
その他            23  56.5%  21.7%  56.5%  13.0%   0.0%   0.0%   8.7%   0.0%   0.0%   0.0%  17.4%

地域の福祉活動    120  80.0%  16.7%  52.5%   9.2%  15.0%   8.3%  11.7%   0.8%   1.7%   1.7%   0.0%

ボランティアや
ＮＰＯの活動 

    44  88.6%  22.7%  50.0%  15.9%  22.7%  18.2%  13.6%   2.3%   0.0%   2.3%   0.0%

ニーズのある人ど
うしの当事者活動 

    23  87.0%  26.1%  69.6%  17.4%  17.4%  21.7%  26.1%   8.7%   0.0%   0.0%   0.0%

その他            22  86.4%  18.2%  36.4%  13.6%   9.1%   0.0%   4.5%   4.5%   0.0%   9.1%   0.0%

福祉活

動への

参加状

況 

 

 
特に参加していない    903  81.3%  12.3%  40.2%   3.3%  12.6%   4.8%  10.0%   0.7%   3.8%   3.3%   0.6%
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[表２－８] 問13 近所の人の支えの要否 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

困ったと

きには支

えてほし

いと思う

支えてほ

しいが難

しいと思

う 

支えてほ

しいとは

思わない

 

わからな

い 

 

 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    18.5%    42.9%    19.1%    13.5%     1.0%     5.1%

介護が必要な人はいない      943    17.6%    42.6%    19.7%    14.3%     1.0%     4.8%

介護が必要な高齢者がいる      144    20.8%    47.9%    17.4%     6.9%     1.4%     5.6%

介護が必要な障害者（児）がいる       53    28.3%    45.3%    11.3%    11.3%     1.9%     1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23    21.7%    30.4%    17.4%    13.0%     0.0%    17.4%

相談したり助け合う人がいる      303    38.9%    33.3%     8.6%    11.6%     1.7%     5.9%

家を行き来するほど親しい人がいる      240    33.8%    37.5%    11.3%     8.8%     0.8%     7.9%

道で会えば親しく話をする人がいる      537    22.2%    44.3%    13.8%    12.1%     1.1%     6.5%

あいさつをする程度      411     8.0%    44.5%    27.7%    16.1%     0.5%     3.2%

ほとんど（全く）つきあいはない       63     9.5%    42.9%    30.2%     9.5%     1.6%     6.3%

近所の人

との交流 

 

 

 

 その他                  6     0.0%    33.3%    33.3%    33.3%     0.0%     0.0%

地域の福祉活動        120    24.2%    55.0%    10.8%     9.2%     0.8%     0.0%

ボランティアやＮＰＯの活動       44    20.5%    59.1%    11.4%     9.1%     0.0%     0.0%

ニーズのある人どうしの当事者活動       23    43.5%    34.8%    13.0%     4.3%     4.3%     0.0%

その他                 22     9.1%    45.5%    31.8%    13.6%     0.0%     0.0%

福祉活動

への参加

状況 

 

 特に参加していない      903    18.2%    43.9%    21.0%    14.7%     1.1%     1.1%

 

[表２－９] 問14 地域で支えあう福祉の要否 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

市民一人

ひとりが

できるこ

とをする

協力でき

る人が取

り組めば

よい 

地域の団

体が中心

になって

取り組む

福祉は行

政がやれ

ばよい 

 

わからな

い 

 

 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    30.9%    10.5%    33.6%     7.2%     9.4%     2.1%     6.3%

地域の福祉活動        120    40.0%    10.0%    34.2%     5.0%     5.0%     2.5%     3.3%

ボランティアやＮＰＯの活動       44    38.6%     9.1%    29.5%     6.8%     0.0%     9.1%     6.8%

ニーズのある人どうしの当
事者活動 

      23    39.1%     8.7%    34.8%    13.0%     0.0%     4.3%     0.0%

その他                 22    36.4%    13.6%    31.8%     0.0%     4.5%     9.1%     4.5%

福祉活動

への参加

状況 

 

 
特に参加していない      903    30.7%    11.4%    36.3%     7.8%    10.1%     2.0%     1.8%

 

[表２－10] 問15 近所の人に助けてほしいこと 

                          

 

 

 

 

 

全体 

(人) 

 

 

 

 

話し相

手や相

談相手

になっ

てほし

い 

安否確

認や見

守りを

してほ

しい 

 

一時的

に子ど

もを預

かって

ほしい

 

家事や

買物な

どを手

伝って

ほしい

 

付き添

いや送

迎をし

てほし

い 

 

介護を

手伝っ

てほし

い 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

特に助

けてほ

しいと

思うこ

とはな

い 

無回答

 

 

 

 

 

全体                      1,186  13.6%  15.3%   4.1%   1.6%   1.4%   1.4%   3.3%  58.5%   9.0%

介護が必要な人はいない    943  13.4%  13.7%   4.3%   1.0%   0.7%   0.5%   2.7%  61.7%   8.7%

介護が必要な高齢者がいる    144  15.3%  20.8%   2.1%   4.2%   2.1%   4.2%   6.9%  47.2%   9.0%

介護が必要な障害者（児）が
いる 

    53  20.8%  24.5%   9.4%   5.7%   5.7%   9.4%   7.5%  43.4%   1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 
その他               23  17.4%  26.1%   0.0%   8.7%  17.4%   4.3%   4.3%  34.8%  17.4%
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[表２－11] 問17 福祉活動への参加意向 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

現在して

いる活動

を続けた

い 

現在の活

動とは違

う活動を

したい 

今後は活

動してみ

たい 

 

特に活動

をするつ

もりはな

い 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186     7.1%     1.3%    30.6%    39.8%     9.8%    11.4%

地域の福祉活動        120    36.7%     8.3%    21.7%    19.2%     8.3%     5.8%

ボランティアやＮＰＯの活動       44    61.4%    13.6%    11.4%     9.1%     2.3%     2.3%

ニーズのある人どうしの当事者活動       23    69.6%    17.4%     4.3%     4.3%     4.3%     0.0%

その他                 22    27.3%     4.5%    27.3%    22.7%    18.2%     0.0%

福祉活動

への参加

状況 

 

 特に参加していない      903     0.7%     0.1%    35.1%    48.2%    10.5%     5.4%

困ったときには支えてほしいと思う      219    10.5%     1.4%    37.4%    33.3%     9.6%     7.8%

支えてほしいが難しいと思う      509     8.3%     2.2%    36.0%    37.5%    10.2%     5.9%

支えてほしいとは思わない      226     5.3%     0.4%    24.3%    58.4%     7.5%     4.0%

わからない            160     3.8%     0.6%    24.4%    42.5%    12.5%    16.3%

近所の人

の支えの

要否 

 

 その他                 12     8.3%     0.0%    16.7%    25.0%    41.7%     8.3%

 

[表２－12] 問19 福祉活動で必要な条件づくり 

                          

 

 

 

 

 

全体 

(人) 

 

 

 

 

活動に

関する

さまざ

まな情

報提供

 

気軽に

相談で

きる窓

口 

 

 

知識や

技術を

身につ

けるた

めの研

修 

活動に

関する

アドバ

イザー

の派遣

 

活動の

ための

仲間や

グルー

プづく

り 

身近に

活動が

できる

場（施

設） 

 

活動に

必要な

費用の

援助 

 

 

その他 

 

 

 

 

 

特にな

い・わ

からな

い 

 

 

無回答

 

 

 

 

 

全体                      1,186  47.1%  40.0%  22.3%   9.5%  26.7%  37.2%  24.2%   1.5%  16.4%   8.2%

地域の福祉活動      120  59.2%  47.5%  29.2%  12.5%  39.2%  42.5%  35.0%   3.3%   6.7%   1.7%

ボランティアやＮＰＯ
の活動 

    44  65.9%  45.5%  22.7%  11.4%  29.5%  38.6%  38.6%   4.5%   4.5%   2.3%

ニーズのある人どうし
の当事者活動 

    23  69.6%  60.9%  34.8%  30.4%  52.2%  65.2%  43.5%   0.0%   0.0%   4.3%

その他               22  50.0%  40.9%  27.3%   9.1%  22.7%  50.0%  22.7%   4.5%   9.1%   9.1%

福祉活動

への参加

状況 

 

 

 
特に参加していない    903  48.9%  40.9%  23.3%  10.0%  27.6%  39.8%  24.0%   1.3%  19.4%   3.2%

 

[表２－13] 問20 災害時に気になること 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

自分や家

族の避難

が心配で

ある 

近所に避

難できな

いと思う

人がいる

避難場所

や経路が

わからな

い 

避難所で

生活でき

るかどう

か心配 

その他   

 

 

 

特に気に

なること

はない 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    61.2%    18.1%    16.9%    10.7%     3.8%    17.9%     4.0%

介護が必要な人はいない      943    60.8%    17.7%    16.4%     5.1%     4.2%    19.8%     3.6%

介護が必要な高齢者がいる      144    65.3%    19.4%    19.4%    36.1%     2.8%    10.4%     2.1%

介護が必要な障害者（児）
がいる 

      53    73.6%    22.6%    15.1%    50.9%     1.9%     3.8%     1.9%

介護が必

要な家族

の有無 

 
その他                 23    69.6%    17.4%    26.1%     8.7%     0.0%    13.0%     4.3%

地域の福祉活動        120    66.7%    31.7%    10.0%    15.0%     3.3%    13.3%     1.7%

ボランティアやＮＰＯの活動       44    54.5%    36.4%     6.8%    13.6%     6.8%    22.7%     2.3%

ニーズのある人どうしの当
事者活動 

      23    78.3%    47.8%    13.0%    30.4%    13.0%     8.7%     0.0%

その他                 22    40.9%    13.6%    13.6%     9.1%     9.1%    22.7%     0.0%

福祉活動

への参加

状況 

 

 
特に参加していない      903    62.9%    16.5%    17.8%     9.9%     3.8%    17.9%     3.0%
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[表２－14] 問21 支援が必要な人の情報共有 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

適切に管

理されれ

ば提供し

てもよい

個人の情

報は提供

したくな

い 

わからな

い 

 

 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                        1,186    62.2%    10.0%    21.7%     1.8%     4.3%

介護が必要な人はいない      943    62.5%    10.1%    22.1%     1.7%     3.7%

介護が必要な高齢者がいる      144    66.0%    10.4%    17.4%     2.1%     4.2%

介護が必要な障害者（児）がいる       53    81.1%     3.8%    13.2%     1.9%     0.0%

介護が必

要な家族

の有無 

 その他                 23    43.5%     0.0%    43.5%     4.3%     8.7%

自分や家族の避難が心配である      726    67.4%     9.6%    19.4%     1.5%     2.1%

近所に避難できないと思う人がいる      215    68.8%     8.4%    18.1%     1.9%     2.8%

避難場所や経路がわからない      201    62.2%    12.4%    21.4%     3.0%     1.0%

避難所で生活できるかどうか心配      127    63.0%    11.0%    20.5%     2.4%     3.1%

その他                 45    62.2%    11.1%    11.1%    15.6%     0.0%

災害時に

気になる

こと 

 

 

 特に気になることはない      212    56.1%    10.8%    28.8%     1.9%     2.4%

困ったときには支えてほしいと思う      219    72.6%     6.8%    15.5%     1.4%     3.7%

支えてほしいが難しいと思う      509    67.4%     8.4%    19.4%     1.8%     2.9%

支えてほしいとは思わない      226    55.8%    16.4%    23.5%     0.9%     3.5%

わからない            160    47.5%    10.0%    36.3%     2.5%     3.8%

近所の人

の支えの

要否 

 

 その他                 12    75.0%     8.3%     0.0%    16.7%     0.0%

相談したり助け合う人がいる      303    67.0%     6.6%    20.8%     1.7%     4.0%

家を行き来するほど親しい人がいる      240    63.3%    10.8%    19.6%     0.4%     5.8%

道で会えば親しく話をする人がいる      537    64.4%     8.2%    20.7%     1.7%     5.0%

あいさつをする程度      411    59.1%    10.7%    24.1%     2.2%     3.9%

ほとんど（全く）つきあいはない       63    50.8%    14.3%    27.0%     3.2%     4.8%

近所の人

との交流 

 

 

 

 その他                  6    66.7%    33.3%     0.0%     0.0%     0.0%
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３．校区福祉委員アンケート調査 クロス集計表 

 

（％は横軸の「全体(人)」に対する割合） 

 

[表３－１] 問６ 健康状態 

                          

 

全体(人) 

 

 

健康 

 

 

ふつう 

 

 

日常生活

には問題

はない 

からだが

弱く病気

がち  

その他 

 

 

無回答 

 

 

全体                          871    23.8%    52.2%    20.8%     1.7%     1.3%     0.2% 

30～40歳代             33    33.3%    48.5%    15.2%     3.0%     0.0%     0.0% 

50歳代                120    26.7%    55.8%    16.7%     0.0%     0.8%     0.0% 

60歳代前半            156    23.1%    52.6%    23.7%     0.6%     0.0%     0.0% 

60歳代後半            252    25.8%    56.3%    15.5%     1.2%     1.2%     0.0% 

70歳代前半            182    23.1%    47.3%    24.2%     3.8%     1.6%     0.0% 

70歳代後半             95    18.9%    46.3%    26.3%     3.2%     4.2%     1.1% 

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代                 25     4.0%    60.0%    36.0%     0.0%     0.0%     0.0% 

 

[表３－２] 問12 福祉の活動の頻度 

                          

 

 

全体(人)

 

 

ほぼ毎日

 

 

週に１～

数回 

 

月に１～

数回 

 

年に１～

数回 

 

ほとんど

していな

い 

その他  

 

 

無回答 

 

 

全体                          871     8.6%    30.3%    38.6%    13.8%     4.8%     0.6%     3.3%

民生委員活動          246    11.8%    52.0%    30.1%     2.8%     1.2%     0.0%     2.0%

地域や施設等でのボランテ
ィア活動 

     436    11.2%    37.8%    40.8%     7.8%     1.1%     0.2%     0.9%

地域組織での福祉に関する活動      605     9.6%    31.4%    37.2%    15.2%     4.8%     0.8%     1.0%

ＮＰＯなどでの福祉活動       35    14.3%    45.7%    28.6%     8.6%     0.0%     0.0%     2.9%

福祉委員

会以外の

活動 

 

 
その他                 30    20.0%    46.7%    23.3%    10.0%     0.0%     0.0%     0.0%

現在役員をしている      397    13.4%    35.3%    38.3%     8.1%     2.5%     0.5%     2.0%

以前に役員をしていた       93     3.2%    36.6%    31.2%    17.2%     8.6%     0.0%     3.2%

役員をしたことはない      329     4.9%    24.3%    42.2%    21.0%     5.5%     0.6%     1.5%

福祉委員

会の役員 

 

 その他                 10     0.0%     0.0%    70.0%    20.0%     0.0%     0.0%    10.0%

 

[表３－３] 問14 福祉の活動の期間 

                          

 

全体(人)

 

１年未満

 

１年～５

年未満 

５年～10

年未満 

10年～20

年未満 

20年以上 

 

その他  

 

無回答 

 

全体                          871     6.5%    30.3%    23.2%    23.3%    14.4%     0.2%     2.1%

していた              275     0.7%    12.4%    25.5%    30.5%    30.5%     0.0%     0.4%

特にしていなかった      555     9.7%    39.8%    23.1%    20.2%     6.5%     0.2%     0.5%

福祉委員

以前の福

祉の活動 その他                 18     0.0%    27.8%    16.7%    22.2%    22.2%     5.6%     5.6%

 

[表３－４] 問15 福祉の活動のきっかけ 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

自分から

したいと

思って参

加した 

誘われて

興味をも

って参加

した 

頼まれて

しかたな

く参加し

た 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871    11.8%    34.6%    37.0%    13.4%     3.2% 

していた              275    23.3%    42.5%    22.5%     9.8%     1.8% 

特にしていなかった      555     6.1%    32.1%    44.5%    15.7%     1.6% 

福祉委員

以前の福

祉の活動 その他                 18    22.2%    16.7%    44.4%    11.1%     5.6% 
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[表３－５] 問16 福祉の活動を始めたときの気持ち 

               

         

 

 

 

全体 

(人) 

 

 

 

他人や

社会の

ために

役に立

ちたい

住んで

いる地

域をよ

り良く

したい 

技能や

能力、

経験を

活かし

たい 

生きが

いや健

康を高

めたい

 

新たな

友人を

得たい

 

 

技術や

技能を

習得し

たい 

 

福祉の

活動に

興味が

あった

 

ボラン

ティア

のお世

話にな

った 

将来世

話にな

ると思

った 

 

その他 

 

 

 

 

特に明

確な気

持ちや

動機は

なかった

無回答

 

 

 

 

全体           871   0.5%  54.0%  12.5%  28.0%  13.2%   4.5%  17.5%   1.6%  27.4%   4.2%  12.4%   2.9%

自分からしたいと
思って参加した 

   103  73.8%  62.1%  24.3%  40.8%  18.4%   4.9%  35.0%   1.9%  22.3%   9.7%   1.0%   1.0%

誘われて興味をも
って参加した 

   301  53.5%  63.1%  16.3%  39.2%  17.9%   6.3%  26.9%   1.3%  30.6%   1.7%   3.0%   0.7%

頼まれてしかた
なく参加した 

   322  37.0%  46.3%   8.4%  20.2%  10.9%   3.4%   6.8%   1.6%  29.2%   1.2%  22.0%   1.9%

 
活
動
の
き
っ
か
け 

その他    117  35.0%  48.7%   5.1%  12.8%   4.3%   2.6%  11.1%   1.7%  19.7%  14.5%  23.1%   0.9%

 

[表３－６] 問17 活動をして感じること 

               

         

 

 

 

 

全体(

人) 

 

 

 

 

他人や

社会の

ために

役に立

ってい

る 

地域が

良くな

ってい

る 

 

 

技能や

能力、

経験を

活かせ

ている

 

生きが

いや健

康が高

まって

いる 

 

新たな

友人を

得るこ

とがで

きた 

 

技術や

技能を

習得で

きた 

 

 

福祉へ

の関心

が高ま

った 

 

 

思いや

りの気

持ちが

深まっ

た 

 

社会で

評価さ

れるよ

うにな

った 

 

福祉の

課題が

見える

ように

なった 

 

１～10

のよう

なこと

は特に

感じな

い 

無回答

 

 

 

 

 

全体           871  43.1%  28.7%  14.6%  23.5%  51.7%   6.5%  38.6%  52.1%   9.3%  42.5%   3.3%   3.2%

他人や社会のため
に役に立ちたい 

   400  66.8%  36.3%  22.3%  31.0%  59.3%   9.0%  46.8%  60.0%  14.8%  49.5%   0.8%   0.8%

住んでいる地域を
より良くしたい 

   470  53.0%  44.9%  17.7%  30.2%  54.0%   8.3%  45.1%  58.9%  12.6%  47.7%   1.5%   0.9%

技能や能力、経
験を活かしたい 

   109  66.1%  41.3%  60.6%  39.4%  64.2%  15.6%  41.3%  54.1%  22.9%  55.0%   0.0%   0.0%

生きがいや健
康を高めたい 

   244  54.1%  39.3%  27.0%  58.2%  70.1%  14.8%  49.2%  66.0%  18.4%  50.4%   0.0%   0.4%

新たな友人を
得たい 

   115  47.8%  33.9%  24.3%  40.0%  87.8%  14.8%  50.4%  67.0%  14.8%  49.6%   0.0%   0.0%

技術や技能を
習得したい 

    39  59.0%  38.5%  33.3%  48.7%  59.0%  38.5%  56.4%  87.2%  17.9%  64.1%   0.0%   2.6%

福祉の活動に
興味があった 

   152  55.3%  33.6%  21.7%  34.9%  64.5%  14.5%  55.9%  72.4%  15.1%  59.9%   0.7%   1.3%

ボランティアの
お世話になった 

    14  35.7%  14.3%  21.4%  42.9%  42.9%   7.1%  35.7%  57.1%   0.0%  42.9%   0.0%   0.0%

将来世話にな
ると思った 

   239  49.8%  28.5%  14.2%  25.9%  59.8%   9.2%  46.4%  66.1%   9.6%  47.7%   1.3%   1.3%

その他     37  29.7%  27.0%  13.5%  13.5%  62.2%   8.1%  37.8%  51.4%  10.8%  59.5%   2.7%   2.7%

 
福
祉
の
活
動
を
始
め
た
と
き
の
気
持
ち 

 

特に明確な気持ち
や動機はなかった 

   108  19.4%   8.3%   6.5%   8.3%  40.7%   1.9%  25.0%  34.3%   6.5%  29.6%  16.7%   1.9%

自分からしたいと
思って参加した 

   103  56.3%  41.7%  22.3%  36.9%  69.9%   6.8%  37.9%  53.4%  15.5%  43.7%   0.0%   1.9%

誘われて興味を
もって参加した 

   301  49.2%  28.9%  17.6%  32.6%  57.8%   7.3%  43.2%  58.8%   9.6%  45.2%   1.3%   0.7%

頼まれてしかた
なく参加した 

   322  39.4%  26.4%  12.1%  15.8%  47.5%   6.2%  34.2%  50.0%   8.1%  39.4%   5.6%   1.6%

 
活
動
の
き
っ
か
け 

その他    117  32.5%  25.6%   8.5%  13.7%  39.3%   4.3%  41.0%  45.3%   7.7%  47.9%   6.0%   3.4%
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[表３－７] 問18 福祉の活動で困っていること 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

活動の時

間的な負

担が大き

い 

活動の体

力的な負

担が大き

い 

活動の経

済的な負

担が大き

い 

家族が活

動を理解

してくれ

ない 

一緒に活

動するメ

ンバーが

少ない 

活動のメ

ンバーが

高齢化し

ている 

活動する

グループ

の運営が

難しい 

他の団体

等との関

係づくり

が難しい

全体                          871    28.2%    13.7%     4.2%     2.9%    26.3%    59.8%     4.5%     5.5%

民生委員活動          246    42.3%    19.9%     6.5%     3.3%    23.2%    63.4%     3.3%     6.1%

地域や施設等での
ボランティア活動 

     436    32.3%    17.2%     5.0%     2.5%    29.4%    69.0%     5.5%     5.5%

地域組織での福祉
に関する活動 

     605    28.9%    14.2%     4.6%     3.1%    29.1%    64.6%     4.6%     5.6%

ＮＰＯなどでの福
祉活動 

      35    28.6%    17.1%     2.9%     0.0%    34.3%    68.6%     8.6%     5.7%

福祉委員

会以外の

活動 

 

 

 

 
その他                 30    36.7%    20.0%     3.3%     3.3%    30.0%    60.0%     6.7%    13.3%

現在役員をしている      397    33.5%    16.1%     5.0%     2.0%    26.7%    65.7%     6.5%     7.8%

以前に役員をして
いた 

      93    24.7%    16.1%     2.2%     3.2%    22.6%    58.1%     4.3%     5.4%

役員をしたことは
ない 

     329    25.2%    10.6%     4.3%     3.3%    28.0%    56.8%     2.4%     3.6%

福祉委員

会の役員 

 

 

 
その他                 10    10.0%    10.0%     0.0%    10.0%    30.0%    40.0%     0.0%     0.0%

 
                          

 

 

 

活動する

ための場

所の確保

が難しい 

活動のた

めの財源

の確保が

難しい 

活動がマ

ンネリ化

している

 

新しい活

動を始め

ることが

難しい 

相談や支

援をして

くれる人

がいない

その他  

 

 

 

特にない

・わから

ない 

 

無回答 

 

 

 

全体                         5.7%     9.5%    27.7%    11.9%     3.0%     5.5%     9.6%     5.2%

民生委員活動         5.7%     7.3%    30.5%    13.4%     1.6%     5.7%     7.3%     3.7%

地域や施設等での
ボランティア活動 

    8.3%    10.8%    31.4%    13.3%     2.8%     6.4%     6.0%     2.3%

地域組織での福祉
に関する活動 

    6.6%    11.4%    28.3%    12.2%     3.3%     5.5%     8.1%     3.3%

ＮＰＯなどでの福
祉活動 

   14.3%     8.6%    37.1%    20.0%     8.6%    11.4%     2.9%     0.0%

福祉委員

会以外の

活動 

 

 

 

 
その他              13.3%    20.0%    13.3%    30.0%     0.0%    13.3%     6.7%     6.7%

現在役員をしている     8.6%    13.6%    29.0%    15.4%     5.0%     6.3%     6.5%     4.0%

以前に役員をして
いた 

    7.5%     6.5%    32.3%    15.1%     1.1%    10.8%     9.7%     4.3%

役員をしたことは
ない 

    1.8%     5.2%    26.4%     7.6%     1.5%     3.0%    14.0%     3.3%

福祉委員

会の役員 

 

 

 
その他               0.0%    20.0%    10.0%    10.0%     0.0%    10.0%     0.0%    20.0%
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[表３－８] 問19 今後の活動の意向 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

現在の活

動を続け

ていきた

い 

現在に加

えて新た

な活動も

したい 

現在に代

えて新た

な活動を

したい 

活動を縮

小したい

・やめた

い 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871    53.0%    10.2%     2.4%    21.9%     5.3%     7.1%

活動の時間的な負担が大きい      246    44.3%     7.3%     2.8%    36.6%     6.5%     2.4%

活動の体力的な負担が大きい      119    37.0%     9.2%     5.0%    40.3%     4.2%     4.2%

活動の経済的な負担が大きい       37    43.2%    21.6%     2.7%    27.0%     2.7%     2.7%

家族が活動を理解してくれない       25    40.0%    12.0%     4.0%    36.0%     0.0%     8.0%

一緒に活動するメンバーが少ない      229    59.0%    12.7%     3.9%    18.8%     3.9%     1.7%

活動のメンバーが高齢化している      521    55.5%    12.9%     2.5%    21.1%     4.0%     4.0%

活動するグループの運営が難しい       39    48.7%    20.5%     2.6%    20.5%     5.1%     2.6%

他の団体等との関係づくりが難しい       48    56.3%    12.5%     4.2%    20.8%     4.2%     2.1%

活動するための場所の確保が難しい       50    50.0%    28.0%     4.0%    12.0%     6.0%     0.0%

活動のための財源の確保が難しい       83    53.0%    18.1%     3.6%    16.9%     6.0%     2.4%

活動がマンネリ化している      241    48.1%    17.4%     4.1%    21.6%     5.0%     3.7%

新しい活動を始めることが難しい      104    45.2%    20.2%     2.9%    25.0%     5.8%     1.0%

相談や支援をしてくれる人がいない       26    53.8%    15.4%     3.8%    19.2%     7.7%     0.0%

その他                 48    39.6%    10.4%     4.2%    20.8%    20.8%     4.2%

福祉の活

動で困っ

ているこ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
特にない・わからない       84    46.4%     4.8%     0.0%    23.8%    11.9%    13.1%

他人や社会のために役に立っている      375    60.0%    13.3%     1.3%    18.4%     3.5%     3.5%

地域が良くなっている      250    61.6%    12.4%     2.0%    14.4%     5.6%     4.0%

技能や能力、経験を活かせている      127    52.8%    18.1%     1.6%    19.7%     6.3%     1.6%

生きがいや健康が高まっている      205    62.9%    18.5%     1.5%     9.8%     3.9%     3.4%

新たな友人を得ることができた      450    60.4%    10.7%     1.6%    18.0%     5.6%     3.8%

技術や技能を習得できた       57    43.9%    24.6%     1.8%    19.3%     5.3%     5.3%

福祉への関心が高まった      336    59.8%    13.7%     2.4%    16.1%     4.8%     3.3%

思いやりの気持ちが深まった      454    60.4%    11.2%     2.0%    17.6%     4.2%     4.6%

社会で評価されるようになった       81    51.9%    22.2%     3.7%    12.3%     8.6%     1.2%

福祉の課題が見えるようになった      370    51.4%    14.6%     3.8%    18.1%     7.6%     4.6%

活動をし

て感じる

こと 

 

 

 

 

 

 

 

 
１～10のようなことは特に感じない       29    10.3%     0.0%     0.0%    79.3%     3.4%     6.9%

 

[表３－９] 問20 活動する人を増やす取り組み 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

声をかけ

て参加を

呼びかけ

ている 

チラシな

どで参加

を呼びか

けている

団体を通

じて参加

を呼びか

けている

講座やイ

ベントな

どを開催

している

その他  

 

 

 

必要だと

思うが取

り組んで

いない 

増やす必

要がある

とは思わ

ない 

無回答 

 

 

 

全体                          871    41.9%    10.1%    11.9%     5.5%     1.6%    41.2%     2.1%     6.0%

現在役員をしている      397    49.6%    15.9%    16.9%     7.1%     2.8%    32.7%     3.0%     3.8%

以前に役員をして
いた 

      93    44.1%     8.6%     9.7%     4.3%     1.1%    36.6%     1.1%     5.4%

役員をしたことは
ない 

     329    34.0%     4.3%     6.7%     3.6%     0.6%    54.1%     1.2%     5.8%

福祉委員

会の役員 

 

 

 
その他                 10    40.0%    10.0%    20.0%     0.0%     0.0%    20.0%     0.0%    10.0%
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[表３－10] 問21 今後参加してほしい人 

                

      

 

 

全体(人) 

 

 

 

元気な高

齢者 

 

 

定年退職

者や子育

ての手が

離れた人

ＰＴＡや

自治会な

どの活動

の経験者

若い世代

の人 

 

 

小学生・

中学生な

どの子ど

もたち 

地域にあ

る企業の

従業員な

ど 

その他   

 

 

 

特にない

・わから

ない 

 

無回答 

 

 

 

全体               871    30.0%    65.3%    29.7%    43.1%    11.7%     2.0%     1.7%     3.2%     2.1%

30～40歳代       33    18.2%    60.6%    12.1%    39.4%    36.4%     3.0%     0.0%     6.1%     0.0%

50歳代          120    28.3%    60.8%    25.0%    50.8%    16.7%     1.7%     2.5%     2.5%     0.0%

60歳代前半      156    30.8%    64.7%    25.6%    48.7%    14.1%     1.9%     0.6%     3.2%     0.6%

60歳代後半      252    23.8%    68.3%    36.1%    42.9%     9.9%     1.2%     1.6%     3.6%     1.6%

70歳代前半      182    35.2%    68.1%    29.1%    41.8%     7.7%     3.3%     2.7%     2.2%     2.2%

70歳代後半       95    36.8%    67.4%    35.8%    32.6%     7.4%     2.1%     2.1%     1.1%     6.3%

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代           25    48.0%    48.0%    24.0%    24.0%     0.0%     0.0%     0.0%     8.0%     8.0%

 

[表３－11] 問24 災害時の福祉活動 

                          

 

 

全体(人) 

 

 

支援する

活動に参

加したい

参加する

のは難し

いと思う

わからな

い 

 

その他  

 

 

無回答 

 

 

全体                          871    49.4%    30.7%    13.8%     2.4%     3.8%

30～40歳代             33    45.5%    24.2%    27.3%     0.0%     3.0%

50歳代                120    47.5%    24.2%    20.8%     5.0%     2.5%

60歳代前半            156    46.2%    32.1%    17.9%     2.6%     1.3%

60歳代後半            252    56.3%    27.0%    11.5%     2.4%     2.8%

70歳代前半            182    51.6%    34.1%    10.4%     0.5%     3.3%

70歳代後半             95    38.9%    40.0%     6.3%     4.2%    10.5%

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代                 25    40.0%    40.0%    12.0%     0.0%     8.0%

 

[表３－12] 問28 寄付のための取り組み 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

共同募金

や社協会

費制をＰ

Ｒする 

寄付の使

い道の情

報公開を

すすめる

団体等の

理解で呼

びかけを

充実する

その他  

 

 

 

特にない

・わから

ない 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871    40.4%    64.1%    39.3%     3.0%     5.7%     3.4% 

30～40歳代             33    18.2%    72.7%    42.4%     3.0%    12.1%     0.0% 

50歳代                120    25.8%    73.3%    31.7%     5.8%     6.7%     2.5% 

60歳代前半            156    41.7%    66.0%    41.0%     2.6%     3.8%     1.3% 

60歳代後半            252    41.3%    62.3%    39.3%     2.0%     5.6%     2.8% 

70歳代前半            182    41.8%    65.4%    44.0%     3.3%     6.6%     3.3% 

70歳代後半             95    55.8%    52.6%    42.1%     3.2%     4.2%     9.5% 

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代                 25    64.0%    48.0%    24.0%     0.0%     4.0%     8.0% 
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問29 地域の暮らしの環境の変化 

[表３－13－１] ③安心して子育てができる 

                          

 

全体(人) 

 

かなりよ

くなった

多少はよ

くなった

あまり変

わらない

むしろ悪

くなった

わからな

い 

無回答 

 

全体                          871     2.1%    18.9%    43.2%    12.6%    14.7%     8.5% 

30～40歳代             33     0.0%     9.1%    39.4%    45.5%     3.0%     3.0% 

50歳代                120     1.7%    18.3%    47.5%    19.2%    10.0%     3.3% 

60歳代前半            156     2.6%    15.4%    38.5%    17.3%    17.9%     8.3% 

60歳代後半            252     1.6%    20.2%    50.0%     8.3%    15.5%     4.4% 

70歳代前半            182     1.6%    22.0%    41.2%    10.4%    14.8%     9.9% 

70歳代後半             95     4.2%    21.1%    34.7%     4.2%    15.8%    20.0% 

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代                 25     0.0%    12.0%    36.0%     4.0%    20.0%    28.0% 

 

[表３－13－２] ④子どもが健やかに育つ 

                          

 

全体(人) 

 

かなりよ

くなった

多少はよ

くなった

あまり変

わらない

むしろ悪

くなった

わからな

い 

無回答 

 

全体                          871     2.9%    21.8%    45.5%    11.3%    10.0%     8.6% 

30～40歳代             33     0.0%    15.2%    48.5%    33.3%     0.0%     3.0% 

50歳代                120     1.7%    18.3%    50.8%    15.8%     9.2%     4.2% 

60歳代前半            156     3.2%    19.2%    45.5%    12.8%    10.9%     8.3% 

60歳代後半            252     2.4%    20.2%    52.0%     8.3%    11.5%     5.6% 

70歳代前半            182     2.7%    27.5%    41.8%    11.5%     7.7%     8.8% 

70歳代後半             95     3.2%    27.4%    34.7%     4.2%    11.6%    18.9% 

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代                 25    12.0%    16.0%    24.0%     4.0%    16.0%    28.0% 

 

[表３－14] 問30 力を入れるべき福祉の課題 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

ねたきり

や認知症

の高齢者

の介護 

高齢者の

生きがい

づくり 

 

障害者（

児）の介

護や支援

子育てへ

の支援 

 

 

子どもの

健全育成

や虐待へ

の対応 

低所得な

どで困っ

ている人

への支援 

外国籍住

民への支

援 

 

生活環境

を良くす

るための

取り組み

全体                          871    52.5%    55.8%    21.4%    30.9%    41.3%    14.0%     1.8%    33.0%

30～40歳代             33    48.5%    30.3%    21.2%    66.7%    66.7%    21.2%     0.0%    27.3%

50歳代                120    53.3%    52.5%    29.2%    32.5%    50.0%    14.2%     2.5%    29.2%

60歳代前半            156    46.2%    44.9%    17.9%    33.3%    42.9%    12.2%     1.3%    37.2%

60歳代後半            252    56.3%    58.3%    21.0%    33.3%    42.9%    15.5%     2.8%    33.3%

70歳代前半            182    47.8%    64.8%    22.5%    23.6%    37.4%    12.1%     1.6%    38.5%

70歳代後半             95    58.9%    60.0%    18.9%    25.3%    29.5%    13.7%     1.1%    27.4%

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代                 25    64.0%    72.0%    12.0%     8.0%    16.0%    16.0%     0.0%    16.0%
 
                          

 

 

 

ボランテ

ィアなど

の活動の

推進 

地域のつ

ながりづ

くりや交

流の場 

日常のち

ょっとし

た支援を

行う活動

災害時の

高齢者・

障害者等

の支援 

支援が必

要な人な

どの権利

擁護 

福祉の相

談が気軽

にできる

しくみ 

その他   

 

 

 

特にない

・わから

ない 

 

無回答 

 

 

 

全体                        26.5%    36.7%    25.1%    34.8%     7.3%    27.7%     3.0%     1.8%     2.5%

30～40歳代          15.2%    33.3%     9.1%    18.2%    12.1%    27.3%     3.0%     3.0%     0.0%

50歳代              10.8%    33.3%    24.2%    34.2%     8.3%    26.7%     4.2%     1.7%     2.5%

60歳代前半          25.0%    39.1%    25.6%    32.1%     6.4%    29.5%     3.8%     1.9%     1.9%

60歳代後半          31.0%    40.1%    27.0%    34.1%     4.8%    27.4%     3.2%     1.6%     0.4%

70歳代前半          30.2%    39.6%    25.8%    37.9%    12.1%    26.9%     1.6%     2.7%     2.2%

70歳代後半          29.5%    26.3%    25.3%    40.0%     5.3%    29.5%     3.2%     1.1%     8.4%

年齢 

 

 

 

 

 

 80歳代              36.0%    32.0%    24.0%    40.0%     0.0%    24.0%     0.0%     0.0%     8.0%
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[表３－15] 問31 福祉の相談の取り組み 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

市の相談

窓口を充

実する 

 

地域の相

談機関を

充実する

 

身近な施

設等でで

きるよう

にする 

市民も参

加する相

談窓口を

充実する

民生委員

等と専門

機関等を

つなぐ 

その他   

 

 

 

特にない

・わから

ない 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871    34.4%    30.9%    23.0%    27.7%    35.5%     2.6%     5.3%     4.6%

民生委員活動          246    38.2%    45.9%    26.4%    26.0%    29.7%     3.3%     2.4%     3.7%

地域や施設等での
ボランティア活動 

     436    33.5%    33.7%    22.9%    29.1%    34.6%     2.5%     5.3%     3.4%

地域組織での福祉
に関する活動 

     605    35.4%    31.6%    23.5%    28.1%    37.5%     2.3%     4.5%     4.3%

ＮＰＯなどでの福
祉活動 

      35    37.1%    28.6%    28.6%    20.0%    25.7%     8.6%     5.7%     2.9%

福祉委員

会以外の

活動 

 

 

 

 
その他                 30    26.7%    26.7%    26.7%    36.7%    43.3%    10.0%     0.0%     6.7%

 

[表３－16] 問32 まちかど福祉相談所の利用 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

支援が必

要なケー

スを相談

した 

地域での

活動につ

いて相談

した 

その他の

ことにつ

いて相談

した 

話を聞い

てもらっ

た 

 

相談した

り話をし

たことは

ない 

まちかど

福祉相談

所を知ら

ない 

その他  

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871     4.8%     2.1%     1.4%     2.8%    57.4%    15.4%     3.7%    12.5%

池田校区               32     3.1%     0.0%     3.1%     0.0%    78.1%     6.3%     3.1%     6.3%

梅が丘校区             21    14.3%     4.8%    14.3%     0.0%    42.9%     0.0%     4.8%    19.0%

神田校区               41     4.9%     0.0%     0.0%     2.4%    63.4%    22.0%     0.0%     7.3%

北校区                 55     7.3%     1.8%     1.8%     1.8%    54.5%     7.3%     3.6%    21.8%

木田校区               53     5.7%     0.0%     0.0%     1.9%    43.4%    37.7%     0.0%    11.3%

楠根校区               24     0.0%     0.0%     0.0%     8.3%    58.3%     8.3%     0.0%    25.0%

国松緑丘校区           32     0.0%     3.1%     0.0%     0.0%    56.3%    25.0%     0.0%    15.6%

啓明校区               19     0.0%     0.0%     5.3%     0.0%    78.9%     5.3%     0.0%    10.5%

木屋校区               53     5.7%     0.0%     1.9%     1.9%    77.4%     3.8%     5.7%     3.8%

桜校区                 44     2.3%     0.0%     0.0%     4.5%    61.4%     9.1%     0.0%    22.7%

点野校区               88     6.8%     0.0%     0.0%     2.3%    52.3%    23.9%     3.4%    11.4%

成美校区               29     3.4%     0.0%     0.0%     0.0%    62.1%    24.1%     3.4%     6.9%

田井石津校区           58     3.4%     1.7%     1.7%     6.9%    58.6%     8.6%     8.6%    10.3%

第五校区               44     0.0%     4.5%     2.3%     6.8%    54.5%     6.8%     2.3%    22.7%

中央校区               30     0.0%     0.0%     0.0%    13.3%    50.0%    23.3%     3.3%    10.0%

西校区                 61     6.6%     3.3%     0.0%     1.6%    68.9%     3.3%     6.6%     9.8%

東校区                 20     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%    65.0%    25.0%     0.0%    10.0%

堀溝校区               29    10.3%    10.3%     6.9%     0.0%    48.3%    13.8%     0.0%    10.3%

三井校区               13     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%    38.5%    53.8%     0.0%     7.7%

南校区                 45     0.0%     8.9%     0.0%     0.0%    46.7%    31.1%     4.4%     8.9%

明徳宇谷校区           26     0.0%     3.8%     0.0%     0.0%    65.4%    19.2%     7.7%     3.8%

明和校区               18     5.6%     0.0%     0.0%     5.6%    44.4%    11.1%     5.6%    27.8%

福祉委員

会の校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
和光校区               28    25.0%     7.1%     0.0%     3.6%    39.3%     0.0%    17.9%     7.1%
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[表３－17] 問34 災害時の活動の条件づくり 

                          

 

 

 

全体(人) 

 

 

 

支援が必

要な人の

情報の共

有 

地域での

防災組織

の確立 

 

災害ボラ

ンティア

センター

の構築 

災害時に

活用でき

る資機材

の整備 

平時から

の意識づ

くりや訓

練の実施

その他   

 

 

 

特にない

・わから

ない 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871    68.8%    30.9%    10.6%    14.8%    45.8%     1.5%     2.5%     2.9%

民生委員活動          246    80.5%    32.5%    10.6%    10.2%    47.6%     1.6%     1.2%     1.6%

地域や施設等での
ボランティア活動 

     436    70.0%    32.3%     9.6%    16.3%    47.2%     1.8%     1.4%     2.5%

地域組織での福祉
に関する活動 

     605    68.1%    31.7%    10.2%    16.7%    46.6%     1.7%     2.0%     2.8%

ＮＰＯなどでの福
祉活動 

      35    68.6%    22.9%    14.3%    11.4%    51.4%     0.0%     2.9%     2.9%

福祉委員

会以外の

活動 

 

 

 

 
その他                 30    73.3%    40.0%    13.3%    10.0%    46.7%     6.7%     0.0%     0.0%

 

[表３－18] 問35 虐待等の見聞きや通報 

                          

 

 

 

全体(人)

 

 

 

行政や専

門機関等

に通報や

相談した

見聞きし

たが通報

したこと

はない 

見聞きし

たことは

ない 

 

その他   

 

 

 

無回答 

 

 

 

全体                          871     9.6%     7.1%    69.6%     3.2%    10.4%

民生委員活動          246    18.3%     6.9%    59.3%     5.7%     9.8%

地域や施設等でのボランティア活動      436    12.8%     6.9%    68.6%     3.4%     8.3%

地域組織での福祉に関する活動      605     9.9%     7.4%    69.4%     3.3%     9.9%

ＮＰＯなどでの福祉活動       35    20.0%     8.6%    57.1%     2.9%    11.4%

福祉委員

会以外の

活動 

 

 その他                 30    20.0%    10.0%    50.0%     3.3%    16.7%
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４．平成15年調査の結果【抜粋】 

 

 

 平成17年３月に策定した「寝屋川市地域福祉計画」に市民のニーズや意識を反映するために実施した「市民アンケ

ート調査」の結果のうち、本報告書の分析に引用した項目の単純集計表を、「寝屋川市地域福祉計画の策定に向けた

市民・事業者アンケート調査報告書」（平成16年３月発行）から抜粋して掲載しました。調査の詳細は同報告書をご

参照ください。 

 

○調査の実施概要 

（調査の目的と内容） 

 寝屋川市地域福祉計画を策定するにあたり、計画づくりへの市民参加のひとつとして、暮らしや保健福祉などに対

する意見をお聞きするために実施しました。 

 調査項目は下記のとおりです。 

１．回答者の属性と暮らしの状況 

２．地域との関わりや地域に対する意識 

３．これからの福祉(地域福祉)に関する考え方や参加意識 

（調査の対象者） 

 次世代を担う若者の意見も把握するよう、16歳以上の市民を対象として、平成15年11月15日現在の住民基本台帳か

ら3,000人を無作為抽出しました。 

（調査の方法） 

 郵送で調査票の配付・回収を行う、自記式の質問紙法で実施しました。 

 調査票は平成15年11月20日に発送し、12月５日までに回答するよう依頼しましたが、できるだけ多くの方のご意見

を反映するよう、12月末日までに到着したものを有効としました。 

（調査票の回収状況） 

 調査票の配付数3,000通に対して、1,376通が返送されましたが、このうち、白紙の調査票３通を除いた1,373通を

有効としました。有効回収率は45.8％です。 

 

○単純集計表（年齢・性別集計）【抜粋】（％は縦軸の「全体(人)」に対する割合） 

 

[表４－１] 年齢（問１） 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

16～24歳             5.8%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     5.9%     5.7%

25～34歳             8.9%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     8.4%     9.2%

35～44歳             8.3%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     8.9%     7.9%

45～54歳            16.8%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%     0.0%    15.7%    17.4%

55～64歳            28.7%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%     0.0%    26.7%    30.2%

65～74歳            21.4%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     0.0%    26.5%    18.0%

75歳以上             9.8%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%   100.0%     7.9%    11.1%

無回答               0.4%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.5%

 

[表４－２] 世帯類型（問３） 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

ひとり暮らし         7.8%     1.3%     0.8%     4.4%     5.7%     7.1%    12.2%    17.0%     5.0%     9.7%

夫婦のみ            28.3%     1.3%     9.8%     4.4%    10.0%    38.3%    49.7%    35.6%    30.9%    26.5%

二世代同居          47.9%    73.4%    77.0%    74.6%    67.4%    43.1%    23.5%    19.3%    49.0%    47.3%

三世代同居          11.8%    19.0%     9.0%    14.0%    11.7%     8.4%    11.2%    20.0%    11.8%    11.6%

その他               3.8%     2.5%     3.3%     2.6%     4.8%     3.0%     3.1%     7.4%     3.2%     4.2%

無回答               0.4%     2.5%     0.0%     0.0%     0.4%     0.0%     0.3%     0.7%     0.0%     0.6%
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[表４－３] 職業（問６） 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

勤め人(フルタイム)    22.1%    13.9%    49.2%    43.0%    38.3%    21.1%     3.4%     1.5%    37.4%    11.6%

自営業(家族従業者)     8.8%     0.0%     3.3%     7.9%     9.6%    14.0%     9.2%     3.0%    13.1%     5.9%

自由業               0.9%     0.0%     0.8%     0.0%     0.4%     1.0%     2.0%     0.0%     2.0%     0.1%

パート・アルバイト    13.7%    19.0%    21.3%    16.7%    23.5%    14.5%     5.8%     0.0%     6.4%    18.6%

内職                 0.8%     0.0%     0.8%     0.9%     0.9%     0.8%     1.0%     0.7%     0.0%     1.4%

専業主婦            24.6%     2.5%    13.9%    24.6%    17.4%    31.5%    32.0%    23.0%     0.2%    41.6%

学生・生徒           3.5%    58.2%     0.8%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.7%     3.0%     3.8%

その他               2.2%     1.3%     2.5%     2.6%     0.0%     1.3%     3.4%     5.9%     2.9%     1.7%

有給の仕事には就
いていない       

   20.5%     3.8%     6.6%     4.4%     9.6%    14.5%    39.8%    49.6%    32.9%    11.7%

無回答               3.0%     1.3%     0.8%     0.0%     0.4%     1.5%     3.4%    15.6%     2.1%     3.6%

 

[表４－４] 暮らし向き（問７） 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

どちらかといえば
豊か             

    5.5%    11.4%     4.1%     7.0%     5.7%     4.3%     5.1%     5.9%     5.0%     5.8%

ふつう              50.5%    49.4%    42.6%    45.6%    44.3%    53.6%    53.7%    58.5%    52.1%    49.6%

どちらかといえば
苦しい           

   29.0%    24.1%    36.1%    30.7%    32.2%    27.4%    28.6%    23.7%    27.7%    29.8%

かなり苦しい        11.9%     8.9%    16.4%    16.7%    16.1%    11.7%     9.5%     3.7%    13.8%    10.5%

わからない           1.7%     6.3%     0.8%     0.0%     1.3%     1.5%     1.0%     3.7%     1.1%     2.2%

その他               0.7%     0.0%     0.0%     0.0%     0.4%     1.0%     1.0%     1.5%     0.2%     1.1%

無回答               0.7%     0.0%     0.0%     0.0%     0.0%     0.5%     1.0%     3.0%     0.2%     1.0%

 

地域での暮らしの満足度（問 18） 

[表４－５－１] ①高齢者が安心して暮らせる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            14.1%     6.3%     5.7%    10.5%    13.9%    11.2%    16.7%    31.1%    14.3%    13.7%

どちらかというと
そう思う       

   18.5%    16.5%    13.9%    11.4%    14.8%    19.8%    23.1%    22.2%    19.9%    17.6%

とちらかといえば
そうは思わない 

   21.7%    25.3%    27.0%    30.7%    22.6%    22.8%    19.0%     7.4%    25.0%    19.4%

そうは思わない      23.7%    20.3%    30.3%    36.8%    28.3%    23.6%    21.1%     7.4%    22.7%    24.4%

わからない          16.0%    29.1%    23.0%     9.6%    17.4%    16.2%    11.2%    14.8%    13.6%    17.6%

無回答               6.1%     2.5%     0.0%     0.9%     3.0%     6.3%     8.8%    17.0%     4.5%     7.3%

 

[表４－５－２] ②障害者が安心して暮らせる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             8.4%     3.8%     6.6%     8.8%     8.7%     8.1%    10.9%     7.4%     9.5%     7.8%

どちらかというと
そう思う       

   12.8%    16.5%     6.6%    12.3%    12.2%    12.7%    13.6%    17.0%    15.0%    11.1%

とちらかといえば
そうは思わない 

   19.2%    25.3%    35.2%    18.4%    23.0%    19.5%    12.9%     8.1%    20.6%    18.4%

そうは思わない      27.5%    32.9%    28.7%    43.9%    31.3%    26.1%    26.5%     8.9%    30.4%    25.5%

わからない          23.2%    19.0%    23.0%    16.7%    21.7%    25.9%    22.8%    27.4%    18.8%    26.4%

無回答               8.8%     2.5%     0.0%     0.0%     3.0%     7.6%    13.3%    31.1%     5.7%    10.9%



－75－ 

 

[表４－５－３] ③安心して子育てができる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             9.1%     7.6%     8.2%     9.6%    10.9%     7.6%    10.2%     8.9%    10.6%     8.1%

どちらかというと
そう思う       

   16.1%    15.2%    13.9%    14.9%    20.0%    17.3%    14.6%    12.6%    17.4%    15.3%

とちらかといえば
そうは思わない 

   22.0%    26.6%    27.9%    20.2%    27.0%    23.6%    18.0%    11.1%    24.0%    20.6%

そうは思わない      24.3%    21.5%    37.7%    46.5%    27.0%    26.1%    15.3%     5.2%    23.3%    25.0%

わからない          17.3%    26.6%    12.3%     8.8%    11.3%    16.8%    21.8%    25.9%    16.6%    17.8%

無回答              11.3%     2.5%     0.0%     0.0%     3.9%     8.6%    20.1%    36.3%     8.2%    13.2%

 

[表４－５－４] ④子どもが健やかに育つ 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             9.5%     7.6%     9.8%    11.4%    12.2%     8.1%     8.5%     9.6%    10.0%     9.1%

どちらかというと
そう思う       

   19.4%    22.8%    17.2%    16.7%    20.4%    20.6%    18.4%    18.5%    20.8%    18.4%

とちらかといえば
そうは思わない 

   23.5%    24.1%    27.9%    23.7%    30.0%    23.9%    20.7%    12.6%    24.5%    22.8%

そうは思わない      24.1%    30.4%    37.7%    42.1%    23.0%    24.1%    18.7%     6.7%    25.0%    23.6%

わからない          11.9%    12.7%     6.6%     6.1%     9.1%    13.2%    14.3%    17.0%    10.7%    12.7%

無回答              11.7%     2.5%     0.8%     0.0%     5.2%    10.2%    19.4%    35.6%     8.9%    13.4%

 

[表４－５－５] ⑤生涯学習や活動ができる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             9.1%     8.9%     7.4%     7.9%     8.7%     9.1%    10.2%    10.4%    10.2%     8.4%

どちらかというと
そう思う       

   19.2%    13.9%    20.5%    16.7%    20.0%    21.6%    19.4%    14.1%    20.6%    18.1%

とちらかといえば
そうは思わない 

   22.0%    21.5%    24.6%    23.7%    29.1%    22.3%    18.0%    14.1%    21.3%    22.6%

そうは思わない      21.5%    29.1%    28.7%    36.0%    23.0%    20.8%    17.3%     7.4%    24.2%    19.6%

わからない          17.4%    22.8%    18.9%    15.8%    14.3%    16.8%    18.0%    19.3%    16.1%    18.4%

無回答              10.9%     3.8%     0.0%     0.0%     4.8%     9.4%    17.0%    34.8%     7.7%    12.9%

 

[表４－５－６] ⑥住民のふれあいがある 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            10.1%     6.3%     5.7%     9.6%     8.7%     8.4%    13.3%    16.3%     9.3%    10.6%

どちらかというと
そう思う       

   29.0%    25.3%    30.3%    23.7%    29.1%    33.0%    28.9%    23.7%    29.2%    29.0%

とちらかといえば
そうは思わない 

   24.8%    29.1%    30.3%    26.3%    30.0%    24.4%    21.8%    16.3%    28.3%    22.4%

そうは思わない      18.5%    24.1%    24.6%    28.9%    20.9%    16.2%    16.3%     8.1%    18.8%    18.2%

わからない           9.1%    12.7%     7.4%    11.4%     8.7%    10.7%     7.5%     6.7%     8.6%     9.5%

無回答               8.5%     2.5%     1.6%     0.0%     2.6%     7.4%    12.2%    28.9%     5.9%    10.2%

 



－76－ 

 

[表４－５－７] ⑦世代間の交流がある 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             7.1%     8.9%     6.6%     5.3%     7.0%     5.3%     8.8%     9.6%     5.2%     8.4%

どちらかというと
そう思う       

   18.1%    20.3%    18.9%    20.2%    19.1%    17.8%    14.6%    20.0%    15.7%    19.7%

とちらかといえば
そうは思わない 

   21.0%    17.7%    28.7%    20.2%    27.4%    22.3%    16.0%    13.3%    24.2%    18.7%

そうは思わない      31.3%    39.2%    36.1%    43.9%    30.9%    29.9%    32.3%    15.6%    35.1%    28.9%

わからない          12.4%    10.1%     9.0%    10.5%    11.3%    15.0%    12.9%    11.1%    12.0%    12.7%

無回答              10.2%     3.8%     0.8%     0.0%     4.3%     9.6%    15.3%    30.4%     7.9%    11.6%

 

[表４－５－８] ⑧困ったときに相談できる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            12.2%    15.2%     9.8%    13.2%    11.7%     8.6%    15.3%    16.3%     7.9%    15.0%

どちらかというと
そう思う       

   20.6%    20.3%    21.3%    19.3%    21.7%    22.3%    17.0%    20.7%    18.2%    22.3%

とちらかといえば
そうは思わない 

   21.4%    22.8%    23.0%    32.5%    24.3%    22.3%    17.0%    12.6%    25.4%    18.7%

そうは思わない      24.7%    29.1%    37.7%    28.9%    26.5%    25.1%    23.1%     5.9%    28.8%    21.8%

わからない          11.6%    10.1%     7.4%     5.3%    12.6%    13.5%    12.9%    11.9%    12.3%    11.1%

無回答               9.5%     2.5%     0.8%     0.9%     3.0%     8.1%    14.6%    32.6%     7.3%    11.0%

 

[表４－５－９] ⑨困ったときに支えてくれる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            10.3%    17.7%    10.7%    10.5%    10.4%     6.9%    10.2%    16.3%     6.8%    12.7%

どちらかというと
そう思う       

   21.0%    29.1%    21.3%    22.8%    22.2%    20.6%    18.0%    20.0%    18.1%    23.2%

とちらかといえば
そうは思わない 

   20.8%    15.2%    26.2%    28.9%    24.3%    22.6%    16.7%    10.4%    23.8%    18.7%

そうは思わない      24.8%    26.6%    31.1%    29.8%    27.4%    25.9%    25.2%     6.7%    30.4%    21.0%

わからない          13.9%     8.9%    10.7%     7.9%    13.0%    17.0%    15.0%    14.1%    13.8%    14.1%

無回答               9.1%     2.5%     0.0%     0.0%     2.6%     7.1%    15.0%    32.6%     7.2%    10.4%

 

[表４－５－10] ⑩安心して医療が受けられる 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            18.6%    15.2%    12.3%    18.4%    15.7%    12.9%    22.8%    37.8%    17.7%    19.0%

どちらかというと
そう思う       

   27.7%    31.6%    31.1%    25.4%    26.5%    28.9%    27.6%    23.7%    30.2%    26.1%

とちらかといえば
そうは思わない 

   20.0%    12.7%    24.6%    19.3%    27.0%    23.6%    15.6%     7.4%    20.9%    19.4%

そうは思わない      18.9%    22.8%    27.0%    26.3%    20.4%    20.6%    15.3%     4.4%    18.1%    19.6%

わからない           7.5%    15.2%     4.9%    10.5%     7.8%     7.9%     6.1%     3.7%     6.8%     7.9%

無回答               7.3%     2.5%     0.0%     0.0%     2.6%     6.1%    12.6%    23.0%     6.3%     8.0%

 



－77－ 

 

[表４－５－11] ⑪住まいや地域の環境がよい 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            15.1%    11.4%    10.7%    12.3%    17.0%    11.7%    16.7%    27.4%    14.5%    15.5%

どちらかというと
そう思う       

   33.8%    40.5%    33.6%    28.1%    37.4%    34.5%    35.0%    23.7%    31.8%    35.3%

とちらかといえば
そうは思わない 

   21.8%    24.1%    27.0%    28.9%    20.9%    24.1%    18.4%    11.9%    26.8%    18.4%

そうは思わない      17.2%    12.7%    23.8%    27.2%    16.5%    18.3%    16.0%     6.7%    17.4%    17.1%

わからない           4.7%     8.9%     4.9%     3.5%     5.7%     5.1%     3.1%     4.4%     3.6%     5.4%

無回答               7.4%     2.5%     0.0%     0.0%     2.6%     6.3%    10.9%    25.9%     5.9%     8.3%

 

[表４－５－12] ⑫だれもが外出しやすい 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            15.4%    11.4%    13.1%    12.3%    12.6%    14.2%    18.7%    24.4%    13.6%    16.6%

どちらかというと
そう思う       

   31.7%    43.0%    33.6%    33.3%    33.0%    34.0%    27.2%    21.5%    33.8%    30.3%

とちらかといえば
そうは思わない 

   21.0%    21.5%    24.6%    24.6%    23.0%    22.8%    19.0%    11.1%    24.5%    18.7%

そうは思わない      14.3%    13.9%    20.5%    22.8%    16.5%    12.7%    11.6%     8.9%    14.5%    14.3%

わからない           8.7%     7.6%     7.4%     7.0%    10.4%     8.9%     9.5%     6.7%     7.0%     9.7%

無回答               8.8%     2.5%     0.8%     0.0%     4.3%     7.4%    13.9%    27.4%     6.6%    10.2%

 

[表４－５－13] ⑬生活が便利である 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う            22.7%    20.3%    22.1%    19.3%    23.0%    20.3%    24.8%    28.9%    21.1%    23.9%

どちらかというと
そう思う       

   36.5%    38.0%    43.4%    42.1%    40.9%    38.6%    30.3%    25.2%    38.6%    35.1%

とちらかといえば
そうは思わない 

   17.6%    19.0%    17.2%    22.8%    13.0%    20.6%    18.4%    10.4%    19.0%    16.5%

そうは思わない      11.7%     8.9%    13.9%    11.4%    16.5%    10.4%    11.9%     5.9%    11.4%    11.7%

わからない           3.8%    10.1%     3.3%     3.5%     3.5%     2.8%     3.7%     4.4%     3.9%     3.7%

無回答               7.8%     3.8%     0.0%     0.9%     3.0%     7.4%    10.9%    25.2%     5.9%     9.0%

 

[表４－５－14] ⑭活動できる場が身近にある 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             9.9%    11.4%     7.4%    10.5%     9.6%     8.6%    11.6%    11.9%     8.1%    11.2%

どちらかというと
そう思う       

   19.6%    19.0%    21.3%    19.3%    25.7%    19.3%    18.0%    13.3%    20.0%    19.4%

とちらかといえば
そうは思わない 

   25.7%    19.0%    32.0%    24.6%    28.3%    29.7%    22.1%    17.0%    30.6%    22.3%

そうは思わない      22.1%    25.3%    27.9%    30.7%    20.4%    21.8%    21.8%    12.6%    22.4%    22.1%

わからない          14.0%    21.5%    11.5%    14.0%    13.5%    14.0%    12.6%    15.6%    12.2%    15.2%

無回答               8.7%     3.8%     0.0%     0.9%     2.6%     6.6%    13.9%    29.6%     6.8%     9.9%

 



－78－ 

 

[表４－５－15] ⑮人権が守られている 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

そう思う             8.0%     5.1%     4.1%     6.1%     6.5%     5.8%    10.2%    17.8%     7.7%     8.3%

どちらかというと
そう思う       

   22.4%    21.5%    20.5%    20.2%    21.3%    22.6%    26.2%    18.5%    25.2%    20.3%

とちらかといえば
そうは思わない 

   21.2%    19.0%    25.4%    24.6%    27.8%    21.6%    16.3%    14.8%    22.9%    20.1%

そうは思わない      19.4%    21.5%    27.0%    22.8%    20.9%    20.8%    17.0%     7.4%    20.4%    18.6%

わからない          22.0%    30.4%    23.0%    26.3%    20.0%    23.9%    19.0%    17.8%    18.8%    24.3%

無回答               7.1%     2.5%     0.0%     0.0%     3.5%     5.3%    11.2%    23.7%     5.0%     8.4%

 

[表４－６] 生活全般の満足度（問 19） 

年齢                                                           性別                 

                 

全体    

         16～24歳 25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳 65～74歳 75歳以上 男      女      

全体（人）          1,373       79      122      114      230      394      294      135      559      811

満足している        15.5%    19.0%    11.5%     7.9%    11.7%    12.7%    18.4%    31.9%    15.2%    15.7%

どちらかというと
満足している     

   55.9%    63.3%    53.3%    53.5%    56.5%    59.1%    52.0%    54.1%    54.9%    56.7%

どちかといえば満
足していない     

   18.5%    13.9%    26.2%    28.9%    19.6%    19.0%    16.3%     7.4%    19.3%    17.9%

満足していない       7.7%     3.8%     8.2%     9.6%     8.7%     8.1%     8.5%     3.0%     9.1%     6.8%

無回答               2.3%     0.0%     0.8%     0.0%     3.5%     1.0%     4.8%     3.7%     1.4%     3.0%
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